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れ
る
場
合
の
検
討
課
題
に
つ
い
て
、
一
定
の
手
が
か
り
を
得
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

Ｉ
．
Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
と
は

　

Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
と
は
、D

raft Com
m
on Fram

e of Reference

の
略
称
で
、「
共
通
参
照
枠
草
案
」
と
訳
出
さ
れ
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。

１　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
民
法
典
ス
タ
デ
ィ
ー
・
グ
ル
ー
プ
の
活
動

　

Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
の
作
成
に
あ
た
っ
て
最
も
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
の
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
民
法
典
ス
タ
デ
ィ
ー
・
グ
ル
ー
プ
（Study Group 

on a European Civil Code

）
で
あ（

１
）る

。

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
民
法
典
ス
タ
デ
ィ
ー
・
グ
ル
ー
プ
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
契
約
法
委
員
会
（T

he Com
m
ission on European Contract 

Law

）
─
─
い
わ
ゆ
る
ラ
ン
ド
ー
委
員
会
─
─
を
前
身
と
す
る
組
織
で
あ
る
。
ラ
ン
ド
ー
委
員
会
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
契
約
法
原
則
（
Ｐ
Ｅ
Ｃ

Ｌ
）
の
作
成
を
終
え
て
散
会
し
た
が
、
契
約
法
以
外
の
領
域
に
つ
い
て
も
対
象
と
す
べ
き
で
あ
る
と
さ
れ
、
一
九
九
八
年
に
、
後
継
組
織
と

し
て
、
オ
ス
ナ
ブ
リ
ュ
ッ
ク
大
学
の
フ
ォ
ン
・
バ
ー
ル
（Christian von Bar

）
を
中
心
と
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
民
法
典
ス
タ
デ
ィ
ー
・
グ
ル
ー

プ
が
結
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

ス
タ
デ
ィ
ー
・
グ
ル
ー
プ
の
研
究
対
象
は
、
契
約
法
の
ほ
か
、
契
約
外
債
務
や
、
動
産
物
権
変
動
、
信
託
な
ど
、
財
産
法
の
さ
ま
ざ
ま
な

領
域
を
含
む
。
そ
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
共
通
に
妥
当
す
べ
き
原
則
と
モ
デ
ル
準
則
を
定
め
、
そ
の
成
果
を
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
法
原
則

（Principles of European Law

〔PEL

〕）」
シ
リ
ー
ズ
と
し
て
公
表
し
て
い
る
。
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２　

Ｐ
Ｅ
Ｌ
か
ら
Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
へ

　

こ
う
し
た
ス
タ
デ
ィ
ー
・
グ
ル
ー
プ
の
活
動
は
、
Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
と
の
関
係
で
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
。

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
委
員
会
に
よ
っ
て
二
〇
〇
三
年
に
発
表
さ
れ
た
行
動
計
画
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
現
行
共
同
体
法
の
質
と
一
貫
性
を
確
保
し
、

共
同
体
に
お
け
る
将
来
の
法
改
正
や
新
た
な
立
法
の
際
に
立
法
者
が
参
照
す
る
た
め
の
「
道
具
箱
」
の
作
成
を
提
案
し
た
。
こ
れ
が
共
通
参

照
枠
（
Ｃ
Ｆ
Ｒ
）
で
あ
り
、
そ
の
草
案
が
Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
で
あ
る
。

　

Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
の
作
成
の
準
備
作
業
を
委
託
さ
れ
た
の
は
、
一
二
の
研
究
グ
ル
ー
プ
を
統
括
し
た
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
私
法
に
関
す
る
ジ
ョ
イ
ン

ト
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（Joint N

etw
ork on European Private Law

〔CoPECL

〕）」
で
あ
る
が
、
そ
の
中
で
も
中
心
的
な
役
割
を
果

た
し
た
の
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
民
法
典
ス
タ
デ
ィ
ー
・
グ
ル
ー
プ
お
よ
び
「
現
行
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
私
法
に
関
す
る
研
究
グ
ル
ー
プ
（European 

Research Group on Existing EC Private Law

）」（
い
わ
ゆ
る
ア
キ
・
グ
ル
ー
プ
）
と
い
う
二
つ
の
研
究
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。

　

Ｃ
Ｆ
Ｒ
は
、
政
治
過
程
に
載
せ
ら
れ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
Ｅ
Ｕ
の
立
法
権
限
が
限
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
考
慮
し
て
、

そ
の
対
象
を
契
約
法
に
限
っ
て
い
る
が
、
Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
は
、
そ
の
よ
う
な
事
情
を
度
外
視
し
、
純
粋
に
学
術
的
な
観
点
か
ら
、
契
約
法
に
限
ら

ず
財
産
法
の
諸
領
域
を
広
く
対
象
と
し
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
は
、
基
本
原
則
・
定
義
・
モ
デ
ル
準
則
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
を
掲
載
し
た
概
要
版
（O

utline Edition

）
が
二

〇
〇
九
年
二
月
に
公
刊
さ
れ（

２
）た

。
さ
ら
に
、
モ
デ
ル
準
則
ご
と
に
コ
メ
ン
ト
（
モ
デ
ル
準
則
の
解
説
）
と
ノ
ー
ト
（
そ
れ
ぞ
れ
の
モ
デ
ル
準

則
に
関
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
に
お
け
る
法
状
況
の
比
較
法
的
整
理
）
を
掲
載
し
た
完
全
版
（Full Edition

）
が
全
六
巻
で
二
〇
〇
九
年

一
〇
月
に
公
刊
さ
れ
て
い（

３
）る

。

　

Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
は
全
部
で
一
〇
編
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
契
約
（
個
別
の
契
約
類
型
に
関
す
る
規
律
を
含
む
）
の
ほ
か
、
不
法

行
為
、
事
務
管
理
、
不
当
利
得
の
よ
う
な
契
約
に
基
づ
か
な
い
債
務
、
動
産
所
有
権
や
信
託
な
ど
に
つ
い
て
も
規
定
さ
れ
て
お
り
、
財
産
法
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の
さ
ま
ざ
ま
な
領
域
を
広
く
対
象
と
し
て
い
る
。

Ⅱ
．
Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
第
Ⅵ
編
─
─
他
人
に
生
じ
た
損
害
に
基
づ
く
契
約
外
責
任

　

本
稿
が
対
象
と
す
る
の
は
、
Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
の
第
Ⅵ
編
で
あ（

４
）る

。
こ
れ
は
不
法
行
為
法
に
関
す
る
部
分
で
、「
他
人
に
生
じ
た
損
害
に
基
づ
く

契
約
外
責
任（N

on-Contractual Liability A
rising out of D

am
age Caused to A

nother

）」と
い
う
表
題
に
な
っ
て
い
る
。こ
こ
で
は
、

「
不
法
行
為
」
と
い
う
言
葉
は
使
わ
れ
て
お
ら
ず
、「
契
約
外
責
任
」
と
呼
ば
れ
て
い（

５
）る

。
Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
第
Ⅵ
編
は
、
契
約
外
責
任
に
つ
い
て
、

そ
の
成
立
要
件
か
ら
効
果
に
至
る
ま
で
、
広
く
規
定
を
置
く
も
の
で
あ（

６
）る

。

Ⅲ
．
分
析
の
視
点

　

本
稿
は
、
こ
の
Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
第
Ⅵ
編
の
内
容
を
紹
介
・
分
析
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
分
析
の
視
点
と
し
て
は
、
不
法
行
為
制
度
の
構
想
に
あ

た
っ
て
基
本
的
な
態
度
決
定
が
要
求
さ
れ
る
点
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
選
択
肢
が
あ
り
う
る
か
と
い
う
こ
と
を
意
識
し
な
が
ら
論
述
を
進

め
た
い
。
と
い
う
の
は
、
こ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
分
析
を
す
る
場
合
に
は
、
わ
が
国
の
不
法
行
為
法
に
つ
い
て
立
法
論
を
念
頭
に
置
い
た
検

討
を
す
る
と
き
に
、
Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
第
Ⅵ
編
が
一
つ
の
重
要
な
資
料
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

現
在
の
と
こ
ろ
、
不
法
行
為
法
の
改
正
は
、
政
治
的
な
課
題
と
し
て
は
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
わ
が
国
で
は
、
目
下
、
契

約
法
を
中
心
と
す
る
債
権
法
の
大
規
模
な
改
正
作
業
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
同
じ
く
債
権
法
の
一
部
で
あ
る
不
法
行
為
法
も
、
将
来

的
に
法
改
正
か
ら
無
縁
で
あ
り
続
け
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
で
あ
ろ（

７
）う

。
し
た
が
っ
て
、
不
法
行
為
法
の
立
法
論
的
な
再
検
討
に
向
け
た
基
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礎
研
究
が
必
要
で
あ
り
、
Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
第
Ⅵ
編
に
も
、
そ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
批
判
的
に
検
討
す
る
価
値
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

Ⅳ
．
検
討
の
順
序

　

検
討
の
順
序
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
ま
ず
、
第
二
章
で
は
、
Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
第
Ⅵ
編
の
モ
デ
ル
準
則
の
内
容
を
紹
介
す
る
。
そ
れ
に
続
い

て
、
第
三
章
で
は
、
Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
第
Ⅵ
編
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
不
法
行
為
法
原
則
（
Ｐ
Ｅ
Ｔ
Ｌ
）
─
─
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
不
法
行
為
法
の
統
一

の
基
礎
資
料
と
し
て
作
成
さ
れ
た
も
う
一
つ
の
草
案
─
─
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
ら
の
異
同
を
分
析
す
る
。
最
後
に
、
第
四
章
で

は
、
Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
第
Ⅵ
編
お
よ
び
Ｐ
Ｅ
Ｔ
Ｌ
の
検
討
を
通
じ
て
、
わ
が
国
に
お
け
る
不
法
行
為
制
度
の
改
正
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
示
唆
が
得

ら
れ
る
か
と
い
う
こ
と
に
言
及
し
て
、
ま
と
め
に
代
え
る
。

第
二
章　

Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
第
Ⅵ
編
の
構
造
と
内
容

　

本
章
で
は
、
Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
第
Ⅵ
編
の
概
要
を
説
明
す
る
。
ま
ず
、
Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
第
Ⅵ
編
の
全
体
構
造
を
確
認
し
て
お
こ
う
。

Ⅰ
．
全
体
構
造

　

Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
第
Ⅵ
編
の
全
体
構
造
を
目
次
の
形
で
示
す
と
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
ま
ず
は
こ
の
順
に
沿
っ
て
、
Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
第
Ⅵ
編
の
規
律

内
容
を
あ
ら
か
じ
め
概
観
し
て
お
き
た
い
。
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第
一
章　

総
則

　

第
二
章　

法
的
に
重
要
な
損
害

　

第
三
章　

帰
責

　

第
四
章　

因
果
関
係

　

第
五
章　

抗
弁

　

第
六
章　

救
済
手
段

　

第
七
章　

附
則

１　

総
則
（
第
一
章
）
─
─
基
本
準
則
と
三
つ
の
基
本
的
要
件

　

ま
ず
、
Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
第
Ⅵ
編
の
冒
頭
に
は
、
第
一
章
「
総
則
（fundam

ental provisions

）」
が
あ
る
が
、
こ
こ
に
「
基
本
準
則
（basic 

rule

）」
が
置
か
れ
て
い
る
（
VI.-

一
：
一
〇
一
条
）。
こ
の
基
本
準
則
が
責
任
の
根
拠
規
定
に
な
る
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
れ
と
同
時
に
、
こ

の
基
本
準
則
の
中
に
、
三
つ
の
基
本
的
な
責
任
成
立
要
件
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
三
つ
の
要
件
と
は
、「
法
的
に
重
要
な
損
害
」、
帰
責

根
拠
、因
果
関
係
の
三
つ
で
あ
る
。
そ
し
て
、こ
れ
ら
の
要
件
は
さ
ら
に
、第
二
章
か
ら
第
四
章
ま
で
の
規
定
に
よ
っ
て
具
体
化
さ
れ
て
い
る
。

　

な
お
、
総
則
の
中
に
は
「
差
止
め
（prevention

）」
を
認
め
る
規
定
も
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
法
的
に
重
要
な
損
害
が
差
し
迫
っ
て

い
る
と
き
に
、
そ
の
損
害
を
受
け
る
で
あ
ろ
う
者
は
、
第
Ⅵ
編
の
規
定
に
よ
り
、
そ
の
差
止
め
を
請
求
で
き
る
（
VI.-

一
：
一
〇
二
条
）。

た
だ
し
、
差
止
め
に
つ
い
て
は
、
本
稿
で
は
こ
れ
以
上
取
り
上
げ
な
い
。

２　
「
法
的
に
重
要
な
損
害
」（
第
二
章
）
─
─
各
則
と
受
け
皿
規
定
の
組
合
せ
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ま
ず
、「
損
害
」
が
発
生
し
た
こ
と
は
当
然
要
求
さ
れ
る
が
、
Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
で
は
、
単
な
る
損
害
で
は
な
く
、「
法
的
に
重
要
な
損
害
（legally 

relevant dam
age

）」
と
い
う
要
件
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
第
二
章
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。

　

第
二
章
は
、
第
一
節
「
総
則
」
と
第
二
節
「
法
的
に
重
要
な
損
害
に
つ
い
て
の
各
則
」
に
分
か
れ
る
。
第
一
節
で
は
、
法
的
に
重
要
な
損

害
の
意
義
に
つ
い
て
規
定
さ
れ
て
い
る
。
第
二
節
で
は
、
ど
の
よ
う
な
場
合
に
「
法
的
に
重
要
な
損
害
」
が
認
め
ら
れ
る
か
と
い
う
こ
と
に

つ
い
て
、
事
例
類
型
ご
と
に
規
定
が
置
か
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
そ
の
各
則
の
規
定
に
あ
た
ら
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
受
け
皿
規
定
が
用

意
さ
れ
て
い
る
た
め
、
こ
れ
に
よ
っ
て
各
則
の
規
定
が
補
完
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

３　

帰
責
（
第
三
章
）
─
─
過
失
責
任
と
無
過
失
責
任

　

次
に
、
損
害
を
加
害
者
に
帰
責
す
る
た
め
に
は
何
ら
か
の
帰
責
根
拠
が
必
要
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
第
三
章
「
帰
責

（accountability

）」
が
定
め
る
。
こ
れ
は
さ
ら
に
、
第
一
節
「
故
意
お
よ
び
過
失
」
と
、
第
二
節
「
故
意
ま
た
は
過
失
を
伴
わ
な
い
責
任
」

に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
過
失
責
任
と
無
過
失
責
任
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
。

⑴　

故
意
・
過
失
の
定
義

　

過
失
責
任
に
つ
い
て
は
、
第
三
章
第
一
節
に
、
故
意
・
過
失
の
定
義
規
定
が
置
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
こ
に
は
、
子
ど
も
ま
た
は
被
監

督
者
が
生
じ
さ
せ
た
損
害
に
つ
い
て
の
責
任
も
規
定
さ
れ
て
い
る
。

⑵　

無
過
失
責
任
の
個
別
規
定

　

さ
ら
に
、
第
三
章
第
二
節
に
は
、
無
過
失
責
任
に
関
す
る
規
定
が
置
か
れ
て
い
る
。

　

Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
の
テ
ク
ス
ト
で
は
、
節
の
表
題
に
あ
る
よ
う
に
「
故
意
ま
た
は
過
失
を
伴
わ
な
い
責
任
（accountability w

ithout 

intention or negligence

）」
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
無
過
失
責
任
と
呼
ん
で
お
き
た
い
。
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こ
れ
に
つ
い
て
は
、
事
例
類
型
ご
と
に
個
別
的
な
規
定
が
置
か
れ
て
い
る
。

４　

因
果
関
係
（
第
四
章
）

　

因
果
関
係
（causation

）
に
つ
い
て
は
、
因
果
関
係
の
定
義
や
、
複
数
行
為
者
の
責
任
に
関
す
る
規
定
が
あ
る
（
第
四
章
）。

５　

そ
の
他

　

そ
の
ほ
か
、
第
五
章
に
は
抗
弁
（defences

）
に
関
す
る
規
定
が
あ
り
、
損
害
賠
償
責
任
の
減
免
事
由
が
定
め
ら
れ
て
い（

８
）る

。
第
六
章
は

救
済
手
段
（rem

edies

）
に
関
す
る
規
定
で
、
契
約
外
責
任
の
効
果
と
し
て
の
損
害
賠
償
と
差
止
め
に
つ
い
て
定
め
て
い（

９
）る

。
最
後
に
、

第
七
章
に
、
附
則
と
し
て
、
若
干
の
付
随
的
な
規
定
が
置
か
れ
て
い
る
。

　

Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
第
Ⅵ
編
に
は
全
部
で
五
七
か
条
も
の
条
文
が
あ
る
が
、
本
稿
で
は
、
責
任
成
立
要
件
の
中
心
部
分
と
し
て
、
基
本
準
則
・
法
的

に
重
要
な
損
害
・
帰
責
に
つ
い
て
重
点
的
に
取
り
上
げ
、
因
果
関
係
と
救
済
手
段
に
つ
い
て
は
簡
単
に
言
及
す
る
に
と
ど
め
る
。

Ⅱ
．
基
本
準
則

　

第
Ⅵ
編
冒
頭
に
あ
る
VI.-

一
：
一
〇
一
条
が
基
本
準
則
と
さ
れ
て
い
る
。

　

同
条
一
項
に
よ
る
と
、「
法
的
に
重
要
な
損
害
を
受
け
た
者
は
、
当
該
損
害
を
故
意
も
し
く
は
過
失
に
よ
っ
て
生
じ
さ
せ
た
者
ま
た
は
当

該
損
害
の
発
生
に
つ
い
て
帰
責
さ
れ
る
そ
の
他
の
者
に
対
し
、損
害
賠
償
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
」。こ
れ
が
責
任
の
根
拠
規
定
で
あ
り
、
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請
求
の
基
礎
と
な

（
（1
（

る
。

　

さ
ら
に
、
こ
の
規
定
か
ら
、
Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
の
契
約
外
責
任
が
認
め
ら
れ
る
た
め
に
、
①
「
法
的
に
重
要
な
損
害
」、
②
帰
責
根
拠
、
③
因
果

関
係
と
い
う
三
つ
の
要
件
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

帰
責
根
拠
に
つ
い
て
は
、同
条
一
項
に
よ
る
と
、損
害
を
帰
責
さ
れ
る
の
は
、「
当
該
損
害
を
故
意
ま
た
は
過
失
に
よ
っ
て
生
じ
さ
せ
た
者
」

と
、「
当
該
損
害
の
発
生
に
つ
い
て
帰
責
さ
れ
る
そ
の
他
の
者
」で
あ
る
。
後
者
が
無
過
失
責
任
を
意
味
す
る
が
、さ
ら
に
同
条
二
項
で
は
、「
法

的
に
重
要
な
損
害
を
故
意
ま
た
は
過
失
に
よ
り
生
じ
さ
せ
た
の
で
な
い
者
は
、
第
三
章
の
規
定
が
そ
の
旨
を
定
め
る
場
合
に
限
り
、
法
的
に

重
要
な
損
害
の
発
生
に
つ
い
て
帰
責
さ
れ
る
」
と
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
こ
の
三
つ
の
要
件
が
そ
れ
ぞ
れ
、
第
二
章
か
ら
第
四
章
ま
で
に
お
い
て
具
体
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
以
下
、
こ
れ
ら
の
要
件

に
つ
い
て
見
て
い
こ
う
。

Ⅲ
．
法
的
に
重
要
な
損
害

　

第
一
の
要
件
は
、「
法
的
に
重
要
な
損
害
」
で
あ

（
（1
（

る
。

　

法
的
に
重
要
な
損
害
に
つ
い
て
は
、
第
二
章
に
定
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
冒
頭
に
あ
る
の
が
VI.-

二
：
一
〇
一
条
で
あ
る
。
同
条
一
項
に

よ
る
と
、「
損
失
（
経
済
的
な
も
の
で
あ
る
か
非
経
済
的
な
も
の
で
あ
る
か
を
問
わ
な
い
）
ま
た
は
侵
害
は
、
次
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か
の
場

合
に
は
、
法
的
に
重
要
な
損
害
と
す
る
」
と
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
こ
で
は
、
①
「
損
害
」
と
は
何
か
と
い
う
こ
と
と
、
②
「
法
的
に
重
要
な
損
害
」
が
認
め
ら
れ
る
の
は
ど
の
よ
う
な
場
合
か
と
い
う
二

つ
の
問
題
が
あ
る
。
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１　
「
損
害
」
─
─
「
損
失
」
と
「
侵
害
」

　

ま
ず
、
Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
第
Ⅵ
編
に
お
け
る
「
損
害
」
の
概
念
に
つ
い
て
整
理
し
て
お
こ
う
。

　

実
は
「
損
害
」
に
も
定
義
が
あ
り
、
こ
れ
は
、
モ
デ
ル
準
則
で
は
な
く
、
Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
の
一
部
を
な
す
定
義
集
（D

efinitions

）
に
定
め
ら

れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
損
害
と
は
、「
利
益
を
害
す
る
す
べ
て
の
種
類
の
効
果
（any type of detrim

ental effect

）」
と

さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
VI.-

二
：
一
〇
一
条
一
項
を
見
る
と
、「
損
失
（loss

）」
ま
た
は
「
侵
害
（injury

）」
は
法
的
に
重
要
な
損
害
と

す
る
と
さ
れ
て
お
り
、
損
害
に
は
「
損
失
」
と
「
侵
害
」
の
両
方
が
含
ま
れ
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

そ
の
う
ち
、
損
失
は
、
経
済
的
な
も
の
で
あ
る
か
非
経
済
的
な
も
の
で
あ
る
か
を
問
わ
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
経
済
的
損
失
と

非
経
済
的
損
失
の
概
念
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
規
定
が
あ
り
、
VI.-

二
：
一
〇
一
条
四
項
ａ
号
に
お
い
て
、「
経
済
的
損
失
は
、
収
入
ま
た

は
収
益
の
喪
失
、
負
担
の
発
生
お
よ
び
財
産
価
値
の
減
少
を
含
む
」
と
さ
れ
、
同
ｂ
号
で
は
、「
非
経
済
的
損
失
は
、
苦
痛
お
よ
び
生
活
の

質
の
低
下
を
含
む
」
と
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、損
失
の
ほ
か
に
、「
侵
害
」
が
「
損
害
」
に
あ
た
る
場
合
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。「
侵
害
そ
れ
自
体
」
が
賠
償
さ
れ
う
る
こ
と
は
、

第
二
章
第
二
節
（
各
則
）
の
規
定
に
も
現
れ
て
い
る
（
VI.-

二
：
二
〇
一
条
一
項
、
VI.-

二
：
二
〇
三
条
一
項
）。
さ
ら
に
、
VI.-

六
：
二

〇
四
条
で
は
、「
侵
害
そ
れ
自
体
は
、経
済
的
損
失
ま
た
は
非
経
済
的
損
失
に
つ
い
て
の
金
銭
賠
償
と
は
別
個
に
賠
償
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
「
侵
害
そ
れ
自
体
」
は
、
経
済
的
損
失
・
非
経
済
的
損
失
と
並
ぶ
第
三
の
損
害
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
あ

り
、
経
済
的
損
失
・
非
経
済
的
損
失
と
は
別
個
に
、
し
か
も
そ
れ
に
加
え
て
賠
償
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
「
侵
害
そ
れ
自
体
」
の
賠
償
を
認
め
た
こ
と
は
、
イ
タ
リ
ア
法
に
お
け
る
生
物
学
的
損
害
（danno biologic

（
（1
（o

）
と
い
う
概
念
に
由

来
す
る
も
の
だ
と
言
わ
れ
て
い

（
（1
（

る
。
つ
ま
り
、
イ
タ
リ
ア
法
で
は
、
非
財
産
的
損
害
の
賠
償
が
認
め
ら
れ
る
の
は
刑
罰
法
規
違
反
の
場
合
に

限
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
は
狭
す
ぎ
る
の
で
、
そ
の
よ
う
な
制
限
を
回
避
す
る
た
め
に
、
財
産
的
損
害
で
も
非
財
産
的
損
害
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で
も
な
い
第
三
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
し
て
判
例
に
よ
り
創
設
さ
れ
た
の
が
、
生
物
学
的
損
害
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
あ
る
。
そ
し
て
、
Ｄ
Ｃ
Ｆ

Ｒ
に
お
け
る
「
侵
害
そ
れ
自
体
」
も
、
そ
の
影
響
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

２　
「
法
的
に
重
要
な
損
害
」
の
意
義

　

次
に
、
そ
の
よ
う
な
損
害
は
「
法
的
に
重
要
な
損
害
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

⑴　
「
法
的
に
重
要
な
損
害
」
概
念
の
出
自

　
「
法
的
に
重
要
な
損
害
」と
い
う
の
は
、あ
ま
り
聞
き
慣
れ
な
い
概
念
で
あ
る
が
、こ
れ
は
、損
害
の
要
件
も
、帰
責
根
拠
や
因
果
関
係
と
い
っ

た
他
の
要
件
と
密
接
に
関
連
し
あ
っ
て
い
る
こ
と
を
表
す
も
の
と
さ
れ
て
い

（
（1
（

る
。
例
え
ば
、
損
害
が
重
大
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
帰
責
要
件
は

緩
和
さ
れ
う
る
し
、
逆
に
、
故
意
に
よ
る
侵
害
の
場
合
に
の
み
、
不
法
行
為
に
よ
り
賠
償
さ
れ
る
損
害
も
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
関
連
性
を
表

す
の
に
適
切
な
言
葉
と
し
て
、「
法
的
に
重
要
な
損
害
」
と
い
う
概
念
が
採
用
さ
れ
た
。

　

も
と
を
た
ど
れ
ば
、
こ
の
概
念
は
、
イ
タ
リ
ア
法
の
「
不
法
な
損
害
（danno ingiusto

）」
と
い
う
概
念
に
由
来
し
て
い
る
。
た
だ
、
こ

れ
を
そ
の
ま
ま
翻
訳
し
て
用
い
る
の
は
適
切
で
な
い
と
い
う
理
由
で
、そ
れ
を
も
う
少
し
洗
練
さ
せ
た
も
の
と
し
て
、「
法
的
に
重
要
な
損
害
」

と
い
う
概
念
が
採
用
さ
れ
た
の
で
あ

（
（1
（

る
。

⑵　
「
法
的
に
重
要
な
損
害
」
が
認
め
ら
れ
る
場
合

　

ど
の
よ
う
な
場
合
に
「
法
的
に
重
要
な
損
害
」
が
認
め
ら
れ
る
か
は
、
VI.-

二
：
一
〇
一
条
一
項
の
各
号
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。

　

VI.-

二
：
一
〇
一
条
一
項
ａ
号
か
ら
ｃ
号
ま
で
に
よ
る
と
、
法
的
に
重
要
な
損
害
が
あ
る
と
い
え
る
場
合
に
は
、
次
の
三
つ
が
あ
る
。
第

一
に
、
第
二
章
第
二
節
の
準
則
が
そ
の
旨
を
規
定
す
る
場
合
（
ａ
号
）、
第
二
に
、
損
失
ま
た
は
侵
害
が
、
そ
の
他
の
法
律
上
認
め
ら
れ
た

権
利
の
侵
害
に
よ
っ
て
生
じ
た
場
合（
ｂ
号
）、第
三
に
、損
失
ま
た
は
侵
害
が
、法
的
保
護
に
値
す
る
利
益
の
侵
害
に
よ
っ
て
生
じ
た
場
合（
ｃ
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号
）
で
あ
る
。

⒜　

各
則
（
VI.-

二
：
一
〇
一
条
一
項
ａ
号
、
VI.-

二
：
二
〇
一
条
以
下
）

　

し
た
が
っ
て
、
ま
ず
は
ａ
号
に
従
い
、
第
二
章
第
二
節
の
各
則
の
規
定
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
を
検
討
す
る
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、

VI.-

二
：
二
〇
一
条
か
ら
VI.-

二
：
二
一
一
条
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
れ
ば
、
法
的
に
重
要
な
損
害
が
あ
る
と
い
え
る
（
個
別
の
規
定

内
容
に
つ
い
て
は
後
述
）。

⒝　

受
け
皿
規
定
（
VI.-
二
：
一
〇
一
条
一
項
ｂ
号
・
ｃ
号
）

ア　
「
そ
の
他
の
法
律
上
認
め
ら
れ
た
権
利
」
ま
た
は
「
法
的
保
護
に
値
す
る
利
益
」
の
侵
害

　

次
に
、
各
則
の
規
定
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
場
合
は
、
ｂ
号
ま
た
は
ｃ
号
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
が
問
題
に
な
る
（
こ
の
点
に
お
い

て
、
ｂ
号
と
ｃ
号
は
、
各
則
の
規
定
に
該
当
し
な
い
場
合
の
受
け
皿
規
定
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
）。
そ
れ
に
よ
る
と
、
当
該
損
失

ま
た
は
侵
害
が
、
そ
の
他
の
法
律
上
認
め
ら
れ
た
権
利
の
侵
害
に
よ
っ
て
生
じ
た
こ
と
（
ｂ
号
）
ま
た
は
法
的
保
護
に
値
す
る
利
益
の
侵
害

に
よ
っ
て
生
じ
た
こ
と
（
ｃ
号
）
が
必
要
に
な

（
（1
（

る
。

　

ｂ
号
の
「
そ
の
他
の
法
律
上
認
め
ら
れ
た
権
利
」
は
、
契
約
外
責
任
以
外
の
法
領
域
に
お
い
て
す
で
に
原
告
に
割
り
当
て
ら
れ
た
権
利
だ

と
さ
れ
て
い
る
。
ｂ
号
に
い
う
「
法
律
上
認
め
ら
れ
た
権
利
」
の
例
と
し
て
は
、
社
員
権
や
親
の
監
護
権
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い

（
（1
（

る
。
国
内

法
に
よ
り
「
絶
対
権
」
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
も
の
は
す
べ
て
こ
こ
に
い
う
「
権
利
」
に
含
ま
れ
る
。
ま
た
、
私
法
上
の
権
利
に
限
定
さ

れ
る
も
の
で
も
な
く
、
例
え
ば
選
挙
に
お
け
る
投
票
権
な
ど
も
こ
の
「
権
利
」
に
あ
た
る
と
さ
れ
て
い

（
（1
（

る
。

　
ｃ
号
の
「
法
的
保
護
に
値
す
る
利
益
」
は
、
ｂ
号
と
異
な
り
、
契
約
外
責
任
法
が
独
自
に
あ
る
利
益
の
要
保
護
性
を
決
定
す
る
も
の
で
、

契
約
外
責
任
法
の
継
続
形
成
の
余
地
を
意
識
的
に
作
り
出
す
も
の
だ
と
さ
れ
て
い

（
（1
（

る
。
例
え
ば
、
冷
凍
保
存
さ
れ
た
精
子
を
誤
っ
て
廃
棄
さ

れ
た
場
合
に
、
こ
こ
に
い
う
「
法
的
保
護
に
値
す
る
利
益
の
侵
害
」
が
あ
る
と
い
う
具
体
例
が
挙
げ
ら
れ
て
い

（
（2
（

る
。
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イ　

付
加
的
要
件
─
─
「
公
平
か
つ
合
理
的
」（
VI.-

二
：
一
〇
一
条
二
項
・
三
項
）

　

た
だ
、
ｂ
号
ま
た
は
ｃ
号
の
場
合
は
、
付
加
的
に
、
VI.-

二
：
一
〇
一
条
二
項
の
要
件
を
充
た
す
か
ど
う
か
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
損
失
ま
た
は
侵
害
は
、
損
害
賠
償
請
求
権
を
認
め
る
こ
と
が
「
公
平
か
つ
合
理
的
」
で
あ
る
と
き
に
限
っ
て
、
法
的
に
重

要
な
損
害
と
さ
れ

（
（2
（

る
。

　

さ
ら
に
、
公
平
か
つ
合
理
的
で
あ
る
か
ど
う
か
を
決
定
す
る
た
め
に
は
、
VI.-

二
：
一
〇
一
条
三
項
に
列
挙
さ
れ
た
事
情
を
考
慮
す
べ
き

だ
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
①
帰
責
の
根
拠
、
②
損
害
ま
た
は
差
し
迫
っ
た
損
害
の
性
質
と
近
因
性
（proxim

ity

）、
③
損
害
を
受
け

ま
た
は
受
け
る
で
あ
ろ
う
者
の
合
理
的
期
待
、
④
公
序
（considerations of public policy

）
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て

い
（
（2
（

る
。

　

①
帰
責
の
根
拠
に
つ
い
て
は
、
損
害
を
生
じ
さ
せ
た
行
為
の
性
質
が
問
題
に
な
る
。
と
り
わ
け
、
侵
害
が
故
意
に
よ
る
も
の
か
、
単
な
る

過
失
に
よ
る
も
の
か
が
重
要
で
あ
り
、
故
意
に
よ
る
場
合
に
の
み
法
的
に
重
要
な
損
害
が
認
め
ら
れ
る
場
合
が
あ
る
と
さ
れ

（
（2
（

る
。

　

②
損
害
ま
た
は
差
し
迫
っ
た
損
害
の
性
質
が
考
慮
さ
れ
る
と
い
う
の
は
、
軽
微
な
不
利
益
の
場
合
に
は
、
被
害
者
が
損
害
を
甘
受
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い

（
（2
（

る
。
ま
た
、
あ
る
種
の
環
境
汚
染
の
よ
う
に
、
全
体
と
し
て
の
集
団
に
の
み
割
り
当
て
ら
れ
た

利
益
で
あ
っ
て
、
そ
の
侵
害
が
特
定
個
人
と
の
関
係
で
は
法
的
に
重
要
な
損
害
と
な
り
え
な
い
場
合
が
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
事
情
も
こ
の

要
素
に
お
い
て
考
慮
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
近
因
性
と
い
う
要
素
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
法
的
に
重
要
な
損
害
の
概
念
が
因
果
関
係
と
密
接
に
関
連
す
る
こ
と
を
表
す
も

の
と
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
医
師
の
診
断
に
誤
り
が
あ
っ
た
が
、
仮
に
正
し
い
診
断
を
し
た
と
し
て
も
病
気
の
進
行
は
阻
止
し
え
な
か
っ
た
と

い
う
場
合
に
は
、
因
果
関
係
が
な
い
と
い
う
こ
と
も
で
き
る
が
、
責
任
法
の
見
地
か
ら
は
、
そ
も
そ
も
法
的
に
重
要
な
損
害
が
存
在
し
な
い

と
い
う
こ
と
も
で
き
る
。
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③
損
害
を
受
け
ま
た
は
受
け
る
で
あ
ろ
う
者
の
合
理
的
期
待
と
い
う
要
素
は
、
い
わ
ゆ
る
「
機
会
の
喪
失
」
の
場
合
を
念
頭
に
置
く
も
の

で
あ
る
と
さ
れ
る
。

　

④
公
序
に
つ
い
て
は
、
そ
の
定
義
が
特
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
一
つ
の
具
体
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
事
故
に

よ
り
あ
る
者
の
身
体
の
外
観
が
損
な
わ
れ
た
た
め
に
、
そ
の
者
の
配
偶
者
が
婚
姻
生
活
を
継
続
す
る
こ
と
に
耐
え
ら
れ
ず
離
婚
に
至
っ
た
場

合
で
あ
る
。
こ
の
場
合
に
、
離
婚
に
よ
り
生
じ
た
経
済
的
ま
た
は
非
経
済
的
な
不
利
益
が
、
事
故
の
直
接
被
害
者
と
そ
の
配
偶
者
に
と
っ
て

法
的
に
重
要
な
損
害
に
な
る
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
に
と
っ
て
決
定
的
で
あ
る
の
は
、
そ
の
時
代
の
考
え
方
に
よ
れ
ば
、
婚
姻
生
活
に
お
い

て
甘
受
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
負
担
は
ど
こ
ま
で
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
一
種
の
社
会
通
念
を
基
準
と
す
る
も

の
だ
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
他
の
例
と
し
て
は
、
不
当
な
訴
訟
提
起
の
事
例
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
原
告
が
多
少
な
り

と
も
注
意
し
て
調
査
す
れ
ば
勝
訴
の
見
込
み
が
な
い
こ
と
が
分
か
る
場
合
に
お
い
て
も
、
訴
訟
を
提
起
さ
れ
た
被
告
は
、
法
的
に
重
要
な
損

害
を
受
け
た
と
評
価
さ
れ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
さ
も
な
け
れ
ば
原
告
の
裁
判
制
度
の
利
用
に
対
す
る
権
利
が
保
障
さ
れ
な
い
か
ら
で
あ

（
（2
（

る
。

⑶　

小
括

　

以
上
を
ま
と
め
る
と
、「
法
的
に
重
要
な
損
害
」
の
判
断
に
あ
た
っ
て
は
、
ま
ず
は
VI.-

二
：
一
〇
一
条
一
項
ａ
号
に
よ
り
、
第
二
章
第

二
節
の
各
則
の
規
定
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
を
検
討
し
、
そ
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
け
れ
ば
、
同
ｂ
号
ま
た
は
ｃ
号
の
適
用
が
問
題
と
な

る
。
後
者
の
場
合
に
は
、
損
害
賠
償
を
認
め
る
こ
と
が
公
平
か
つ
合
理
的
で
あ
る
か
ど
う
か
が
さ
ら
に
審
査
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

３　

各
則

　

各
則
に
お
け
る
規
定
そ
れ
ぞ
れ
の
規
定
の
内
容
に
つ
い
て
も
簡
単
に
見
て
お
き
た
い
。
各
則
に
は
一
一
か
条
の
規
定
が
あ
る
が
、
こ
れ
は

お
お
む
ね
次
の
五
つ
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き

（
（2
（

る
。
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⑴　

人
身
侵
害
（
VI.-

二
：
二
〇
一
条
、
VI.-

二
：
二
〇
二
条
）

　

ま
ず
、
VI.-

二
：
二
〇
一
条
と
VI.-

二
：
二
〇
二
条
は
、
人
身
侵
害
の
場
合
に
つ
い
て
の
規
定
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
直
接
の
被
害
者
の

請
求
権
と
、
第
三
者
の
請
求
権
の
両
方
が
規
定
さ
れ
て
い

（
（2
（

る
。

⒜　

人
身
侵
害
と
そ
れ
に
よ
り
生
じ
た
損
失
（
VI.-

二
：
二
〇
一
条
）

　

VI.-

二
：
二
〇
一
条
一
項
に
よ
る
と
、
自
然
人
の
身
体
ま
た
は
健
康
に
対
す
る
侵
害
に
よ
っ
て
そ
の
者
に
生
じ
た
損
失
お
よ
び
侵
害
そ
れ

自
体
は
、
法
的
に
重
要
な
損
害
と
な
る
。
こ
こ
で
は
、
人
身
の
侵
害
に
よ
り
生
じ
た
損
失
だ
け
で
な
く
、
そ
の
侵
害
そ
れ
自
体
が
「
損
害
」

に
あ
た
る
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
そ
れ
は
、
経
済
的
ま
た
は
非
経
済
的
な
損
失
に
加
え
て
、
そ
れ
と
別
個
に
賠
償
さ
れ
う

（
（2
（

る
。

　

同
条
二
項
は
、
こ
の
局
面
に
お
け
る
損
失
と
侵
害
の
意
味
に
つ
い
て
規
定
す
る
。
ま
ず
、
一
項
に
い
う
損
失
は
、
被
害
者
の
世
話
の
た
め

に
そ
の
近
親
者
が
負
担
し
た
合
理
的
費
用
を
含
む
健
康
管
理
の
費
用
を
含
む
（
二
項
ａ
号
）。
ま
た
、
精
神
的
健
康
に
対
す
る
侵
害
は
、
そ

れ
が
医
学
的
に
病
気
と
評
価
さ
れ
る
場
合
に
限
り
、
人
身
侵
害
に
含
ま
れ
る
（
二
項
ｂ
号
）。

⒝　

人
身
侵
害
ま
た
は
死
亡
に
よ
り
第
三
者
に
生
じ
た
損
失
（
VI.-

二
：
二
〇
二
条
）

　

次
に
、
VI.-

二
：
二
〇
二
条
は
、
人
身
侵
害
ま
た
は
死
亡
に
よ
り
第
三
者
に
生
じ
た
損
失
が
、
そ
の
第
三
者
に
と
っ
て
法
的
に
重
要
な
損

害
と
な
る
場
合
に
つ
い
て
定
め
る
。
す
な
わ
ち
、
同
条
一
項
に
よ
る
と
、
人
身
侵
害
ま
た
は
死
亡
に
よ
り
他
の
自
然
人
に
生
じ
た
非
経
済
的

損
失
は
、
侵
害
の
時
点
に
お
い
て
、
そ
の
自
然
人
と
侵
害
さ
れ
た
者
と
が
特
に
密
接
な
人
的
関
係
に
あ
っ
た
と
き
に
、
法
的
に
重
要
な
損
害

と
な
る
。

　

ま
た
、
同
条
二
項
は
、
生
命
侵
害
の
場
合
に
関
連
し
て
、
侵
害
に
よ
っ
て
死
亡
し
た
者
に
死
亡
の
時
点
ま
で
に
生
じ
た
法
的
に
重
要
な
損

害
（
ａ
号
）、
合
理
的
な
葬
儀
費
用
（
ｂ
号
）
お
よ
び
扶
養
の
喪
失
（
ｃ
号
）
が
法
的
に
重
要
な
損
害
に
な
る
こ
と
を
規
定
す

（
（2
（

る
。

⑵　

人
格
的
利
益
の
侵
害
（
VI.-

二
：
二
〇
三
条
、
VI.-

二
：
二
〇
四
条
、
VI.-
二
：
二
〇
五
条
）
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次
に
、
VI.-

二
：
二
〇
三
条
か
ら
VI.-

二
：
二
〇
五
条
ま
で
に
お
い
て
、
人
格
的
利
益
が
侵
害
さ
れ
た
場
合
に
つ
い
て
規
定
さ
れ
て

い
（
（3
（

る
。

⒜　

尊
厳
・
自
由
・
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
（
VI.-

二
：
二
〇
三
条
）

　

VI.-

二
：
二
〇
三
条
一
項
に
よ
る
と
、
自
由
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
権
利
そ
の
他
自
己
の
尊
厳
に
関
す
る
権
利
の
侵
害
に
よ
っ
て
自
然
人
に

生
じ
た
損
失
お
よ
び
侵
害
そ
れ
自
体
は
、
法
的
に
重
要
な
損
害
と
な
る
。

　

こ
の
規
定
の
目
的
は
、
人
間
の
尊
厳
の
侵
害
に
よ
っ
て
生
じ
た
損
害
が
法
的
に
重
要
な
損
害
と
な
り
、
契
約
外
責
任
に
基
づ
く
損
害
賠
償

義
務
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
点
に
あ
る
。
同
条
に
お
い
て
は
、
人
間
の
尊
厳
と
し
て
、
自
由
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
が
明
記
さ

れ
て
い
る
。
こ
こ
で
の
自
由
は
、
身
体
的
な
移
動
の
自
由
を
意
味
す

（
（3
（

る
。
ま
た
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
は
、
私
的
領
域
の
保
護
に
対
す
る
権
利

で
あ
り
、
不
可
侵
の
個
人
的
生
活
領
域
を
保
障
す
る
も
の
で
あ
る
と
さ
れ

（
（3
（

る
。

　

な
お
、
名
誉
毀
損
に
つ
い
て
直
接
に
責
任
を
認
め
る
規
定
は
存
在
し
な
い
。
そ
の
理
由
は
、
名
誉
の
保
護
を
政
策
的
に
受
容
可
能
な
形
で

定
式
化
す
る
こ
と
が
き
わ
め
て
困
難
だ
と
い
う
点
に
あ
る
と
さ
れ
て
い

（
（3
（

る
。
Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
で
は
、
名
誉
毀
損
に
よ
っ
て
生
じ
た
損
失
ま
た
は
侵

害
そ
れ
自
体
は
、国
内
法
が
規
定
す
る
場
合
に
法
的
に
重
要
な
損
害
と
な
る
と
い
う
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
（
同
条
二
項
）。

⒝　

他
人
に
関
す
る
真
実
で
な
い
情
報
の
伝
達
に
よ
る
損
失
（
VI.-

二
：
二
〇
四
条
）

　

VI.-

二
：
二
〇
四
条
に
よ
る
と
、
他
人
に
関
す
る
真
実
で
な
い
情
報
の
伝
達
に
よ
っ
て
そ
の
者
に
生
じ
た
損
失
は
、
伝
達
者
が
、
そ
の
情

報
が
真
実
で
な
い
こ
と
を
知
り
、
ま
た
は
知
る
こ
と
を
合
理
的
に
期
待
さ
れ
る
と
き
に
、
法
的
に
重
要
な
損
害
と
な
る
。
こ
れ
は
、
名
誉
毀

損
に
つ
い
て
の
規
定
が
置
か
れ
な
か
っ
た
こ
と
の
反
面
と
し
て
、
真
実
で
な
い
情
報
の
伝
達
に
つ
い
て
の
責
任
を
定
め
た
も
の
で
あ
る
。

　

な
お
、
帰
責
と
の
関
係
で
は
、
こ
の
規
定
に
よ
る
と
、
情
報
が
真
実
で
な
い
こ
と
を
知
る
べ
き
で
あ
っ
た
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
が
、
そ
れ

に
加
え
て
、
情
報
を
伝
達
し
た
こ
と
に
つ
い
て
VI.-

三
：
一
〇
二
条
の
過
失
が
必
要
だ
と
さ
れ
て
い

（
（3
（

る
。
こ
の
よ
う
に
、
各
則
の
規
定
で
は
、
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加
害
行
為
者
の
主
観
ま
た
は
行
為
態
様
も
考
慮
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
「
法
的
に
重
要
な
損
害
」
に
つ
い
て
の
判

断
で
あ
り
、
帰
責
の
要
件
は
別
途
問
題
に
な
る
と
考
え
ら
れ
て
い

（
（3
（

る
。

⒞　

秘
匿
さ
れ
る
情
報
の
伝
達
に
よ
る
損
失
（
VI.-

二
：
二
〇
五
条
）

　

VI.-

二
：
二
〇
五
条
に
よ
る
と
、
情
報
の
伝
達
に
よ
り
生
じ
た
損
失
は
、
情
報
の
性
質
ま
た
は
そ
れ
が
取
得
さ
れ
た
状
況
に
照
ら
し
て
、

損
失
を
受
け
た
者
に
と
っ
て
そ
の
情
報
が
秘
匿
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、
伝
達
者
が
知
り
、
ま
た
は
知
る
こ
と
を
合
理
的
に
期
待
さ
れ

る
と
き
は
、
法
的
に
重
要
な
損
害
と
な
る
。

　

な
お
、こ
こ
で
も
、情
報
が
秘
匿
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
知
る
べ
き
で
あ
っ
た
こ
と
に
加
え
て
、そ
の
情
報
の
伝
達
が
故
意
（
VI.-

三
：

一
〇
一
条
）
ま
た
は
過
失
（
VI.-
三
：
一
〇
二
条
）
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
て
い

（
（3
（

る
。

⑶　

財
産
権
侵
害
（
VI.-

二
：
二
〇
六
条
）

　

VI.-

二
：
二
〇
六
条
は
、
財
産
権
お
よ
び
適
法
な
占
有
が
侵
害
さ
れ
た
場
合
に
関
す
る
規
定
で
あ
る
。

　

同
条
一
項
に
よ
る
と
、
動
産
ま
た
は
不
動
産
に
つ
い
て
の
財
産
権
ま
た
は
適
法
な
占
有
の
侵
害
（infringem

ent

）
に
よ
っ
て
生
じ
た
損

失
は
、
法
的
に
重
要
な
損
害
と
な
る
。

　

さ
ら
に
、
二
項
ａ
号
お
よ
び
ｂ
号
で
は
、
財
産
の
「
損
失
」
と
「
侵
害
」
の
意
味
が
説
明
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
損
失
は
、
財
産
の
利
用

の
剥
奪
を
含
む
と
さ
れ
て
い
る
（
ａ
号
）。
こ
こ
で
は
、
利
用
の
剥
奪
が
財
産
権
の
「
侵
害
」
に
よ
っ
て
生
じ
た
「
損
失
」
で
あ
る
と
さ
れ

て
い
る
た
め
、
前
提
と
し
て
別
途
何
ら
か
の
「
侵
害
」
が
要
求
さ
れ
る
。
ま
た
、
財
産
権
の
侵
害
は
、
権
利
の
目
的
物
の
破
壊
ま
た
は
物
理

的
損
傷
（
財
産
の
損

（
（3
（

傷
）、
権
利
の
処
分
、
利
用
妨
害
そ
の
他
の
権
利
行
使
の
妨
害
を
含
む
と
さ
れ
て
い
る
（
ｂ
号
）。
た
だ
し
、「
含
む
」

と
あ
る
こ
と
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
こ
れ
は
限
定
的
に
列
挙
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。

⑷　

純
粋
経
済
損
失
（
VI.-

二
：
二
〇
七
条
、
VI.-

二
：
二
〇
八
条
、
VI.-

二
：
二
一
〇
条
、
VI.-

二
：
二
一
一
条
）
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い
わ
ゆ
る
純
粋
経
済
損

（
（3
（

失
に
あ
た
る
よ
う
な
場
合
に
つ
い
て
も
、
次
の
四
か
条
の
規
定
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。

⒜　

誤
っ
た
助
言
ま
た
は
情
報
の
信
頼
（
VI.-

二
：
二
〇
七
条
）

　

VI.-
二
：
二
〇
七
条
に
よ
る
と
、
誤
っ
た
情
報
を
合
理
的
に
信
頼
し
て
意
思
決
定
を
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
た
損
失
は
、
当
該
助
言
ま

た
は
情
報
が
、
専
門
家
と
し
て
の
職
務
の
遂
行
に
お
い
て
、
ま
た
は
取
引
の
過
程
で
提
供
さ
れ
（
ａ
号
）、
か
つ
、
助
言
ま
た
は
情
報
を
提

供
し
た
者
が
、
意
思
決
定
を
す
る
際
に
情
報
受
領
者
が
当
該
助
言
ま
た
は
情
報
を
信
頼
す
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
知
り
、
ま
た
は
知
っ
て
い
た

こ
と
を
合
理
的
に
期
待
さ
れ
る
（
ｂ
号
）
場
合
に
、
法
的
に
重
要
な
損
害
と
な
る
。

　

こ
れ
は
、
誤
っ
た
助
言
や
情
報
に
つ
い
て
一
般
的
に
責
任
を
課
す
と
す
れ
ば
、
日
常
的
な
対
人
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け
る
責
任

リ
ス
ク
が
耐
え
が
た
い
も
の
に
な
る
こ
と
か
ら
、
情
報
の
受
け
手
が
情
報
の
正
し
さ
を
信
頼
す
る
特
別
の
理
由
が
あ
る
場
合
に
限
り
、
誤
っ

た
情
報
や
助
言
を
信
頼
し
た
こ
と
に
よ
り
生
じ
た
損
失
を
法
的
に
重
要
な
損
害
と
評
価
す
る
も
の
で
あ

（
（3
（

る
。

⒝　

事
業
の
違
法
な
妨
害
（
VI.-

二
：
二
〇
八
条
）

　

VI.-

二
：
二
〇
八
条
一
項
に
よ
る
と
、
専
門
家
と
し
て
の
職
務
の
遂
行
ま
た
は
取
引
行
為
に
対
す
る
違
法
な
妨
害
に
よ
っ
て
生
じ
た
損
失

は
、
法
的
に
重
要
な
損
害
と
さ
れ
る
。

　

こ
の
規
定
は
、
ド
イ
ツ
の
判
例
法
上
認
め
ら
れ
て
い
る
「
設
立
さ
れ
か
つ
稼
働
し
て
い
る
営
業
上
の
権
利
（Recht am

 eingerichteten 

und ausgeübten Gew
erbebetrieb

）」
の
考
え
方
に
影
響
を
受
け
た
も
の
で
も
あ
る
が
、
カ
ル
テ
ル
な
ど
の
競
争
法
違
反
行
為
に
よ
っ

て
生
じ
た
損
失
も
含
み
う
る
点
で
、
よ
り
広
い
適
用
範
囲
を
有
す

（
（4
（

る
。
ま
た
、
こ
こ
で
「
違
法
」
と
い
う
の
は
、
法
律
の
規
定
ま
た
は
確
立

し
た
慣
行
に
反
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
と
さ
れ

（
（4
（

る
。

　

な
お
、
同
条
二
項
で
は
、
不
正
な
競
争
に
よ
っ
て
消
費
者
に
生
じ
た
損
失
が
、
Ｅ
Ｕ
法
ま
た
は
国
内
法
が
規
定
す
る
場
合
に
法
的
に
重
要

な
損
害
と
な
る
こ
と
も
定
め
ら
れ
て
い
る
。
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⒞　

詐
欺
的
不
実
表
示
（
VI.-

二
：
二
一
〇
条
）

　

VI.-
二
：
二
一
〇
条
一
項
に
よ
る
と
、
詐
欺
的
な
不
実
表
示
に
よ
っ
て
生
じ
た
損
失
は
、
言
葉
に
よ
る
も
の
か
挙
動
に
よ
る
も
の
か
を
問

わ
ず
、
法
的
に
重
要
な
損
害
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
同
条
二
項
は
、
不
実
表
示
が
詐
欺
的
と
さ
れ
る
の
は
、
そ
れ
が
虚
偽
で
あ
る
こ
と
を
認
識

ま
た
は
確
信
し
な
が
ら
行
わ
れ
、
か
つ
、
相
手
方
を
誤
ら
せ
る
こ
と
が
意
図
さ
れ
て
い
た
と
き
で
あ
る
と
す
る
。

　

こ
の
規
定
は
、
詐
欺
的
不
実
表
示
に
よ
り
生
じ
た
損
失
が
賠
償
さ
れ
る
べ
き
こ
と
は
、
あ
ら
ゆ
る
契
約
外
責
任
法
の
体
系
に
と
っ
て
自
明

の
こ
と
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
に
基
づ
い
て
い
る
。
こ
こ
で
の
損
害
は
、
純
粋
経
済
損
失
で
あ
る
こ
と
が
多
い
と
さ
れ
る
が
、
そ
れ
だ
け
で

な
く
、
非
経
済
的
損
失
を
も
含

（
（4
（

む
。

　

な
お
、
二
項
に
い
う
認
識
ま
た
は
確
信
は
、
帰
責
に
お
け
る
故
意
（
VI.-

三
：
一
〇
一
条
）
と
重
な
る
場
合
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
が
、
両

者
は
一
応
区
別
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
帰
責
に
お
い
て
問
題
に
な
る
故
意
は
、
損
害
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
に
つ
い
て
の

も
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
い
う
認
識
ま
た
は
確
信
は
、
不
実
表
示
が
虚
偽
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
の
も
の
で
あ
り
、
こ
の
点
に
お
い
て
両

者
は
異
な
る
。
そ
の
意
味
で
、
こ
の
規
定
は
あ
く
ま
で
「
法
的
に
重
要
な
損
害
」
に
つ
い
て
判
断
す
る
も
の
で
あ
り
、
帰
責
は
別
途
問
題
に

な

（
（4
（4
（4
（

る
。

⒟　

債
務
不
履
行
の
誘
発
（
VI.-

二
：
二
一
一
条
）

　

VI.-

二
：
二
一
一
条
に
よ
る
と
、
第
三
者
の
債
務
不
履
行
を
誘
発
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
た
損
失
は
、
損
失
を
受
け
た
者
に
対
す
る
債

務
が
存
在
し
（
ａ
号
）、
か
つ
、
不
履
行
を
誘
発
し
た
者
が
、
そ
の
第
三
者
に
債
務
を
履
行
さ
せ
な
い
こ
と
を
意
図
し
（
ｂ
号
（
ⅰ
））、
誘

発
者
自
身
の
利
益
を
正
当
に
保
護
す
る
た
め
の
行
為
し
た
の
で
な
い
（
ｂ
号
（
ⅱ
））
場
合
に
、
法
的
に
重
要
な
損
害
と
な
る
。

　

こ
れ
は
、
相
対
権
は
権
利
保
持
者
に
対
し
て
義
務
を
負
う
者
に
よ
っ
て
の
み
違
反
さ
れ
う
る
の
が
原
則
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
義
務
者
以
外

の
者
が
債
務
不
履
行
を
誘
発
し
た
場
合
は
、
故
意
に
よ
る
場
合
に
限
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
生
じ
た
損
失
を
法
的
に
重
要
な
損
害
と
す
る
も
の
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で
あ

（
（4
（

る
。

　

な
お
、
義
務
の
不
履
行
の
誘
発
を
意
図
し
て
い
た
こ
と
が
要
求
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
損
失
の
発
生
を
意
図
し
た
こ
と
が
要
件
と
さ

れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
点
に
お
い
て
、
帰
責
に
お
け
る
故
意
と
区
別
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
VI.-

二
：
二
一
〇
条
と
同
様
で
あ
る
。

た
だ
、
義
務
の
履
行
を
妨
げ
よ
う
と
す
る
者
は
、
そ
れ
が
債
権
者
を
害
す
る
と
い
う
事
実
を
も
常
に
意
識
し
て
い
る
か
ら
、
こ
の
区
別
は
ほ

と
ん
ど
意
味
を
持
た
な
い
と
さ
れ
て
い

（
（4
（

る
。

⑸　

環
境
侵
害
（
VI.-
二
：
二
〇
九
条
）

　

VI.-

二
：
二
〇
九
条
は
、
環
境
侵
害
に
つ
い
て
規
定
を
置
い
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
空
気
、
水
、
土
壌
、
植
物
相
、
動
物
相
そ
の
他

の
環
境
を
構
成
す
る
自
然
的
要
素
に
対
す
る
重
大
な
侵
害
が
あ
っ
た
と
き
、
そ
れ
を
回
復
す
る
た
め
に
国
家
ま
た
は
権
限
を
有
す
る
機
関
に

生
じ
た
負
担
は
、
そ
の
国
家
ま
た
は
機
関
の
法
的
に
重
要
な
損
害
と
さ
れ
る
。

　

規
定
の
文
言
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
こ
の
規
定
で
請
求
権
の
主
体
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
私
人
で
は
な
く
、
国
家
ま
た
は
権
限
を
有
す
る

機
関
で
あ
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
、
こ
の
準
則
は
私
法
と
公
法
の
境
界
線
上
に
あ
る
と
さ
れ

（
（4
（

る
。

Ⅳ
．
帰
責

　

第
三
章
は
、
第
一
節
「
故
意
お
よ
び
過
失
」
と
、
第
二
節
「
故
意
ま
た
は
過
失
を
伴
わ
な
い
責
任
」
の
二
つ
の
部
分
に
分
か
れ
て
い
る
。

　
１　

過
失
責
任

　

ま
ず
、
過
失
責
任
に
関
し
て
は
、
第
三
章
第
一
節
に
は
、
故
意
と
過
失
の
意
味
が
定
義
さ
れ
て
い
る
。
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⑴　

故
意
（
VI.-

三
：
一
〇
一
条
）

　

故
意
の
意
味
に
つ
い
て
は
、
VI.-

三
：
一
〇
一
条
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
故
意
が
認
め
ら
れ
る
の
は
、
同
種
の
損
害
を

生
じ
さ
せ
る
こ
と
を
意
図
し
つ
つ
当
該
損
害
を
生
じ
さ
せ
た
と
き
（
ａ
号
）、
ま
た
は
、
当
該
損
害
若
し
く
は
同
種
の
損
害
が
生
じ
る
こ
と

ま
た
は
ほ
と
ん
ど
確
実
に
生
じ
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
知
り
な
が
ら
、
自
己
の
意
図
し
た
行
為
に
よ
っ
て
当
該
損
害
を
生
じ
さ
せ
た
と
き
（
ｂ

号
）
で
あ
る
。
ａ
号
の
場
合
は
、
損
害
の
発
生
そ
れ
自
体
を
意
図
し
て
い
た
こ
と
が
必
要
で
あ
る
の
に
対
し
、
ｂ
号
の
場
合
は
、
自
己
の
行

為
そ
れ
自
体
に
つ
い
て
意
図
し
て
い
た
こ
と
が
必
要
で
あ
る
が
、
損
害
の
発
生
に
つ
い
て
は
認
識
で
足
り
る
。

⑵　

過
失
（
VI.-

三
：
一
〇
二
条
）

　

過
失
の
意
味
を
定
め
る
の
は
、
VI.-
三
：
一
〇
二
条
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、「
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
の
行
為
に
よ
っ
て
法
的
に
重

要
な
損
害
を
生
じ
さ
せ
た
者
は
、
過
失
に
よ
っ
て
当
該
損
害
を
生
じ
さ
せ
た
も
の
と
す
る
」
と
さ
れ
て
い
る
。

⒜　

法
律
に
よ
り
要
求
さ
れ
る
注
意
義
務
（
VI.-
三
：
一
〇
二
条
ａ
号
）

　

ま
ず
、
同
条
ａ
号
に
よ
る
と
、「
被
害
者
を
そ
の
損
害
か
ら
保
護
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
法
律
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
一
定
の
注

意
の
水
準
を
満
た
さ
な
い
行
為
」
は
、
過
失
に
よ
る
も
の
と
さ
れ

（
（4
（

る
。

⒝　

一
般
的
注
意
義
務
（
VI.-

三
：
一
〇
二
条
ｂ
号
）

　

次
に
、
同
条
ｂ
号
に
よ
る
と
、「
当
該
事
案
の
事
情
の
も
と
で
合
理
的
な
注
意
深
さ
を
備
え
た
者
に
期
待
さ
れ
る
注
意
に
達
し
な
い
行
為
」

は
、
過
失
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
る
（
い
わ
ゆ
る
合
理
人
基
準
）。

　

ｂ
号
に
お
い
て
過
失
を
判
断
す
る
際
に
は
、い
く
つ
か
の
要
素
が
考
慮
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、ど
の
よ
う
な
行
動
が
と
ら
れ
る
べ
き
で
あ
っ

た
か
は
、
究
極
的
に
は
予
防
の
費
用
と
便
益
の
衡
量
に
か
か
っ
て
い
る
。
そ
の
際
、
差
し
迫
っ
た
損
害
の
種
類
と
程
度
、
行
為
者
と
被
害
者

の
間
の
特
別
の
関
係
と
い
っ
た
事
情
が
特
に
考
慮
さ
れ
る
。
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他
方
で
、結
局
の
と
こ
ろ
、考
え
ら
れ
る
状
況
は
無
数
に
存
在
す
る
た
め
、考
慮
さ
れ
る
べ
き
要
素
を
完
結
的
に
挙
げ
る
こ
と
は
で
き
ず
、

最
終
的
に
は
裁
判
所
に
委
ね
ら
れ
ざ
る
を
え
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
そ
れ
と
同
時
に
、
注
意
基
準
が
必
要
以
上
に
高
度
化
す
る
こ
と

の
な
い
よ
う
留
意
す
べ
き
だ
と
も
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
行
動
の
自
由
の
尊
重
と
、
厳
格
責
任
と
の
区
別
の
た
め
で
あ

（
（4
（

る
。

⑶　

子
ど
も
ま
た
は
被
監
督
者
が
生
じ
さ
せ
た
損
害
に
つ
い
て
の
責
任
（
VI.-

三
：
一
〇
四
条
）

　

故
意
お
よ
び
過
失
の
節
に
は
、
子
ど
も
ま
た
は
被
監
督
者
が
損
害
を
生
じ
さ
せ
た
場
合
に
つ
い
て
、
過
失
の
証
明
責
任
の
転
換
を
定
め
る

規
定
が
あ
る
。

　

す
な
わ
ち
、
一
四
歳
未
満
の
者
が
、
成
年
者
で
あ
れ
ば
故
意
ま
た
は
過
失
と
さ
れ
る
行
為
に
よ
っ
て
損
害
を
生
じ
さ
せ
た
と
き
は
、
そ
の

父
母
ま
た
は
そ
の
監
護
を
法
律
上
義
務
づ
け
ら
れ
た
者
が
、
法
的
に
重
要
な
損
害
の
発
生
に
つ
い
て
責
任
を
負
う
（
VI.-

三
：
一
〇
四
条
一

項
）。
た
だ
し
、
責
任
を
負
う
者
が
、
損
害
を
生
じ
さ
せ
た
者
に
対
す
る
監
督
の
懈
怠
が
な
か
っ
た
こ
と
を
証
明
し
た
と
き
は
、
責
任
を
免

れ
る
（
三
項
）。
ま
た
、
あ
る
者
を
監
督
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け
ら
れ
た
施
設
そ
の
他
の
団
体
も
、
そ
の
監
督
義
務
に
服
す
る
者
が
故
意
ま

た
は
過
失
に
よ
っ
て
損
害
を
生
じ
さ
せ
た
場
合
に
、
一
定
の
要
件
の
も
と

（
（5
（

で
同
様
の
責
任
を
負
う
（
二

（
（5
（

項
）。

２　

無
過
失
責
任

⑴　

概
要

　

無
過
失
責
任
に
つ
い
て
は
、
最
初
に
述
べ
た
と
お
り
、
VI.-

一
：
一
〇
一
条
二
項
で
、
第
三
章
の
規
定
が
定
め
る
場
合
に
限
り
責
任
が
生

じ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
し
て
、第
三
章
第
二
節
で
は
、「
故
意
ま
た
は
過
失
を
伴
わ
な
い
責
任
」
と
い
う
表
題
の
も
と
で
、八
か
条
の
規
定
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
は
、
無
過
失
責
任
に
関
す
る
一
般
的
な
規
定
を
置
く
の
で
は
な
く
、
事
例
類
型
ご
と
に
個
別
的
な
規
定
を
置
く
と
い
う
方
法
が
と
ら
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れ
て
い
る
。

　

そ
こ
に
規
定
さ
れ
て
い
る
の
は
、
二
つ
の
タ
イ
プ
の
も
の
が
あ
る
。
一
つ
は
、
物
や
施
設
の
よ
う
な
危
険
源
に
よ
っ
て
損
害
が
生
じ
た
場

合
の
危
険
責
任
に
あ
た
る
も
の
で
あ
る
（
VI.-

三
：
二
〇
二
条
か
ら
VI.-

三
：
二
〇
六
条
ま
で
）。
も
う
一
つ
は
、
他
人
の
行
為
に
よ
っ
て

損
害
が
生
じ
た
場
合
に
つ
い
て
の
代
位
責
任
の
規
定
で
あ
る
（
VI.-

三
：
二
〇
一

（
（5
（

条
）。

⑵　

個
別
ル
ー
ル
の
列
挙

　

Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
は
、
無
過
失
責
任
の
個
別
的
な
規
定
を
列
挙
す
る
方
法
を
と
り
、
一
般
条
項
的
な
規
定
は
用
意
し
て
い
な
い
。
Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
が
な

ぜ
こ
の
よ
う
な
方
法
を
と
っ
た
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、公
式
の
解
説
の
中
で
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、推
測
に
よ
る
し
か
な
い
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
一
つ
に
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
に
お
け
る
妥
協
の
結
果
と
い
う
事
情
も
あ
る
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
過
失
責
任
と
は
異

な
り
、
厳
格
責
任
に
つ
い
て
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
法
状
況
は
著
し
く
多
様
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
の
よ
う
に
物
に
つ
い
て
の
危
険
責
任
を

か
な
り
広
く
認
め
て
い
る
法
体
系
も
あ
れ
ば
、
イ
ギ
リ
ス
の
よ
う
に
厳
格
責
任
を
か
な
り
限
定
的
に
し
か
認
め
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
。
こ
の

よ
う
な
対
立
が
あ
る
た
め
に
、
一
般
的
な
厳
格
責
任
の
ル
ー
ル
と
し
て
は
ひ
と
ま
ず
限
定
的
に
規
定
す
る
し
か
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

い
う
推
測
が
可
能
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
よ
り
根
本
的
な
理
由
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
、
一
般
条
項
を
採
用
す
る
と
、
法
的
安
定
性
が
損
な
わ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る

と
い
う
点
で
あ
ろ

（
（5
（

う
。
す
な
わ
ち
、
一
般
条
項
に
よ
る
場
合
は
、
事
案
ご
と
に
そ
の
つ
ど
裁
判
所
が
責
任
の
射
程
を
確
定
す
る
こ
と
に
な
る

た
め
、責
任
を
課
さ
れ
る
リ
ス
ク
が
ど
の
程
度
か
と
い
う
こ
と
の
予
測
が
難
し
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、個
別
ル
ー
ル
を
置
く
方
法
に
よ
る
と
、

立
法
者
が
事
前
に
責
任
の
成
立
す
る
範
囲
を
明
確
に
記
述
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
、
予
測
可
能
性
が
高
ま
り
、
法
的
安
定
性
が
確
保
さ
れ
や

す
く
な
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ

（
（5
（

る
。
し
た
が
っ
て
、
Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
が
危
険
責
任
の
一
般
条
項
を
採
用
し
な
か
っ
た
の
も
、
法
的
安
定
性
に
配

慮
し
た
も
の
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
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⑶　

個
別
の
規
定
内
容

　

Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
第
Ⅵ
編
に
お
け
る
無
過
失
責
任
の
規
定
内
容
を
、
ご
く
簡
単
に
紹
介
し
て
お
こ
う
。

⒜　

被
用
者
ま
た
は
法
人
の
代
表
者
に
よ
る
加
害
（
VI.-

三
：
二
〇
一
条
）

　

VI.-

三
：
二
〇
一
条
一
項
に
よ
る
と
、
他
人
を
雇
用
ま
た
は
そ
れ
に
準
じ
た
形
で
使
用
す
る
者
は
、
雇
用
ま
た
は
使
用
さ
れ
て
い
る
者
が

雇
用
ま
た
は
使
用
の
過
程
で
損
害
を
生
じ
さ
せ
（
ａ
号
）、
か
つ
、
そ
の
者
が
故
意
も
し
く
は
過
失
に
よ
っ
て
損
害
を
生
じ
さ
せ
た
か
、
そ

の
他
の
理
由
に
よ
り
損
害
の
発
生
に
つ
い
て
帰
責
さ
れ
る
（
ｂ
号
）
場
合
に
、
法
的
に
重
要
な
損
害
の
発
生
に
つ
い
て
責
任
を
負
う
。

　

ま
た
、
同
条
二
項
に
よ
る
と
、
法
人
は
、
そ
の
代
表
者
が
職
務
の
過
程
で
損
害
を
生
じ
さ
せ
た
場
合
に
、
同
様
の
要
件
の
も
と
で
責
任
を

負
う
。

⒝　

不
動
産
の
安
全
性
の
欠
如
（
VI.-
三
：
二
〇
二
条
）

　

VI.-

三
：
二
〇
二
条
一
項
一
文
に
よ
る
と
、
不
動
産
の
管
理
者
は
、
不
動
産
ま
た
は
そ
の
近
隣
に
い
る
者
が
正
当
に
期
待
で
き
る
安
全
性

を
備
え
て
い
な
い
不
動
産
の
状
態
に
よ
っ
て
生
じ
た
人
身
侵
害
と
そ
れ
に
よ
り
生
じ
た
損
失
、
VI.-

二
：
二
〇
二
条
の
定
め
る
損
失
お
よ
び

財
産
の
損
傷
に
よ
っ
て
生
じ
た
損
失
（
不
動
産
そ
れ
自
体
に
生
じ
た
損
失
を
除
く
）
に
つ
い
て
責
任
を
負

（
（5
（

う
。
ま
た
、
い
か
な
る
安
全
性
を

期
待
す
る
こ
と
が
正
当
か
を
判
断
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
不
動
産
の
性
質
（
ａ
号
）、
不
動
産
へ
の
接
近
方
法
（
ｂ
号
）、
不
動
産
の
安
全
性

の
欠
如
を
回
避
す
る
た
め
の
費
用
（
ｃ
号
）
を
含
む
諸
事
情
を
考
慮
す
る
と
さ
れ
て
い
る
（
同
二
文
）。

　

ま
た
、
二
項
お
よ
び
三
項
は
、
責
任
主
体
で
あ
る
不
動
産
の
管
理
者
に
あ
た
る
の
は
ど
の
よ
う
な
者
か
と
い
う
こ
と
を
定
め
て
い
る
。

⒞　

動
物
に
よ
る
加
害
（
VI.-

三
：
二
〇
三
条
）

　

VI.-

三
：
二
〇
三
条
に
よ
る
と
、
動
物
の
保
有
者
は
、
当
該
動
物
に
よ
っ
て
生
じ
た
人
身
侵
害
と
そ
れ
に
よ
り
生
じ
た
損
失
、
VI.-

二
：

二
〇
二
条
の
定
め
る
損
失
お
よ
び
財
産
の
損
傷
に
よ
っ
て
生
じ
た
損
失
に
つ
い
て
責
任
を
負
う
。
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⒟　

製
造
物
の
欠
陥
（
VI.-

三
：
二
〇
四
条
）

　

VI.-
三
：
二
〇
四
条
は
、
製
造
物
責
任
に
関
す
る
規
定
で
あ

（
（5
（

る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
製
造
物
の
製
造
者
は
、
製
造
物
の
欠
陥
に
よ
っ
て
生

じ
た
人
身
侵
害
と
そ
れ
に
よ
り
生
じ
た
損
失
、
VI.-

二
：
二
〇
二
条
の
定
め
る
損
失
、
お
よ
び
消
費
者
と
の
関
係
に
お
い
て
は
、
財
産
の
損

傷
に
よ
っ
て
生
じ
た
損
失
（
製
造
物
そ
れ
自
体
に
生
じ
た
損
失
を
除
く
）
に
つ
い
て
責
任
を
負
う
（
同
条
一
項
）。
ま
た
、
製
造
物
の
輸
入

者
お
よ
び
供
給
者
も
同
様
の
責
任
を
負
う
場
合
が
あ
る
（
二
項
・
三
項
）。

　

ま
た
、
四
項
は
免
責
事
由
を
定
め
て
い

（
（5
（

る
。
そ
の
ほ
か
、「
製
造
者
」
お
よ
び
「
製
造
物
」
の
定
義
、
欠
陥
の
判
断
基
準
に
つ
い
て
も
規

定
が
あ
る
（
五
項
か
ら
七
項
ま
で
）。

⒠　

自
動
車
の
利
用
に
よ
る
交
通
事
故
（
VI.-

三
：
二
〇
五
条
）

　

VI.-

三
：
二
〇
五
条
は
、
自
動
車
事
故
に
お
け
る
自
動
車
保
有
者
の
責
任
を
定
め
る
規
定
で
あ
る
。
同
条
一
項
に
よ
る
と
、
自
動
車
の
保

有
者
は
、
当
該
自
動
車
の
利
用
に
よ
っ
て
交
通
事
故
が
生
じ
た
場
合
に
、
人
身
侵
害
と
そ
れ
に
よ
り
生
じ
た
損
失
、
VI.-

二
：
二
〇
二
条
の

定
め
る
損
失
お
よ
び
財
産
の
損
傷
に
よ
っ
て
生
じ
た
損
失
（
自
動
車
お
よ
び
そ
の
貨
物
に
生
じ
た
損
失
を
除
く
）
の
発
生
に
つ
い
て
責
任
を

負
う
。

　

な
お
、
同
条
二
項
は
「
自
動
車
」
の
定
義
を
置
い
て
い
る
。

⒡　

危
険
な
物
質
ま
た
は
放
出
（
VI.-

三
：
二
〇
六
条
）

　

VI.-

三
：
二
〇
六
条
一
項
に
よ
る
と
、
物
質
の
保
有
者
ま
た
は
設
備
の
管
理
者
は
、
放
出
の
時
点
（
放
出
が
な
い
場
合
は
物
質
と
の
接
触

の
時
点
）
に
お
い
て
、
物
質
ま
た
は
放
出
の
量
と
特
質
を
考
慮
し
て
、
適
切
に
制
御
さ
れ
な
け
れ
ば
当
該
物
質
ま
た
は
放
出
が
損
害
を
生
じ

さ
せ
る
蓋
然
性
が
き
わ
め
て
高
く
（
ａ
号
）、
か
つ
、
当
該
危
険
の
現
実
化
に
よ
り
損
害
が
生
じ
た
（
ｂ
号
）
場
合
に
、
当
該
物
質
ま
た
は

放
出
に
よ
っ
て
生
じ
た
人
身
侵
害
と
そ
れ
に
よ
り
生
じ
た
損
失
、
VI.-

二
：
二
〇
二
条
の
定
め
る
損
失
、
財
産
の
損
傷
に
よ
っ
て
生
じ
た
損
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失
お
よ
び
VI.-

二
：
二
〇
九
条
の
定
め
る
負
担
の
発
生
に
つ
い
て
責
任
を
負
う
。

　

同
条
五
項
は
免
責
事
由
の
規
定
で
、
自
己
の
取
引
、
事
業
ま
た
は
職
業
に
関
連
す
る
目
的
で
物
質
を
保
有
し
、
ま
た
は
設
備
を
管
理
し
て

い
た
の
で
は
な
い
場
合
（
ａ
号
）、ま
た
は
、物
質
の
制
御
ま
た
は
設
備
の
管
理
に
つ
い
て
法
律
上
の
基
準
を
遵
守
し
た
場
合
（
ｂ
号
）
に
は
、

こ
の
規
定
に
よ
る
責
任
は
生
じ
な
い
と
す
る
。

　

な
お
、「
物
質
」、「
放
出
」、「
設
備
」
の
定
義
規
定
が
あ
る
（
二
項
か
ら
四
項
ま
で
）。

Ⅴ
．
因
果
関
係

　

Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
は
、
因
果
関
係
に
つ
い
て
も
定
義
規
定
を
置
い
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
VI.-

四
：
一
〇
一
条
一
項
に
よ
る
と
、
因
果
関
係
が
認

め
ら
れ
る
の
は
、
法
的
に
重
要
な
損
害
が
、
あ
る
者
の
行
為
ま
た
は
そ
の
者
が
責
任
を
負
う
危
険
源
の
結
果
と
み
な
さ
れ
る
と
き
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、因
果
関
係
の
起
点
は
、人
の
行
為
と
危
険
源
の
両
方
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、因
果
関
係
の
終
点
は
、「
法
的
に
重
要
な
損
害
」

で
あ
る
。

　

こ
こ
で
は
、
因
果
関
係
に
関
す
る
ル
ー
ル
を
厳
密
に
定
め
る
の
は
困
難
で
あ
る
た
め
、
VI.-

四
：
一
〇
一
条
に
お
け
る
定
式
化
も
、
因
果

関
係
に
関
す
る
す
べ
て
の
法
学
的
考
察
が
前
提
と
す
る
基
本
原
理
を
定
め
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
事
実
的
因
果
関
係

と
法
的
因
果
関
係
も
特
に
区
別
さ
れ
て
い
な
い
が
、
こ
れ
は
、
事
実
的
因
果
関
係
と
法
的
因
果
関
係
の
区
別
を
否
定
す
る
と
い
う
態
度
決
定

を
積
極
的
に
お
こ
な
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
点
は
今
後
の
議
論
に
委
ね
る
と
い
う
趣
旨
で
、
あ
え
て
こ
の
よ
う
な
広
い
定
式
を
採
用
し

た
も
の
で
あ

（
（5
（

る
。

　

ま
た
、因
果
関
係
の
判
断
に
あ
た
っ
て
は
、「
法
的
に
重
要
な
損
害
」や
帰
責
根
拠
と
の
関
連
性
が
重
要
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
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故
意
に
よ
る
不
法
行
為
の
場
合
や
、
生
命
・
身
体
の
侵
害
の
場
合
に
は
、
因
果
関
係
を
認
め
や
す
い
と
さ
れ
て
い

（
（5
（

る
。
こ
の
意
味
で
、
因
果

関
係
の
判
断
は
規
範
的
な
も
の
で
あ
る
。

　

因
果
関
係
の
判
断
基
準
と
し
て
は
、「
あ
れ
な
け
れ
ば
こ
れ
な
し
」
の
基
準
は
採
用
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
理
由
は
、
因
果
関
係
の
判
断

は
規
範
的
な
も
の
で
あ
っ
て
、
不
可
欠
条
件
公
式
に
よ
っ
て
は
そ
れ
を
適
切
に
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
点
に
あ

（
（6
（

る
。

Ⅵ
．
救
済
手
段

　

最
後
に
、「
救
済
手
段
」
に
関
す
る
規
定
の
う
ち
、
ご
く
基
本
的
な
も
の
の
み
を
簡
単
に
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

　
「
救
済
手
段
」
に
関
す
る
章
の
冒
頭
に
あ
る
の
は
、
損
害
賠
償
の
目
的
と
方
式
に
つ
い
て
定
め
る
VI.-

六
：
一
〇
一
条
で
あ
る
。
そ
れ
に

よ
る
と
、
損
害
賠
償
（reparation

）
と
は
、
法
的
に
重
要
な
損
害
を
受
け
た
者
を
、
当
該
法
的
に
重
要
な
損
害
が
生
じ
な
け
れ
ば
置
か
れ

て
い
た
で
あ
ろ
う
状
態
に
回
復
す
る
こ
と
を
い
う
（
同
条
一
項
）。
こ
の
損
害
賠
償
は
、金
銭
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
（
金
銭
賠
償
）
ほ
か
、

受
け
た
損
害
の
種
類
お
よ
び
程
度
そ
の
他
当
該
事
案
に
お
け
る
一
切
の
事
情
を
考
慮
し
て
最
も
適
切
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
そ
の
他
の
方

式
に
よ
る
こ
と
も
で
き
る
（
同
条
二
項
）。
さ
ら
に
、
一
項
の
例
外
と
し
て
、
有
体
物
が
損
傷
さ
れ
た
場
合
に
、
修
補
費
用
が
減
価
分
を
不

合
理
に
超
え
る
と
き
は
、
修
補
費
用
に
代
え
て
減
価
分
と
同
等
の
金
銭
賠
償
を
認
め
る
こ
と
（
同
条
三
項
）、
お
よ
び
、
合
理
的
と
認
め
ら

れ
る
場
合
に
は
、原
状
回
復
に
代
え
て
、不
法
行
為
に
よ
っ
て
獲
得
さ
れ
た
利
得
の
返
還
を
認
め
る
こ
と（
同
条
四
項
）が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

　

そ
の
ほ
か
に
注
目
さ
れ
る
規
定
と
し
て
は
、
些
細
な
損
害
は
賠
償
さ
れ
な
い
と
定
め
る
VI.-

六
：
一
〇
二
条
、
一
定
の
要
件
の
も
と
で
損

害
賠
償
責
任
の
全
部
ま
た
は
一
部
の
免
除
を
認
め
る
VI.-

六
：
二
〇
二
条
、「
侵
害
そ
れ
自
体
」
が
経
済
的
・
非
経
済
的
損
失
と
は
別
個
に

賠
償
さ
れ
る
こ
と
を
定
め
る
VI.-

六
：
二
〇
四

（
（6
（

条
、
差
止
め
の
要
件
を
定
め
る
VI.-
六
：
三
〇
一
条
な
ど
が
あ
る
。
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第
三
章　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
不
法
行
為
法
原
則
（
Ｐ
Ｅ
Ｔ
Ｌ
）
と
の
比
較

　

前
章
で
は
、
Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
第
Ⅵ
編
の
規
律
内
容
の
整
理
を
お
こ
な
っ
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
不
法
行
為
法
の
統
一
に
向
け
た
基
礎
研
究
を
お
こ
な
っ
て
い
る
研
究
グ
ル
ー
プ
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
民

法
典
ス
タ
デ
ィ
ー
・
グ
ル
ー
プ
だ
け
で
は
な
い
。
そ
の
よ
う
な
グ
ル
ー
プ
と
し
て
、
ヘ
ル
ム
ー
ト
・
コ
ツ
ィ
オ
ー
ル
（H

elm
ut K

oziol

）

の
指
揮
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
不
法
行
為
法
グ
ル
ー
プ
（European Group on T

ort Law

）
が
存
在
す
る
。
そ
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
不
法
行

為
法
グ
ル
ー
プ
が
、
不
法
行
為
法
の
統
一
に
向
け
た
将
来
的
な
作
業
の
基
礎
と
す
べ
く
二
〇
〇
五
年
に
作
成
し
た
の
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
不
法

行
為
法
原
則
（Principles of European T

ort Law

〔
以
下
で
は
Ｐ
Ｅ
Ｔ
Ｌ
と
略
称
〕）
で
あ

（
（6
（

る
。

　

Ｐ
Ｅ
Ｔ
Ｌ
は
、
法
的
拘
束
力
を
持
つ
も
の
で
は
な
い
が
、
不
法
行
為
責
任
の
成
立
要
件
か
ら
効
果
に
至
る
ま
で
、
広
く
規
定
を
置
く
も
の

で
あ
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
、
具
体
的
な
規
定
の
形
を
と
っ
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
レ
ベ
ル
に
お
け
る
不
法
行
為
法
の
共
通
原
則
を
定
立
す
る
こ

と
を
試
み
た
も
の
と
し
て
、
Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
第
Ⅵ
編
と
Ｐ
Ｅ
Ｔ
Ｌ
が
並
び
立
っ
て
い
る
こ
と
に
な

（
（6
（

る
。

　

た
だ
し
、
基
本
的
な
作
業
方
針
の
点
で
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
Ｌ
と
Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
に
は
違
い
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
は
、
そ
の

モ
デ
ル
準
則
に
お
い
て
か
な
り
詳
細
な
個
別
ル
ー
ル
を
定
め
て
い
る
が
、
こ
れ
に
対
し
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
Ｌ
は
、
個
別
の
ル
ー
ル
と
い
う
よ
り
は
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
不
法
行
為
法
に
お
い
て
共
通
す
る
「
原
理
」
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
性
格
が
強

（
（6
（

い
と
言
わ
れ
る
こ

と
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
両
者
を
単
純
に
比
較
す
る
こ
と
に
は
一
定
の
留
保
が
必
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
う
は
い
っ
て
も
、
両
者
と
も

具
体
的
な
規
定
の
形
を
と
り
、
全
体
と
し
て
不
法
行
為
法
の
体
系
を
示
そ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
限
り
で
、
両
者
の
規
定
を
同

一
平
面
に
お
い
て
比
較
す
る
こ
と
も
許
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　

以
下
で
は
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
Ｌ
の
規
律
を
紹
介
し
つ
つ
、
Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
第
Ⅵ
編
と
の
比
較
を
試
み
た

（
（6
（

い
。
論
述
の
順
序
と
し
て
は
、
ま
ず
全
体
構
造
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と
基
本
準
則
の
異
同
を
確
認
し
た
後
、損
害
お
よ
び
帰
責
根
拠
に
つ
い
て
検
討

（
（6
（

し
、最
後
に
規
律
方
法
の
異
同
を
取
り
上
げ
る
こ
と
に
す
る
。

Ⅰ
．
全
体
構
造
と
基
本
準
則

１　

Ｐ
Ｅ
Ｔ
Ｌ
の
規
律

　

Ｐ
Ｅ
Ｔ
Ｌ
の
全
体
構
造
を
目
次
の
形
で
示
す
と
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
（
章
は
全
編
を
通
じ
た
通
し
番
号
に
な
っ
て
い
る
）。

　

第
一
編　

基
本
規
範

　
　

第
一
章　

基
本
規
範

　

第
二
編　

責
任
の
一
般
要
件

　
　

第
二
章　

損
害

　
　

第
三
章　

因
果
関
係

　

第
三
編　

責
任
の
根
拠

　
　

第
四
章　

過
失
責
任

　
　

第
五
章　

厳
格
責
任

　
　

第
六
章　

他
人
に
つ
い
て
の
責
任
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第
四
編　

抗
弁

　
　

第
七
章　

抗
弁
一
般

　
　

第
八
章　

寄
与
的
な
行
為
ま
た
は
活
動

　

第
五
編　

複
数
の
不
法
行
為
者

　
　

第
九
章　

複
数
の
不
法
行
為
者

　

第
六
編　

救
済
手
段

　
　

第
一
〇
章　

損
害
賠
償

　

Ｐ
Ｅ
Ｔ
Ｌ
は
、
そ
の
冒
頭
に
基
本
規
範
（basic norm

）
を
置
い
て
い
る
（
一
：
一
〇
一
条
）。
同
条
一
項
に
よ
る
と
、
他
人
に
対
す
る

損
害
を
法
的
に
帰
責
さ
れ
る
（attributed

）
者
は
、
そ
の
損
害
を
賠
償
す
る
責
任
を
負
う
。
そ
の
う
え
で
、
損
害
が
ど
の
よ
う
な
者
に
帰

責
さ
れ
る
か
を
定
め
る
の
が
、
同
条
二
項
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
損
害
が
帰
責
さ
れ
う
る
の
は
、
①
自
己
の
過
失
行
為
に
よ
っ
て
損
害

を
発
生
さ
せ
た
者
（
ａ
号
）、
②
自
己
の
異
常
に
危
険
な
活
動
に
よ
っ
て
損
害
を
発
生
さ
せ
た
者
（
ｂ
号
）、
③
自
己
の
補
助
者
が
そ
の
職
務

の
範
囲
内
に
お
い
て
損
害
を
発
生
さ
せ
た
者
（
ｃ
号
）
で
あ
る
。

　

こ
の
規
定
か
ら
、
不
法
行
為
責
任
の
成
立
要
件
と
し
て
、
損
害
・
帰
責
根
拠
・
因
果
関
係
の
三
つ
が
必
要
と
さ
れ
、
さ
ら
に
帰
責
根
拠
が

認
め
ら
れ
る
場
合
と
し
て
、
過
失
責
任
・
危
険
責
任
・
使
用
者
責
任
の
三
つ
が
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
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２　

Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
と
の
比
較

　

そ
れ
で
は
、
全
体
構
造
と
基
本
準
則
に
つ
い
て
、
Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
第
Ⅵ
編
と
Ｐ
Ｅ
Ｔ
Ｌ
に
は
ど
の
よ
う
な
違
い
が
認
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。

　

ま
ず
、
冒
頭
に
基
本
準
則
を
置
い
て
い
る
点
で
は
、
Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
第
Ⅵ
編
と
Ｐ
Ｅ
Ｔ
Ｌ
は
共
通
し
て
い
る
。
ま
た
、
基
本
準
則
に
お
い
て
損

害
・
帰
責
根
拠
・
因
果
関
係
と
い
う
三
つ
の
責
任
成
立
要
件
を
定
め
、
そ
れ
を
後
続
の
規
定
に
よ
っ
て
具
体
化
す
る
と
い
う
構
造
を
と
っ
て

い
る
点
で
も
、
両
者
に
は
共
通
性
が
認
め
ら
れ
る
。

　

た
だ
し
、
Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
第
Ⅵ
編
は
、「
法
的
に
重
要
な
損
害
」・「
帰
責
」・「
因
果
関
係
」
の
三
つ
を
第
二
章
か
ら
第
四
章
ま
で
に
並
立
さ
せ

て
い
る
が
、
そ
れ
に
対
し
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
Ｌ
は
「
責
任
の
一
般
要
件
」（
第
二
編
）
と
い
う
編
の
中
に
「
損
害
」（
第
二
章
）
と
「
因
果
関
係
」（
第

三
章
）
を
並
立
さ
せ
、
そ
れ
と
は
別
に
「
責
任
の
根
拠
」（
第
三
編
）
と
い
う
編
を
置
い
て
い
る
。
Ｐ
Ｅ
Ｔ
Ｌ
が
そ
の
よ
う
な
編
成
を
と
っ

た
の
は
、
損
害
と
因
果
関
係
に
関
す
る
規
定
が
い
ず
れ
の
責
任
根
拠
に
も
妥
当
す
る
た
め
、
両
者
を
一
つ
の
編
に
ま
と
め
た
こ
と
に
よ
る
も

の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
第
Ⅵ
編
に
お
い
て
も
、
帰
責
に
関
す
る
規
定
は
、
法
的
に
重
要
な
損
害
と
因
果
関
係
の
い
ず
れ
に
も
妥
当

す
る
か
ら
、
こ
の
点
に
お
い
て
実
質
的
な
違
い
は
な
い
。

　

よ
り
重
要
な
違
い
は
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
Ｌ
の
基
本
規
範
が
、
過
失
責
任
・
危
険
責
任
・
使
用
者
責
任
と
い
う
三
つ
の
責
任
根
拠
を
同
順
位
の
も
の

と
し
て
掲
げ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
責
任
根
拠
の
全
体
構
想
を
明
示
し
て
い
る
の
に
対
し
、
Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
第
Ⅵ
編
の
基
本
準
則
は
そ
の
よ
う
な
形
に

な
っ
て
お
ら
ず
、
過
失
責
任
以
外
の
責
任
根
拠
を
明
示
し
て
い
な
い
（
Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
第
Ⅵ
編
第
三
章
の
規
定
が
参
照
指
示
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ

な
い
）
点
で
あ

（
（6
（

る
。

Ⅱ
．
損
害
（
保
護
さ
れ
る
利
益
）
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１　

Ｐ
Ｅ
Ｔ
Ｌ
の
規
律

　

Ｐ
Ｅ
Ｔ
Ｌ
の
「
損
害
」
に
関
す
る
規
定
は
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
Ｌ
第
二
章
に
あ
る
が
、
そ
の
冒
頭
に
あ
る
二
：
一
〇
一
条
は
、「
損
害
（dam

age

）

は
、
法
的
に
保
護
さ
れ
る
利
益
に
対
す
る
財
産
的
ま
た
は
非
財
産
的
な
被
害
（harm

）
で
あ
る
こ
と
を
要
す
る
」
と
定
め
る
。

　

そ
の
う
え
で
、
あ
る
利
益
が
ど
の
よ
う
な
場
合
に
「
法
的
に
保
護
さ
れ
る
」
か
に
つ
い
て
基
準
を
定
め
る
の
が
二
：
一
〇
二
条
で
あ
る
。

同
条
一
項
に
よ
る
と
、「
利
益
の
保
護
領
域
（the scope of protection of an interest

）
は
、
そ
の
性
質
に
応
じ
て
決
定
さ
れ
る
。
す

な
わ
ち
、
利
益
の
価
値
、
そ
の
範
囲
の
明
確
性
、
公
知
性
が
高
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
そ
の
保
護
も
広
く
な
る
」。
こ
れ
に
続
い
て
、
同
条

二
項
か
ら
四
項
ま
で
に
お
い
て
、「
利
益
の
価
値
」
の
要
素
に
関
し
て
さ
ら
に
具
体
化
が
行
わ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
生
命
、
身
体
ま
た

は
精
神
の
完
全
性
、
人
間
の
尊
厳
お
よ
び
自
由
は
、
最
も
広
く
保
護
さ
れ
る
（
二
項
）。
ま
た
、
無
体
財
産
権
を
含
む
財
産
権
に
も
、
広
範

な
保
護
が
認
め
ら
れ
る
（
三
項
）。
さ
ら
に
、
純
粋
経
済
利
益
（pure econom

ic interests

）
ま
た
は
契
約
関
係
の
保
護
は
、
よ
り
限
定

的
と
な
り
う
る
。
そ
の
場
合
に
は
特
に
、
行
為
者
と
被
害
者
と
の
近
接
性
、
ま
た
は
、
行
為
者
の
利
益
が
被
害
者
の
利
益
よ
り
も
低
く
評
価

さ
れ
る
こ
と
が
確
実
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
損
害
を
生
じ
さ
せ
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
行
為
者
が
認
識
し
て
い
た
こ
と
が
考
慮
さ
れ
る
（
四

項
）。
た
だ
し
、
以
上
の
規
定
は
保
護
さ
れ
る
利
益
の
完
結
的
な
リ
ス
ト
を
定
め
る
も
の
で
は
な
い
し
、
利
益
を
絶
対
的
に
序
列
化
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
も
な
い
。
利
益
の
保
護
領
域
は
、
あ
く
ま
で
諸
要
素
の
衡
量
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
利
益
の
保
護
領
域
は
、
利
益
の
性
質
だ
け
で
な
く
、
責
任
の
性
質
（
五
項
）、
行
為
者
の
利
益
（
特
に
、
行
動
の
自
由
お
よ
び
権

利
行
使
に
関
す
る
利
益
）
お
よ
び
公
共
の
利
益
（
六
項
）
に
よ
っ
て
も
左
右
さ
れ
る
。

２　

Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
と
の
比
較

⑴　
「
損
害
」
要
件
の
意
味
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Ｐ
Ｅ
Ｔ
Ｌ
と
Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
は
、
被
害
者
に
生
じ
た
不
利
益
を
表
す
要
件
と
し
て
「
損
害
」
を
挙
げ
、
わ
が
国
で
い
う
権
利
・
法
益
侵
害
の
要

件
を
独
立
に
挙
げ
て
い
な
い
点
で
共
通
す
る
。
た
だ
し
、
い
ず
れ
も
、
権
利
・
法
益
侵
害
を
ま
っ
た
く
問
題
に
し
な
い
も
の
で
は
な
い
。
Ｐ

Ｅ
Ｔ
Ｌ
に
お
い
て
は
、
損
害
は
「
法
的
に
保
護
さ
れ
る
利
益
に
対
す
る
財
産
的
ま
た
は
非
財
産
的
な
被
害
」
で
あ
る
と
さ
れ
（
二
：
一
〇
一

条
）、
利
益
の
保
護
領
域
の
画
定
が
問
題
と
さ
れ
て
い
る
。
Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
に
つ
い
て
も
、「
法
律
上
認
め
ら
れ
た
権
利
の
侵
害
」
や
「
法
的
保
護

に
値
す
る
利
益
の
侵
害
」
が
問
題
と
な
る
（
VI.-

二
：
一
〇
一
条
一
項
ｂ
号
・
ｃ
号
）。
ま
た
、「
法
的
に
重
要
な
損
害
」
に
つ
い
て
の
各
則

（
VI.-

二
：
二
〇
一
条
以
下
）
の
機
能
は
、
不
法
行
為
法
の
保
護
領
域
を
画
定
す
る
点
に
あ
り
、
そ
の
意
味
で
ド
イ
ツ
民
法
八
二
三
条
一
項

が
法
益
を
列
挙
し
て
い
る
の
と
同
じ
機
能
を
有
す
る
と
い
う
指
摘
も
あ

（
（6
（

る
（
た
だ
、
ド
イ
ツ
不
法
行
為
法
と
は
異
な
り
、
絶
対
権
と
そ
れ
以

外
の
利
益
を
二
分
す
る
立
場
は
い
ず
れ
に
お
い
て
も
と
ら
れ
て
い
な
い
）。

　

特
徴
的
な
の
は
、
Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
に
お
い
て
、
損
害
に
「
損
失
」
と
「
侵
害
」
の
二
つ
が
含
ま
れ
る
点
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、

問
題
が
多
い
。
第
一
に
、
責
任
設
定
の
問
題
と
賠
償
範
囲
の
問
題
が
混
同
さ
れ
、
理
論
構
造
が
不
明
確
に
な
る
お
そ
れ
が
あ

（
（6
（

る
。
第
二
に
、

第
一
点
と
も
関
連
す
る
が
、「
損
失
」
と
「
侵
害
」
を
同
列
に
並
べ
た
結
果
、
各
則
に
お
い
て
異
な
る
性
質
の
規
定
が
混
在
し
て
し
ま
っ
て

い
る
よ
う
に
思
わ
れ

（
（7
（

る
。
第
三
に
、「
侵
害
そ
れ
自
体
」
の
賠
償
を
独
立
に
認
め
て
い
る
こ
と
に
対
す
る
批
判
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
Ｄ
Ｃ

Ｆ
Ｒ
は
、（
イ
タ
リ
ア
法
と
異
な
り
）
非
財
産
的
損
害
の
賠
償
を
広
く
認
め
て
い
る
た
め
、「
侵
害
そ
れ
自
体
」
の
賠
償
を
そ
れ
と
別
個
に
認

め
る
必
要
は
な
く
、
む
し
ろ
、
こ
れ
を
認
め
る
と
、
非
財
産
的
損
害
に
つ
い
て
二
重
の
賠
償
を
与
え
る
こ
と
に
な
り
か
ね
な

（
（7
（7
（7
（

い
。

⑵　

各
則
の
規
定
、
要
素
の
列
挙
、
法
益
の
序
列

　

規
律
方
法
の
面
で
最
も
大
き
な
違
い
が
見
ら
れ
る
の
は
、
Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
が
「
法
的
に
重
要
な
損
害
」
に
つ
い
て
の
各
則
の
規
定
を
置
い
て
い

る
の
に
対
し
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
Ｌ
に
は
そ
の
よ
う
な
も
の
が
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
の
Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
の
各
則
は
、
法
的
に
重
要
な
損
害
が
明
ら

か
に
認
め
ら
れ
る
（
ま
た
は
認
め
ら
れ
な
い
）
事
実
状
況
を
取
り
出
す
こ
と
で
、
法
適
用
の
準
備
作
業
を
す
る
も
の
だ
と
い
う
こ
と
が
で
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き
（
（7
（

る
。

　

こ
れ
に
対
し
、
Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
に
は
な
い
Ｐ
Ｅ
Ｔ
Ｌ
の
特
徴
と
し
て
は
、
①
Ｐ
Ｅ
Ｔ
Ｌ
で
は
、
二
：
一
〇
二
条
に
お
い
て
、
利
益
の
保
護
領
域

を
判
断
す
る
た
め
の
考
慮
要
素
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
、
②
Ｐ
Ｅ
Ｔ
Ｌ
で
は
、
生
命
・
身
体
か
ら
純
粋
経
済
利
益
ま
で
、
利
益
の
価
値

に
つ
い
て
一
応
の
序
列
が
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

こ
の
う
ち
、
第
一
の
点
に
つ
い
て
は
、
Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
も
、
VI.-

二
：
一
〇
一
条
三
項
に
お
い
て
、
い
く
つ
か
の
考
慮
要
素
を
列
挙
し
て
お
り
、

挙
げ
ら
れ
た
要
素
に
は
共
通
す
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
た
だ
し
、
Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
で
要
素
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
の
は
、
各
則
が
適
用
さ
れ
な
い
場
合

の
受
け
皿
規
定
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
点
に
お
い
て
両
者
が
ま
っ
た
く
同
じ
機
能
を
果
た
す
わ
け
で
は
な
い
。

　

第
二
の
点
に
つ
い
て
は
、
Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
に
お
い
て
も
、
各
則
を
利
益
の
性
質
に
応
じ
て
グ
ル
ー
ピ
ン
グ
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
り
、
そ
こ
で

は
、
身
体
、
財
産
権
、
純
粋
財
産
利
益
と
い
っ
た
区
別
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
身
体
・
健
康
や
財
産
権
の
場
合
は
、
原
則
と

し
て
、
特
段
の
限
定
要
件
を
要
求
す
る
こ
と
な
く
法
的
に
重
要
な
損
害
に
あ
た
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い

（
（7
（

る
の
に
対
し
、
純
粋
経
済
損
失
に

あ
た
る
よ
う
な
場
合
に
つ
い
て
は
、
特
別
の
要
件
が
要
求
さ
れ
て
い

（
（7
（

る
。
し
た
が
っ
て
、
Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
も
、
法
益
の
価
値
に
一
応
の
序
列
が
あ

る
こ
と
を
認
め
、
そ
れ
に
応
じ
て
保
護
の
程
度
に
差
を
設
け
て
い
る
と
い
え
る
で
あ
ろ

（
（7
（

う
。

Ⅲ
．
帰
責
根
拠

　

Ｐ
Ｅ
Ｔ
Ｌ
で
は
、「
責
任
の
根
拠
」
の
編
に
、「
過
失
責
任
」、「
厳
格
責
任
」、「
他
人
の
行
為
に
つ
い
て
の
責
任
」
と
い
う
三
つ
の
章
が
あ

り
、「
過
失
責
任
」
の
章
は
、「
過
失
責
任
の
要
件
」
と
「
過
失
の
証
明
責
任
の
転
換
」
の
二
つ
の
節
に
分
か
れ
て
い
る
。
以
下
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
Ｌ

の
規
定
の
順
に
沿
っ
て
そ
の
規
律
内
容
を
紹
介
し
つ
つ
、
Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
と
の
比
較
を
試
み
た
い
。
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１　

過
失
責
任

⑴　

Ｐ
Ｅ
Ｔ
Ｌ
の
規
律

　

過
失
責
任
に
つ
い
て
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
Ｌ
は
、「
故
意
ま
た
は
過
失
（negligent

）
に
よ
っ
て
、
必
要
と
さ
れ
る
行
為
基
準
に
違
反
し
た
者
は
、

過
失
（fault
）
に
基
づ
く
責
任
を
負
う
」
と
定
め
て
い
る
（
四
：
一
〇
一
条
）。
さ
ら
に
、「
必
要
と
さ
れ
る
行
為
基
準
は
、
当
該
状
況
に
お

け
る
合
理
人
の
行
為
基
準
で
あ
る
」
と
し
た
う
え
で
、
そ
れ
を
判
断
す
る
た
め
に
考
慮
さ
れ
る
べ
き
要
素
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
（
四
：
一
〇

二
条
一
項
）。
そ
こ
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
要
素
は
、
保
護
さ
れ
る
利
益
の
性
質
お
よ
び
価
値
、
活
動
の
危
険
性
、
専
門
的
活
動
に
従
事
す
る

者
に
期
待
さ
れ
る
専
門
性
、
損
害
の
予
見
可
能
性
、
当
事
者
間
に
お
け
る
近
接
関
係
ま
た
は
特
別
の
信
頼
、
予
防
手
段
ま
た
は
代
替
手
段
の

利
用
可
能
性
と
費
用
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
要
素
が
「
特
に
（in particular

）」
考
慮
さ
れ
る
と
い
う
に
す
ぎ
ず
、
こ
れ
以
外
の
要

素
が
考
慮
に
入
れ
ら
れ
る
余
地
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

　

ま
た
、行
為
基
準
の
確
定
に
あ
た
っ
て
、一
定
の
行
為
を
命
令
ま
た
は
禁
止
す
る
規
範
が
考
慮
さ
れ
る
べ
き
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
る
（
三

項
）。
た
だ
し
、そ
の
よ
う
な
規
範
に
違
反
し
た
こ
と
が
直
ち
に
過
失
を
基
礎
づ
け
る
わ
け
で
は
な
い
し
、逆
に
、そ
れ
に
違
反
し
て
い
な
か
っ

た
と
し
て
も
、
そ
れ
だ
け
で
過
失
が
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な

（
（7
（

い
。

　

そ
の
ほ
か
、
異
例
の
事
情
（
年
齢
、
精
神
的
・
身
体
的
障
害
な
ど
）
の
た
め
に
客
観
的
基
準
に
従
う
こ
と
を
行
為
者
に
期
待
で
き
な
い
場

合
は
、
そ
の
基
準
を
修
正
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
（
二
項
）。

⑵　

Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
と
の
比
較

⒜　

故
意
と
過
失
の
区
別

　

Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
は
、
VI.-

三
：
一
〇
一
条
お
よ
び
VI.-

三
：
一
〇
二
条
で
、
故
意
お
よ
び
過
失
を
定
義
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
Ｌ

は
、「
故
意
ま
た
は
過
失
に
よ
っ
て
、
必
要
と
さ
れ
る
行
為
基
準
に
違
反
し
た
」
こ
と
を
要
求
し
、「
必
要
と
さ
れ
る
行
為
基
準
は
、
当
該
状
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況
に
お
け
る
合
理
人
の
基
準
で
あ
る
」
と
す
る
が
、厳
密
に
い
え
ば
、「
故
意
」
ま
た
は
「
過
失
」
そ
れ
自
体
に
つ
い
て
は
定
義
規
定
が
な
い
。

た
だ
、
必
要
と
さ
れ
る
行
為
基
準
の
違
反
が
、
意
図
的
に
行
わ
れ
た
（
故
意
の
場
合
）
か
、
必
要
と
さ
れ
る
注
意
の
懈
怠
に
よ
る
（
過
失
の

場
合
）
か
を
問
わ
な
い
と
さ
れ
る
の
み
で
あ

（
（7
（

る
。
こ
の
点
に
お
い
て
、
故
意
と
過
失
は
い
ず
れ
も
「
必
要
と
さ
れ
る
行
為
基
準
の
違
反
」
の

一
形
態
と
し
て
連
続
的
に
捉
え
ら
れ
て
い
る
。

⒝　

合
理
人
基
準

　

Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
第
Ⅵ
編
と
Ｐ
Ｅ
Ｔ
Ｌ
に
共
通
す
る
の
は
、
過
失
の
意
義
と
し
て
、
い
ず
れ
も
合
理
人
基
準
を
中
心
に
置
い
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
あ
る
（
Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ 

VI.-
三
：
一
〇
二
条
ｂ
号
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
Ｌ
四
：
一
〇
二
条
一
項
）。

　

た
だ
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
Ｌ
が
行
為
基
準
の
設
定
に
あ
た
っ
て
考
慮
さ
れ
る
べ
き
要
素
を
列
挙
し
て
い
る
の
に
対
し
、
Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
第
Ⅵ
編
で
は
そ
の

よ
う
な
要
素
は
挙
げ
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
違
い
は
あ
る
。
こ
の
点
は
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
Ｌ
の
側
か
ら
は
批
判
の
対
象
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
批
判

に
よ
れ
ば
、
Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
の
規
定
は
、
合
理
的
な
注
意
深
さ
が
ど
の
よ
う
に
し
て
確
定
さ
れ
る
の
か
、
ど
の
よ
う
な
事
情
が
重
要
に
な
る
の
か

と
い
っ
た
点
に
つ
い
て
何
も
述
べ
て
お
ら
ず
、
こ
れ
は
「
す
べ
て
の
主
要
な
問
題
を
答
え
ず
に
残
し
て
い
る
に
等
し

（
（7
（

い
」。

　

た
だ
し
、
前
述
の
よ
う
に
、
Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
に
お
い
て
も
、
VI.-

三
：
一
〇
二
条
ｂ
号
に
お
け
る
過
失
の
判
断
は
、
予
防
の
費
用
と
便
益
の
衡

量
を
中
心
と
し
て
、
差
し
迫
っ
た
損
害
の
種
類
と
程
度
、
行
為
者
と
被
害
者
の
間
の
特
別
の
関
係
と
い
っ
た
事
情
が
考
慮
さ
れ
る
べ
き
だ
と

さ
れ
て
い
る
。
そ
う
す
る
と
、
確
か
に
規
定
そ
の
も
の
に
書
か
れ
て
い
る
か
ど
う
か
と
い
う
の
は
重
要
な
相
違
で
あ
る
が
、
想
定
さ
れ
て
い

る
判
断
の
実
質
に
は
共
通
す
る
面
が
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。
し
か
も
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
Ｌ
四
：
一
〇
二
条
に
お
け
る
考
慮
要
素
が
限
定
列
挙
で
は
な

い
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
両
者
の
違
い
は
い
っ
そ
う
相
対
化
さ
れ
る
。

⒞　

行
為
規
範
の
考
慮

　

Ｐ
Ｅ
Ｔ
Ｌ
に
お
い
て
は
、「
必
要
と
さ
れ
る
行
為
基
準
」
を
合
理
人
基
準
に
一
元
化
し
た
う
え
で
、
四
：
一
〇
二
条
三
項
が
、
そ
の
行
為
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基
準
を
確
定
す
る
に
あ
た
っ
て
、
一
定
の
行
為
を
命
令
ま
た
は
禁
止
す
る
規
範
が
考
慮
さ
れ
う
る
こ
と
を
定
め
て
い
る
。

　

こ
れ
に
対
し
、
Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
で
は
、
過
失
の
定
義
と
し
て
、
合
理
人
基
準
の
ほ
か
に
、
被
害
者
を
そ
の
損
害
か
ら
保
護
す
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
法
律
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
一
定
の
注
意
水
準
を
充
た
さ
な
い
行
為
が
、
過
失
と
評
価
さ
れ
る
こ
と
を
定
め
て
い
る
（
VI.-

三
：

一
〇
二
条
ａ
号
）。
こ
の
点
に
お
い
て
、
二
元
的
な
過
失
基
準
を
採
用
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
そ
の
よ
う
な

法
律
の
規
定
を
遵
守
し
て
い
た
こ
と
が
過
失
あ
り
と
の
評
価
を
否
定
す
る
と
は
限
ら
な
い
が
、
逆
に
、
そ
の
違
反
が
あ
れ
ば
、
合
理
人
基
準

に
か
か
わ
ら
ず
過
失
が
基
礎
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な

（
（8
（

る
。

２　

過
失
の
証
明
責
任
の
転
換

⑴　

Ｐ
Ｅ
Ｔ
Ｌ
の
規
律

⒜　

一
般
規
定

　

過
失
の
証
明
責
任
の
転
換
に
関
す
る
一
般
規
定
に
よ
る
と
、
あ
る
活
動
か
ら
生
じ
る
危
険
の
大
き
さ
を
考
慮
し
て
、
過
失
の
証
明
責
任
を

転
換
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
四
：
二
〇
一
条
一
項
）。
そ
し
て
、
こ
の
危
険
の
大
き
さ
は
、
生
じ
う
る
損
害
の
重
大
性
と
損
害
発
生
の
蓋
然

性
に
応
じ
て
決
定
さ
れ
る
（
同
条
二
項
）。

　

こ
こ
で
問
題
に
な
る
危
険
性
は
、「
あ
ら
ゆ
る
人
間
の
活
動
に
内
在
す
る
『
通
常
の
』
リ
ス
ク
と
、厳
格
責
任
の
引
き
金
と
な
る
『
異
常
に
』

高
度
の
リ
ス
ク
の
中
間
に
あ
る
、
中
程
度
の
危
険
性
で
あ
る
」
と
さ
れ
て
い

（
（8
（

る
。

⒝　

事
業
者
の
場
合

　

以
上
の
一
般
規
定
の
ほ
か
、
事
業
活
動
の
瑕
疵
に
由
来
す
る
損
害
に
つ
い
て
の
事
業
者
の
責
任
に
関
し
て
、
一
般
的
に
過
失
の
証
明
責
任

が
転
換
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
経
済
的
ま
た
は
職
業
的
目
的
の
た
め
に
継
続
的
な
事
業
に
従
事
し
、
補
助
者
ま
た
は
技
術
的
設
備
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を
使
用
す
る
者
は
、
事
業
ま
た
は
生
産
活
動
の
瑕
疵
に
よ
っ
て
生
じ
た
損
害
に
つ
い
て
、
必
要
と
さ
れ
る
行
為
基
準
に
従
っ
て
い
た
こ
と
を

自
ら
証
明
し
な
い
限
り
、
責
任
を
負
う
（
四
：
二
〇
二
条
）。

　

こ
こ
で
過
失
の
証
明
責
任
が
転
換
さ
れ
、
責
任
が
厳
格
化
さ
れ
て
い
る
の
は
、
具
体
的
な
瑕
疵
の
存
在
に
よ
り
、
危
険
の
高
度
化
が
基
礎

づ
け
ら
れ
る
と
い
う
点
に
あ
る
。
ま
た
、
利
益
と
危
険
は
同
じ
と
こ
ろ
に
帰
属
す
べ
き
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
事
業
者
に
集
中
す
べ
き
だ
と

い
う
こ
と
も
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
事
業
者
の
責
任
コ
ス
ト
は
、
価
格
を
通
じ
て
買
い
手
に
転
嫁
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
に
よ
っ

て
事
業
者
は
自
ら
の
責
任
リ
ス
ク
を
社
会
化
す
る
こ
と
が
で
き
る（「
リ
ス
ク
共
同
体（Risikogem

einschaft

）」の
考
え
方
）。
そ
の
ほ
か
、

事
業
内
で
生
じ
た
注
意
義
務
違
反
を
被
害
者
が
証
明
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い

（
（8
（

る
。

⑵　

Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
と
の
比
較

　

以
上
の
よ
う
に
、Ｐ
Ｅ
Ｔ
Ｌ
に
お
い
て
は
、危
険
性
の
観
点
か
ら
、か
な
り
広
い
範
囲
で
過
失
の
証
明
責
任
の
転
換
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
推
定
さ
れ
た
過
失
に
基
づ
く
責
任
が
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
の
は
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
Ｌ
に
お
い
て
、
過
失
責
任
と
危
険
責
任
は

厳
格
に
区
別
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
両
者
の
区
別
は
流
動
的
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
の
現
れ
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
危
険
の
大
き

さ
を
理
由
に
、
過
失
の
証
明
責
任
が
不
法
行
為
者
に
転
換
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
通
常
の
過
失
責
任
が
厳
格
化
さ
れ
、
過
失
責
任
と
危
険

責
任
の
中
間
領
域
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ

（
（8
（

る
。

　

他
方
で
、
Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
に
お
い
て
は
、
そ
の
よ
う
な
発
想
が
示
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
過
失
の
証
明
責
任
は
、
子
ど
も
ま
た
は
被

監
督
者
が
生
じ
さ
せ
た
損
害
に
つ
い
て
の
責
任
に
お
い
て
規
定
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
ず
（
VI.-

三
：
一
〇
四
条
）、
推
定
さ
れ
た
過
失
に
基

づ
く
責
任
は
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
Ｌ
ほ
ど
重
要
視
さ
れ
て
い
な

（
（8
（

い
。

３　

厳
格
責
任
（
危
険
責
任
）
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⑴　

Ｐ
Ｅ
Ｔ
Ｌ
の
規
律

　

Ｐ
Ｅ
Ｔ
Ｌ
に
お
い
て
、
厳
格
責
任
の
規
定
は
五
：
一
〇
一
条
に
置
か
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、「
厳
格
責
任
（strict liability

）」
と
い
う

用
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
で
定
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
過
失
に
基
づ
か
な
い
責
任
の
す
べ
て
で
は
な
く
、
危
険
責
任
に
相
当
す
る

も
の
の
み
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
代
位
責
任
は
、
責
任
負
担
者
の
過
失
を
要
件
と
す
る
責
任
で
は
な
い
が
、
こ
こ
に
い
う
厳
格
責
任
に
は

含
ま
れ
な
い
（
こ
れ
に
つ
い
て
は
、「
他
人
の
行
為
に
つ
い
て
の
責
任
」
と
し
て
、
別
途
規
定
さ
れ
て
い

（
（8
（

る
）。

　

同
条
一
項
に
よ
る
と
、「
異
常
に
危
険
な
活
動
を
遂
行
す
る
者
は
、
そ
の
活
動
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
リ
ス
ク
に
固
有
の
も
の
で
あ
り
、

か
つ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
生
じ
た
損
害
に
つ
い
て
、
厳
格
責
任
を
負
う
」。
こ
こ
に
い
う
「
活
動
」
は
、
物
を
保
有
す
る
こ
と
の
み
な
ら
ず
、

人
の
危
険
な
行
為
を
広
く
含

（
（8
（

む
。
そ
の
う
え
で
、
こ
の
「
異
常
な
危
険
」
が
認
め
ら
れ
る
た
め
に
は
、
次
の
二
つ
の
要
件
が
と
も
に
充
た
さ

れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
第
一
に
、
そ
の
活
動
を
遂
行
す
る
際
に
あ
ら
ゆ
る
相
当
な
注
意
が
尽
く
さ
れ
て
も
、
な
お
そ
の
活
動
が
予
見
可

能
か
つ
き
わ
め
て
重
大
な
損
害
リ
ス
ク
を
作
出
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る（
五
：
一
〇
一
条
二
項
ａ
号
）。
こ
の
損
害
リ
ス
ク
は
、

損
害
の
重
大
性
と
蓋
然
性
と
い
う
二
つ
の
要
素
に
照
ら
し
て
評
価
さ
れ
る
（
五
：
一
〇
一
条
三
項
）。
第
二
に
、
そ
の
活
動
が
一
般
的
慣
行

に
あ
た
ら
な
い
こ
と（not a m
atter of com

m
on usage

）が
必
要
で
あ
る（
五
：
一
〇
一
条
二
項
ｂ
号
）。
こ
れ
は
、相
互
性
の
観
点
か
ら
、

社
会
に
お
い
て
多
く
の
者
が
遂
行
し
て
い
る
活
動
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
生
じ
る
リ
ス
ク
も
相
互
に
負
担
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
考

え
方
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
こ
の
要
件
に
よ
っ
て
、
例
え
ば
自
動
車
事
故
の
場
合
は
厳
格
責
任
か
ら
除
外
さ
れ
る
。

　

Ｐ
Ｅ
Ｔ
Ｌ
の
厳
格
責
任
は
、
事
例
類
型
ご
と
に
個
別
的
な
規
定
を
置
く
の
で
は
な
く
、「
異
常
に
危
険
な
活
動
」
に
つ
い
て
の
責
任
を
一

般
的
に
規
定
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
は
一
般
条
項
に
あ
た
る
と
い
う
こ
と
が
で
き

（
（8
（8
（8
（

る
。
こ
こ
で
一
般
条
項
が
採
用
さ
れ
た

の
は
、
危
険
責
任
を
個
別
に
定
め
る
と
、
あ
る
危
険
な
物
や
施
設
に
つ
い
て
危
険
責
任
が
定
め
ら
れ
て
い
る
の
に
、
同
等
の
危
険
性
を
有
す

る
他
の
物
や
施
設
に
つ
い
て
は
定
め
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
事
態
を
招
き
、
規
定
の
欠
缺
や
評
価
矛
盾
が
生
じ
る
か
ら
で
あ

（
（8
（

る
。
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⑵　

Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
と
の
比
較

　

前
述
の
よ
う
に
、
Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
第
Ⅵ
編
は
、
無
過
失
責
任
に
つ
い
て
個
別
的
な
規
定
を
置
く
に
と
ど
ま
り
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
Ｌ
の
よ
う
な
一
般
条
項

を
採
用
し
て
い
な
い
。
こ
れ
は
、
損
害
要
件
に
関
す
る
の
と
同
様
、
Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
が
一
般
条
項
よ
り
も
個
別
的
な
ル
ー
ル
を
指
向
し
て
い
る
こ

と
の
現
れ
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

た
だ
し
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
Ｌ
が
一
般
条
項
を
採
用
し
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
、
実
際
の
適
用
範
囲
が
Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
よ
り
広
い
か
と
い
う
と
、
一
概
に

そ
う
言
い
切
れ
な
い
面
も
あ
る
。
例
え
ば
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
Ｌ
五
：
一
〇
一
条
で
は
、
活
動
が
一
般
的
慣
行
に
あ
た
ら
な
い
こ
と
が
要
件
と
さ
れ
て

い
る
た
め
に
、
自
動
車
事
故
は
厳
格
責
任
か
ら
除
外
さ
れ
る
が
、
Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
で
は
、
自
動
車
の
利
用
に
よ
る
交
通
事
故
の
場
合
に
、
自
動
車

の
保
有
者
に
無
過
失
責
任
を
負
わ
せ
て
い
る
（
VI.-

三
：
二
〇
五
条
）。
こ
の
よ
う
に
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
Ｌ
に
お
け
る
厳
格
責
任
が
比
較
的
限
定
的

な
要
件
を
採
用
し
て
い
る
た
め
に
、
Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
の
無
過
失
責
任
が
Ｐ
Ｅ
Ｔ
Ｌ
の
厳
格
責
任
に
は
含
ま
れ
な
い
類
型
を
適
用
対
象
と
す
る
場
合

が
あ
る
。

　

さ
ら
に
重
要
な
違
い
と
し
て
、
Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
の
危
険
責
任
が
物
や
施
設
と
い
っ
た
有
形
的
な
危
険
源
の
保
有
ま
た
は
管
理
を
根
拠
と
す
る
も

の
で
あ
る
の
に
対
し
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
Ｌ
の
危
険
責
任
は
、
危
険
な
活
動
一
般
を
対
象
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
点
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、「
異
常
に
危
険
」
な
行
為
で
あ
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
と
は
い
え
、
人
の
行
為
一
般
を
危
険
責
任
に
お
け
る
帰
責
の

基
礎
と
す
る
こ
と
に
は
、
疑
問
も
あ
り
う
る
だ
ろ

（
（9
（

う
。

４　

他
人
の
行
為
に
つ
い
て
の
責
任

⑴　

Ｐ
Ｅ
Ｔ
Ｌ
の
規
律

　

Ｐ
Ｅ
Ｔ
Ｌ
で
は
、「
他
人
の
行
為
に
つ
い
て
の
責
任
」
と
し
て
、
未
成
年
者
ま
た
は
精
神
障
害
者
に
つ
い
て
の
責
任
と
、
補
助
者
に
つ
い
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て
の
責
任
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

⒜　

未
成
年
者
ま
た
は
精
神
障
害
者
に
つ
い
て
の
責
任

　

ま
ず
、
未
成
年
者
ま
た
は
精
神
障
害
者
が
損
害
を
生
じ
さ
せ
た
場
合
に
、
そ
れ
ら
の
者
を
監
護
す
べ
き
者
（person in charge

）
は
、

監
督
に
お
い
て
必
要
と
さ
れ
る
行
為
基
準
を
遵
守
し
た
こ
と
を
自
ら
証
明
し
な
い
限
り
、そ
の
損
害
に
つ
い
て
責
任
を
負
う（
六
：
一
〇
一
条
）。

⒝　

補
助
者
に
つ
い
て
の
責
任
─
─
使
用
者
責
任

　

ま
た
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
Ｌ
に
お
い
て
は
、
使
用
者
は
、
自
己
の
補
助
者
が
そ
の
職
務
の
範
囲
内
の
行
為
に
よ
っ
て
生
じ
さ
せ
た
損
害
に
つ
い
て
、

当
該
補
助
者
が
必
要
と
さ
れ
る
行
為
基
準
に
違
反
し
て
い
た
場
合
に
責
任
を
負
う
と
さ
れ
て
い
る
（
六
：
一
〇
二
条
一
項
）。
こ
れ
は
、
自

己
の
領
域
内
に
あ
る
過
誤
に
つ
い
て
責
任
を
負
う
べ
き
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
に
基
づ
く
。
ま
た
、
使
用
者
が
自
己
の
利
益
を
追
求
す
る
中

で
補
助
者
を
利
用
し
て
い
る
こ
と
と
、
使
用
者
が
補
助
者
を
自
己
の
領
域
に
取
り
込
ん
で
い
る
こ
と
も
重
要
だ
と
さ
れ
て
い

（
（9
（

る
。

⑵　

Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
と
の
比
較

　

Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
に
お
い
て
子
ど
も
に
つ
い
て
の
責
任
を
定
め
る
の
は
、
VI.-

三
：
一
〇
四
条
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
一
四
歳
未
満
の
者
が
、

成
年
者
で
あ
れ
ば
故
意
ま
た
は
過
失
と
さ
れ
る
行
為
に
よ
っ
て
損
害
を
生
じ
さ
せ
た
と
き
は
、
そ
の
父
母
ま
た
は
そ
の
監
護
を
法
律
上
義
務

づ
け
ら
れ
た
者
は
、
法
的
に
重
要
な
損
害
の
発
生
に
つ
い
て
責
任
を
負
う
が
、
損
害
を
生
じ
さ
せ
た
者
に
対
す
る
監
督
の
懈
怠
が
な
か
っ
た

こ
と
を
証
明
し
た
と
き
は
責
任
を
免
れ
る
。

　

こ
れ
は
、
監
督
に
つ
い
て
の
過
失
の
証
明
責
任
を
転
換
す
る
点
で
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
Ｌ
六
：
一
〇
一
条
と
共
通
で
あ
る
が
、
両
者
に
は
違
い
も
見

ら
れ

（
（9
（

る
。
第
一
に
、
Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
は
、
子
ど
も
が
一
四
歳
未
満
で
あ
る
こ
と
を
要
件
と
し
、
特
定
の
年
齢
で
明
確
な
線
引
き
を
し
て
い
る
が
、

Ｐ
Ｅ
Ｔ
Ｌ
で
は
特
定
の
年
齢
は
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、
こ
の
点
は
国
内
法
に
よ
る
と
さ
れ
て
い

（
（9
（

る
。
第
二
に
、
Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
で
は
、
一
四
歳
未
満

の
者
が
、
成
年
者
で
あ
れ
ば
故
意
ま
た
は
過
失
と
さ
れ
る
行
為
に
よ
っ
て
損
害
を
生
じ
さ
せ
た
こ
と
が
要
求
さ
れ
て
い
る
が
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
Ｌ
に
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は
そ
の
よ
う
な
要
件
は
な
く
、
単
に
未
成
年
者
が
損
害
を
生
じ
さ
せ
た
こ
と
が
要
求
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

　

精
神
障
害
者
に
つ
い
て
は
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
Ｌ
は
未
成
年
者
と
同
様
に
扱
っ
て
い
る
が
、
Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
に
お
い
て
精
神
障
害
者
の
行
為
に
つ
い
て
責

任
を
負
う
の
は
、
監
督
を
義
務
づ
け
ら
れ
た
施
設
そ
の
他
の
団
体
に
限
ら
れ
、
VI.-

三
：
一
〇
四
条
二
項
に
掲
げ
ら
れ
た
要
件
を
充
た
す
必

要
が
あ
る
。

　

使
用
者
責
任
に
つ
い
て
は
、
Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
に
お
け
る
同
種
の
規
定
は
、
VI.-

三
：
二
〇
一
条
に
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
雇
用
ま
た
は
使
用
さ
れ

て
い
る
者
が
、
雇
用
ま
た
は
使
用
の
過
程
で
、
故
意
も
し
く
は
過
失
に
よ
っ
て
、
ま
た
は
そ
の
他
の
理
由
で
損
害
の
発
生
に
つ
い
て
帰
責
さ

れ
る
場
合
に
、
使
用
者
が
無
過
失
責
任
を
負
う
も
の
と
さ
れ
る
。

　

補
助
者
な
い
し
被
用
者
の
行
為
に
つ
い
て
、
使
用
者
自
身
の
過
失
に
か
か
わ
ら
ず
責
任
を
認
め
る
点
で
は
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
Ｌ
と
Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
は
共

通
の
ル
ー
ル
を
定
め
て
い
る
。
た
だ
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
Ｌ
は
、
補
助
者
が
必
要
と
さ
れ
る
行
為
基
準
違
反
に
違
反
し
た
こ
と
を
要
件
と
す
る
が
、
Ｄ

Ｃ
Ｆ
Ｒ
は
、
被
用
者
に
故
意
・
過
失
が
あ
る
場
合
の
み
な
ら
ず
、
被
用
者
が
そ
の
他
の
理
由
に
よ
り
損
害
の
発
生
に
つ
い
て
帰
責
さ
れ
る
場

合
（
被
用
者
自
身
が
無
過
失
責
任
の
規
定
に
よ
り
帰
責
さ
れ
る
場
合
）
を
も
含
む
点
で
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
Ｌ
と
異
な
る
規
定
ぶ
り
に
な
っ
て
い

（
（9
（

る
。

ま
た
、
体
系
面
で
の
違
い
と
し
て
は
、
Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
で
は
、
使
用
者
責
任
は
無
過
失
責
任
の
一
つ
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
が
、

Ｐ
Ｅ
Ｔ
Ｌ
に
お
い
て
は
、
こ
の
使
用
者
責
任
が
、
基
本
規
範
に
お
い
て
、
主
要
な
帰
責
根
拠
の
一
つ
と
し
て
挙
げ
ら
れ
、
過
失
責
任
・
危
険

責
任
と
並
ぶ
独
立
の
責
任
類
型
と
さ
れ
て
い
る
（
一
：
一
〇
一
条
二
項
ｃ
号
）
点
が
特
徴
的
で
あ
る
。

Ⅳ
．
規
律
方
法

　

最
後
に
、
以
上
の
検
討
を
踏
ま
え
て
、
Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
お
よ
び
Ｐ
Ｅ
Ｔ
Ｌ
の
そ
れ
ぞ
れ
が
採
用
し
て
い
る
規
律
方
法
の
特
徴
を
比
較
の
う
え
整
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理
し
て
お
こ
う
。

１　

Ｐ
Ｅ
Ｔ
Ｌ
に
お
け
る
「
動
的
シ
ス
テ
ム
」

⑴　

動
的
シ
ス
テ
ム
と
は

　

Ｐ
Ｅ
Ｔ
Ｌ
は
、「
動
的
シ
ス
テ
ム（bew

egliches Syste

（
（9
（m

）」を
方
法
論
的
な
モ
デ
ル
と
し
て
い
る
点
に
特
徴
が
あ
る
。「
動
的
シ
ス
テ
ム
」

と
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
ヴ
ィ
ル
ブ
ル
ク
（W

alter W
ilburg

）
に
よ
っ
て
提
唱
さ
れ
た
方
法
で
あ

（
（9
（

る
。
こ
れ
は
、「
一
定
の
法
領
域
に
お

い
て
は
た
ら
き
う
る
諸
『
要
素
』
を
特
定
し
、
そ
れ
ら
の
『
要
素
の
数
と
強
さ
に
応
じ
た
協
働
作
用
』
か
ら
法
規
範
あ
る
い
は
法
律
効
果
を

説
明
な
い
し
正
当
化
す
る
」
と
い
う
基
本
構
想
を
も
っ
た
考
え
方
で
あ
り
、「
諸
要
素
の
協
働
作
用
と
い
う
観
点
か
ら
評
価
の
枠
組
み
を
形

成
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
実
生
活
の
必
要
に
こ
た
え
る
可
能
性
を
開
く
と
と
も
に
、
そ
こ
に
な
お
一
定
の
原
則
性
を
確
保
し
よ
う
と
し

（
（9
（

た
」
も

の
だ
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
Ｌ
の
逐
条
解
説
に
よ
る
と
、「
厳
格
か
つ
固
定
的
な
規
範
が
う
ま
く
機
能
し
な
い
場
合
に
、

一
連
の
考
慮
さ
れ
る
べ
き
重
要
な
要
素
を
挙
げ
る
」
方
法
で
あ
る
と
さ
れ
て
い

（
（9
（

る
。

　

動
的
シ
ス
テ
ム
の
基
本
的
な
考
え
方
は
、
次
の
二
点
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き

（
（9
（

る
。

　

第
一
に
、動
的
シ
ス
テ
ム
は
、個
々
の
法
領
域
で
作
用
す
る
相
互
に
独
立
し
た
基
本
的
な
評
価
と
目
的
の
多
元
性
を
認
め
る
。
す
な
わ
ち
、

個
々
の
法
領
域
は
、
通
常
、
た
だ
一
つ
の
中
心
的
な
基
本
思
想
か
ら
成
り
立
つ
も
の
で
は
な
く
、
複
数
の
基
本
的
評
価
が
、
具
体
的
な
協
働

作
用
の
中
で
考
慮
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
基
本
的
評
価
は
「
要
素
（Elem

ent

）」
と
呼
ば
れ
る
。

　

第
二
に
、
個
々
の
「
要
素
」
は
段
階
化
可
能
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
個
々
の
事
例
に
お
け
る
法
律
効
果
は
、
諸
要
素
の
協
働
作
用
を
通

じ
て
決
定
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
個
々
の
「
要
素
」
は
「
あ
る
か
な
い
か
」
と
い
う
オ
ー
ル
・
オ
ア
・
ナ
ッ
シ
ン
グ
の
構
造
を
持
つ
も
の
で
は

な
く
、「
ど
れ
だ
け
充
足
さ
れ
る
か
」
が
問
題
に
な
る
と
い
う
意
味
で
、
程
度
を
観
念
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
一
定
の
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充
足
度
を
有
す
る
複
数
の
「
要
素
」
が
協
働
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
定
の
法
律
効
果
が
導
か
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
し
て
、
動
的
シ
ス
テ
ム
は
、
法
的
評
価
な
い
し
価
値
判
断
に
一
定
の
方
向
づ
け
を
与
え
、
そ
の
合
理
的
な
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を

目
指
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

⑵　

立
法
の
方
法
と
し
て
の
動
的
シ
ス
テ
ム

　

動
的
シ
ス
テ
ム
は
、
第
一
義
的
に
は
法
解
釈
の
方
法
と
し
て
提
唱
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
立
法
の
方
法
と
し
て
も
意
味
を
持
つ

と
さ
れ
る
。
論
者
に
よ
れ
ば
、
動
的
シ
ス
テ
ム
が
立
法
の
方
法
と
し
て
採
用
さ
れ
る
べ
き
理
由
は
、
以
下
の
点
に
あ

（
（10
（

る
。

　

通
常
、
立
法
の
方
法
と
し
て
は
、
詳
細
で
固
定
的
な
規
範
を
定
め
る
方
法
と
、
具
体
化
を
要
す
る
一
般
的
な
規
範
を
定
め
る
方
法
の
二
つ

が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
い
ず
れ
も
適
切
な
も
の
と
は
い
え
な
い
。
一
方
で
は
、
私
法
の
多
層
性
と
規
律
さ
れ
る
べ
き
事
実
関
係
の
多
様
性

か
ら
、
固
定
的
な
規
範
に
よ
っ
て
は
、
個
々
の
す
べ
て
の
事
例
に
お
い
て
適
切
な
判
断
を
導
く
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
他
方
で
は
、
具
体

化
を
要
す
る
一
般
的
な
規
範
を
定
め
る
だ
け
で
は
、
立
法
者
は
評
価
の
方
向
づ
け
と
い
う
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
に
は
な
ら
ず
、
法
適
用
の

予
測
可
能
性
が
害
さ
れ
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
固
定
的
な
規
律
を
避
け
る
と
と
も
に
、
具
体
化
を
要
す
る
一
般
条
項
を
定
め
る
だ
け
に
と
ど
め
な
い
と
い
う
、
対
立
す
る

要
請
が
可
能
な
限
り
と
も
に
充
た
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
動
的
シ
ス
テ
ム
は
そ
の
た
め
に
適
し
た
方
法
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
動
的
シ
ス

テ
ム
に
よ
れ
ば
、
裁
判
官
の
考
慮
す
べ
き
基
準
と
な
る
フ
ァ
ク
タ
ー
を
挙
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
大
幅
な
具
体
化
が
達
成
さ
れ
、
裁
判
官
の

裁
量
が
制
約
さ
れ
て
そ
の
判
断
が
予
測
可
能
な
も
の
に
な
る
と
と
も
に
、
多
様
な
生
活
事
実
の
考
慮
を
方
向
づ
け
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
の

で
あ
る
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
、
動
的
シ
ス
テ
ム
は
、
一
般
条
項
と
固
定
的
ル
ー
ル
の
「
中
間
の
道
」
を
開
く
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が

で
き
る
。

⑶　

Ｐ
Ｅ
Ｔ
Ｌ
に
お
け
る
動
的
シ
ス
テ
ム
の
現
れ
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そ
れ
で
は
、以
上
の
よ
う
な
動
的
シ
ス
テ
ム
の
考
え
方
は
、Ｐ
Ｅ
Ｔ
Ｌ
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
形
で
現
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
、

次
の
二
点
に
見
出
す
こ
と
が
で
き

（
（10
（

る
。

　

第
一
に
、
個
別
の
要
件
の
判
断
に
あ
た
っ
て
考
慮
さ
れ
る
べ
き
要
素
を
挙
げ
、
そ
れ
ら
の
協
働
作
用
を
通
じ
て
判
断
を
お
こ
な
っ
て
い
る

点
で
あ
る
。
例
え
ば
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
Ｌ
二
：
一
〇
二
条
で
は
、
利
益
の
保
護
領
域
を
判
断
す
る
に
あ
た
っ
て
、
利
益
の

性
質
（
利
益
の
価
値
、範
囲
の
明
確
性
、公
知
性
）、責
任
の
性
質
、行
為
者
の
利
益
、公
共
の
利
益
と
い
う
考
慮
要
素
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
利
益
の
保
護
領
域
は
、
こ
れ
ら
の
要
素
の
協
働
作
用
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
こ
こ
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
要
素
が
ど
の

程
度
充
足
さ
れ
、
そ
の
充
足
度
の
総
計
が
ど
の
程
度
か
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
利
益
の
保
護
領
域
が
決
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

第
二
に
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
Ｌ
に
お
い
て
、
複
数
の
原
理
が
協
働
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
責
任
法
の
体
系
が
構
成
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
、
有
責
性
原

（
（10
（

理
と
危
険
性
原
理
の
二
つ
を
軸
に
、
一
方
の
極
に
あ
る
の
が
Ｐ
Ｅ
Ｔ
Ｌ
一
：
一
〇
一
条
一
項
ａ
号
の
過
失
責
任
、
も
う
一
方

の
極
に
あ
る
の
が
同
ｂ
号
の
危
険
責
任
で
、そ
の
中
間
に
あ
る
の
が
過
失
の
証
明
責
任
の
転
換（
あ
く
ま
で
有
責
性
原
理
を
基
礎
に
置
く
が
、

危
険
の
大
き
さ
を
考
慮
し
て
過
失
の
証
明
責
任
を
転
換
し
て
い
る
点
で
、
危
険
性
原
理
が
協
働
し
て
い
る
）
と
い
う
こ
と
が
で
き

（
（10
（

る
。
こ
の

よ
う
に
、
あ
る
法
領
域
に
お
い
て
妥
当
す
る
複
数
の
異
な
る
原
理
か
ら
法
体
系
が
構
成
さ
れ
、
そ
れ
ら
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
強
さ
を
持
っ
て

協
働
作
用
す
る
と
い
う
の
が
、
動
的
シ
ス
テ
ム
の
根
本
に
あ
る
考
え
方
で
あ
る
（「
原
理
の
内
的
体
系
」
と
し
て
の
動
的
シ
ス
テ

（
（10
（

ム
）。

２　

Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
に
お
け
る
個
別
ル
ー
ル
重
視
の
体
系

⑴　

Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
と
動
的
シ
ス
テ
ム
？

　

他
方
で
、
Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
は
、
少
な
く
と
も
明
示
的
に
は
こ
の
よ
う
な
構
想
を
打
ち
出
し
て
い
な
い
。

　

確
か
に
、
Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
に
お
い
て
も
、
要
素
を
列
挙
す
る
方
法
が
と
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
あ
る
。
例
え
ば
、
VI.-

二
：
一
〇
一
条
三
項
は
、
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「
法
的
に
重
要
な
損
害
」
に
関
連
し
て
、「
公
平
か
つ
合
理
的
」
か
ど
う
か
の
判
断
に
あ
た
っ
て
考
慮
さ
れ
る
べ
き
要
素
を
列
挙
し
て
い
る
。

し
か
も
、
列
挙
さ
れ
た
要
素
を
見
る
と
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
Ｌ
二
：
一
〇
二
条
に
挙
げ
ら
れ
た
も
の
と
共
通
性
が
見
ら
れ
る
点
も
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
の
方
法
に
動
的
シ
ス
テ
ム
と
の
共
通
性
が
ま
っ
た
く
な
い
わ
け
で
は
な

（
（10
（

い
。

　

し
か
し
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
Ｌ
と
異
な
る
の
は
、
Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ 

VI.-

二
：
一
〇
一
条
三
項
は
、
VI.-

二
：
二
〇
一
条
以
下
の
各
則
規
定
が
適
用
さ
れ

な
い
場
合
の
受
け
皿
と
し
て
用
意
さ
れ
て
い
る
も
の
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
は
、
諸
要
素
の
協
働
作

用
に
よ
り
評
価
の
方
向
づ
け
を
行
う
と
い
う
動
的
シ
ス
テ
ム
の
構
想
を
基
礎
に
置
く
も
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
に
お
い
て
は
、

利
益
の
種
類
や
事
例
類
型
ご
と
に
個
別
的
な
ル
ー
ル
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
法
的
安
定
性
を
確
保
す
る
こ
と
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
と

い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
Ｌ
が
厳
格
責
任
の
一
般
条
項
を
採
用
し
て
い
る
の
に
対
し
、
Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
の
無
過
失
責
任
の
規
定
に
お
い
て
は
、
事
例
類
型

ご
と
の
個
別
ル
ー
ル
が
採
用
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
点
で
も
、
Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
は
個
別
ル
ー
ル
を
定
め
る
こ
と
に
重
点
を
置
い
て
い
る
と
い
う
こ
と

が
で
き
る
。

⑵　

問
題
点

　

こ
の
よ
う
な
Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
の
規
律
方
法
に
よ
れ
ば
、
法
的
安
定
性
と
柔
軟
性
と
い
う
二
つ
の
要
請
を
と
も
に
実
現
で
き
る
可
能
性
も
あ
る
。

つ
ま
り
、一
方
で
は
、各
則
の
規
定
で
事
例
類
型
ご
と
に
要
件
が
記
述
さ
れ
て
い
る
た
め
、法
的
安
定
性
が
確
保
さ
れ
や
す
い
。
他
方
で
は
、

受
け
皿
規
定
に
よ
っ
て
、
必
要
な
場
合
に
保
護
を
拡
張
で
き
る
と
い
う
点
で
、
柔
軟
性
も
あ
る
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
各
則

規
定
と
受
け
皿
規
定
を
組
み
合
わ
せ
る
と
い
う
方
法
に
は
、
一
定
の
合
理
性
が
あ
る
よ
う
に
も
見
え

（
（10
（

る
。

　

し
か
し
、
問
題
は
、
Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
の
規
定
が
、
法
的
安
定
性
と
柔
軟
性
を
両
立
さ
せ
る
と
い
う
目
的
を
本
当
に
達
成
で
き
て
い
る
か
ど
う
か

で
あ
る
。
つ
ま
り
、
各
則
と
受
け
皿
規
定
を
組
み
合
わ
せ
る
と
い
っ
て
も
、
そ
の
具
体
化
の
仕
方
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
具
体
化
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の
方
法
が
適
切
か
ど
う
か
が
問
題
に
な
る
。
こ
こ
で
批
判
さ
れ
う
る
の
は
、
受
け
皿
規
定
が
存
在
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
各
則
の
存
在
意
義

が
希
薄
化
し
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
個
別
の
各
則
規
定
に
該
当
し
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
さ
ら
に
受
け

皿
規
定
の
適
用
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
最
終
的
に
決
め
手
に
な
る
の
は
、
受
け
皿
規
定
が
適
用
さ
れ
る
か
ど
う
か
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、

各
則
規
定
の
解
釈
・
適
用
を
真
剣
に
検
討
す
る
こ
と
な
く
、
受
け
皿
規
定
の
適
用
が
問
題
に
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
。
そ
の
結
果
、
各
則
規

定
の
解
釈
を
真
剣
に
考
え
る
こ
と
に
は
あ
ま
り
意
味
が
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問
さ
え
出
て
き
か
ね
な

（
（10
（

い
。

　

さ
ら
に
、
ど
の
よ
う
な
場
合
に
受
け
皿
規
定
が
出
て
く
る
か
が
不
明
確
だ
と
い
う
批
判
も
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
固
定
的
構
成
要
件
を
基
礎

と
し
つ
つ
、
そ
れ
を
一
般
条
項
に
よ
り
補
完
す
る
と
い
う
方
法
に
よ
っ
て
も
、
ど
の
よ
う
な
場
合
に
固
定
的
構
成
要
件
に
よ
り
判
断
さ
れ
、

ど
の
よ
う
な
場
合
に
一
般
条
項
に
よ
り
判
断
さ
れ
る
か
が
予
測
で
き
な
い
た
め
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
法
的
安
定
性
が
実
現
さ
れ
る
こ
と
は

な
（
（10
（

い
と
い
う
の
で
あ
る
。

３　

小
括

　

以
上
の
よ
う
に
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
Ｌ
が
動
的
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
評
価
の
方
向
づ
け
を
図
る
と
い
う
方
法
を
中
心
に
据
え
て
い
る
の
に
対
し
、
Ｄ
Ｃ

Ｆ
Ｒ
は
、
個
別
的
な
ル
ー
ル
を
重
視
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

確
か
に
、
不
法
行
為
法
に
お
い
て
は
、
非
常
に
多
種
多
様
な
事
案
が
問
題
に
な
る
こ
と
か
ら
、
動
的
シ
ス
テ
ム
に
依
拠
し
た
立
法
が
特
に

そ
の
有
用
性
を
発
揮
し
う
る
領
域
だ
と
い
う
こ
と
は
で
き
そ
う
で
あ
る
。
た
だ
、
仮
に
そ
う
だ
と
し
て
も
、
法
的
評
価
の
方
向
づ
け
は
、
判

例
・
学
説
に
委
ね
ら
れ
た
任
務
で
あ
る
と
い
う
こ
と
も
で
き
、
必
ず
し
も
動
的
シ
ス
テ
ム
を
立
法
の
方
法
と
し
て
採
用
す
べ
き
だ
と
い
う
こ

と
と
は
直
結
し
な
い
。
こ
こ
で
は
、
立
法
に
お
い
て
ど
こ
ま
で
の
こ
と
が
で
き
る
の
か
が
問
わ
れ
て
い
る
と
い
え

（
（10
（

る
。
現
に
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
Ｌ
の

動
的
シ
ス
テ
ム
は
不
法
行
為
法
に
お
け
る
法
律
問
題
を
分
析
す
る
た
め
の
道
具
と
し
て
は
有
用
で
あ
る
と
認
め
つ
つ
、
立
法
と
し
て
採
用
す
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る
の
に
適
し
て
い
る
の
は
、
や
は
り
Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
の
具
体
的
な
ル
ー
ル
で
あ
る
と
い
う
指
摘
も
あ

（
（11
（

る
。

　

他
方
で
、
Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
の
採
用
し
て
い
る
方
法
に
つ
い
て
も
、
前
述
の
よ
う
な
批
判
は
あ
る
。
た
だ
、
こ
れ
は
見
方
を
変
え
れ
ば
、
各
則
規

定
に
定
め
ら
れ
た
限
度
に
お
い
て
は
保
護
が
認
め
ら
れ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
保
護
の
最
小
限
度
が
画
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
か
ら
、

こ
の
点
に
積
極
的
な
意
義
を
認
め
る
こ
と
も
で
き
る
。
ま
た
、
各
則
に
お
け
る
そ
れ
ぞ
れ
の
規
定
が
想
定
す
る
の
と
同
種
の
事
案
で
、
当
該

の
規
定
に
定
め
ら
れ
た
要
件
を
充
た
さ
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
受
け
皿
規
定
に
よ
り
責
任
を
認
め
る
の
は
困
難
で
あ
ろ
う
し
、
そ
う

で
な
い
事
案
で
も
、
個
別
の
規
定
で
認
め
ら
れ
て
い
な
い
保
護
を
認
め
よ
う
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
相
応
の
理
由
が
必
要
に
な
る
と
考

え
る
の
が
自
然
で
あ
る
。
そ
う
だ
と
す
る
と
、
そ
の
限
り
で
受
け
皿
規
定
の
解
釈
が
方
向
づ
け
ら
れ
、
予
測
可
能
性
が
確
保
さ
れ
や
す
い
と

い
う
利
点
が
認
め
ら
れ
る
。

　

付
言
す
る
と
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
Ｌ
が
動
的
シ
ス
テ
ム
を
中
心
に
据
え
、
Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
が
個
別
ル
ー
ル
を
重
視
し
て
い
る
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
は
い
ず

れ
も
「
保
護
さ
れ
る
利
益
」
な
い
し
「
法
的
に
重
要
な
損
害
」
や
、「
必
要
と
さ
れ
る
行
為
基
準
」
と
い
っ
た
個
別
の
要
件
の
判
断
に
お
け

る
も
の
で
あ
っ
て
、
不
法
行
為
の
成
立
要
件
を
す
べ
て
定
め
た
独
立
の
規
定
と
し
て
の
も
の
で
は
な
い
と
い
う
点
に
は
、
留
意
が
必
要
で

あ
（
（11
（

る
。

第
四
章　

結
び
に
代
え
て

　

最
後
に
、
以
上
の
検
討
の
ま
と
め
も
兼
ね
て
、
こ
れ
ら
の
議
論
が
日
本
法
と
の
関
係
で
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
ち
う
る
か
と
い
う
点
に
言

及
し
て
、
本
稿
の
結
び
に
代
え
る
こ
と
と
し
た
い
。

　

本
稿
で
は
、
Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
第
Ⅵ
編
の
規
定
内
容
に
つ
い
て
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
Ｌ
と
比
較
し
つ
つ
検
討
を
お
こ
な
っ
て
き
た
。
し
か
し
、
Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
や
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Ｐ
Ｅ
Ｔ
Ｌ
は
、
そ
れ
自
体
膨
大
な
比
較
法
的
検
討
の
所
産
で
あ
る
と
こ
ろ
、
本
稿
で
参
照
し
た
の
が
主
と
し
て
ド
イ
ツ
に
お
け
る
議
論
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
分
析
に
一
定
の
偏
り
が
生
じ
て
い
る
可
能
性
は
否
定
で
き
な

（
（11
（

い
。
ま
た
、
Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
と
Ｐ
Ｅ
Ｔ
Ｌ
の
比
較
に
つ
い
て
は
、
規

律
方
法
の
異
同
に
重
点
を
置
い
た
た
め
、
個
別
の
規
定
内
容
に
つ
い
て
は
表
層
的
な
比
較
に
と
ど
ま
っ
た
部
分
も
少
な
く
な
い
。
さ
ら
に
、

Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
お
よ
び
Ｐ
Ｅ
Ｔ
Ｌ
の
規
律
に
対
す
る
批
判
が
少
な
く
な
い
こ
と
も
考
え
合
わ
せ
る
と
、
本
稿
で
お
こ
な
っ
た
Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
お
よ
び
Ｐ

Ｅ
Ｔ
Ｌ
の
検
討
か
ら
、
直
ち
に
個
別
具
体
的
な
提
言
を
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
以
上
の
検
討
か
ら
、
わ
が
国
の
不
法
行
為
法
の
改
正
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
態
度
決
定
が
必
要
と
さ
れ
る
基
本
的
な
問

題
に
つ
い
て
、
一
定
の
手
が
か
り
を
見
出
せ
る
点
も
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
次
の
二
点
の
み
に
触
れ
て
お
く
。

Ⅰ
．
不
法
行
為
法
の
基
本
規
定
の
あ
り
方

　

第
一
に
、
不
法
行
為
法
の
基
本
規
定
と
し
て
、
一
般
条
項
的
な
規
定
を
中
心
と
す
る
か
、
個
別
的
な
ル
ー
ル
を
用
意
す
る
か
と
い
う
問
題

が
あ
る
。

　

わ
が
国
の
民
法
七
〇
九
条
は
、「
比
較
法
的
に
も
稀
な
一
般
条

（
（11
（

項
」
と
評
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
時
代
の
要
請
に
柔
軟
に
対

応
で
き
る
規
定
と
し
て
、
基
本
的
に
は
高
く
評
価
さ
れ
て
き
た
と
思
わ
れ

（
（11
（

る
。
た
だ
他
方
で
、
個
別
的
な
ル
ー
ル
に
は
、
直
観
的
に
分
か
り

や
す
く
、
法
適
用
者
に
と
っ
て
も
扱
い
や
す
い
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ

（
（11
（

る
。

　

た
だ
、
不
法
行
為
法
に
お
い
て
個
別
ル
ー
ル
を
規
定
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
次
の
よ
う
な
困
難
を
伴
う
お
そ
れ
が
あ
る
。
不
法
行
為
と
し

て
問
題
に
な
る
事
例
類
型
に
は
非
常
に
多
種
多
様
な
も
の
が
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
何
を
明
文
規
定
と
し
て
取
り
上
げ
る
か
と
い
う
取
捨

選
択
は
必
ず
し
も
容
易
で
な
い
。
ま
た
、
明
文
規
定
を
で
き
る
だ
け
多
く
定
め
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
か
え
っ
て
法
典
の
見
通
し
が
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悪
く
な
る
お
そ
れ
も
あ

（
（11
（

る
。
さ
ら
に
、
判
例
・
学
説
に
お
い
て
方
向
性
の
定
ま
っ
て
い
な
い
問
題
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
に
し
て
も
明
文
で

規
定
す
る
の
は
時
期
尚
早
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
そ
う
す
る
と
、
一
般
条
項
を
前
提
と
し
て
、
個
別
ル
ー
ル
の
形
成
は
そ
の
解
釈
・

適
用
と
い
う
こ
と
で
判
例
・
学
説
に
委
ね
る
と
い
う
─
─
ま
さ
に
今
行
わ
れ
て
い
る
─
─
方
法
で
満
足
す
べ
き
だ
と
い
う
立
場
も
十
分
あ
り

う
（
（11
（

る
。

　

他
方
で
、個
別
ル
ー
ル
を
明
文
化
す
る
こ
と
は
、法
的
安
定
性
の
確
保
に
役
立
ち
、法
適
用
が
簡
明
に
な
り
う
る
と
い
う
利
点
を
有
す
る
。

ま
た
、
現
在
進
行
中
の
債
権
法
改
正
に
お
い
て
は
、
国
民
に
分
か
り
や
す
い
民
法
の
実
現
の
た
め
、
確
立
し
た
判
例
法
理
を
明
文
化
す
べ
き

だ
と
い
う
こ
と
が
よ
く
言
わ
れ

（
（11
（

る
が
、
こ
の
こ
と
は
不
法
行
為
法
に
つ
い
て
も
あ
て
は
ま
る
。
む
し
ろ
、「
不
法
行
為
に
関
し
て
は
膨
大
な

判
決
例
の
蓄
積
が
あ
る
が
、
こ
れ
に
関
す
る
民
法
の
規
定
は
僅
か
十
数
箇
条
に
す
ぎ
ず
、
し
た
が
っ
て
判
決
例
ま
た
は
判
例
に
よ
っ
て
創
造

さ
れ
た
準
則
が
民
法
の
規
定
と
等
し
い
ほ
ど
の
重
要
な
地
位
を
占
め
る
に
至
っ
て
い

（
（11
（

る
」
と
い
う
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
不
法
行
為
法
に
お
い

て
は
判
例
法
理
の
明
文
化
が
い
っ
そ
う
重
要
な
課
題
に
な
る
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

こ
れ
に
対
し
、
あ
く
ま
で
一
般
条
項
を
中
心
に
置
い
た
う
え
で
、
そ
こ
に
お
い
て
考
慮
さ
れ
る
べ
き
要
素
を
挙
げ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
評
価

の
方
向
づ
け
を
図
る
と
い
う
方
法
も
あ
り
う
る
（
こ
れ
を
動
的
シ
ス
テ
ム
と
呼
ぶ
か
ど
う
か
は
二
次
的
な
問
題
で
あ
る
）。
現
に
、
借
地
借

家
法
に
お
け
る
更
新
拒
絶
の
正
当
事
由
判
断
（
同
法
六
条
・
二
八
条
）
の
よ
う
に
、
現
行
法
に
そ
の
よ
う
な
例
も
あ
る
。
た
だ
、
不
法
行
為

法
の
場
合
、
問
題
に
な
る
事
例
類
型
の
多
様
性
か
ら
、
あ
ま
り
抽
象
度
の
高
い
要
素
を
列
挙
し
て
も
、
実
際
に
は
う
ま
く
機
能
し
な
い
お
そ

れ
が
あ
る
。
こ
の
意
味
で
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
Ｌ
で
採
用
さ
れ
て
い
る
規
律
方
法
が
望
ま
し
い
も
の
か
ど
う
か
は
、
疑
問
の
余
地
が
あ
る
。
逆
に
、
あ

る
程
度
適
用
範
囲
の
限
定
さ
れ
た
規
定
の
中
で
、
そ
こ
に
お
い
て
考
慮
さ
れ
る
要
素
を
挙
げ
る
と
い
う
方
法
な
ら
ば
、
検
討
に
値
す
る
で
あ

ろ
（
（12
（

う
。

　

さ
ら
に
、一
般
条
項
と
個
別
ル
ー
ル
を
一
定
の
形
で
組
み
合
わ
せ
る
方
法
も
あ
り
う
る
。
そ
の
際
の
方
向
性
と
し
て
は
、Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
が
「
法
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的
に
重
要
な
損
害
」
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
た
よ
う
に
、
ま
ず
個
別
ル
ー
ル
を
置
い
て
、
そ
れ
を
一
般
的
な
受
け
皿
規
定
に
よ
っ
て
補
完
す

る
と
い
う
方

（
（12
（

法
と
、
逆
に
、
一
般
条
項
を
基
本
に
据
え
て
、
そ
れ
を
個
別
ル
ー
ル
に
よ
っ
て
具
体
化
し
て
い
く
と
い
う
方

（
（12
（

法
の
二
つ
が
考
え

ら
れ
る
。
一
概
に
ど
ち
ら
が
よ
い
と
は
言
え
な
い
が
、
日
本
の
現
行
法
を
ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
と
し
て
考
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
一
般
条
項
を
基
礎

と
し
つ
つ
、
そ
れ
を
具
体
化
す
る
た
め
の
個
別
ル
ー
ル
を
置
く
と
い
う
後
者
の
方
向
性
の
ほ
う
が
受
け
入
れ
ら
れ
や
す
い
で
あ
ろ

（
（12
（

う
。

Ⅱ
．
責
任
の
厳
格
化

　

第
二
に
、
責
任
の
厳
格
化
を
ど
の
よ
う
に
し
て
図
る
か
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
現
代
に
お
い
て
は
、
純
粋
な
過
失
責
任
だ
け
で
は
適
切
な

解
決
が
図
れ
な
い
場
合
が
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
場
合
に
責
任
の
厳
格
化
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
認
識
は
、
広
く
共
有
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
て

よ
い
。
そ
の
際
の
厳
格
化
の
方
法
と
し
て
は
、
無
過
失
責
任
の
規
定
を
設
け
る
方
法
と
、
過
失
責
任
の
枠
内
で
、
過
失
の
証
明
責
任
を
転
換

す
る
方
法
（
中
間
責
任
）
が
あ
り
う

（
（12
（

る
。

　

と
り
わ
け
、
無
過
失
責
任
に
つ
い
て
は
、
危
険
責
任
の
一
般
条
項
を
採
用
す
べ
き
か
ど
う
か
が
議
論
さ
れ
て
い
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
Ｐ

Ｅ
Ｔ
Ｌ
は
、「
異
常
に
危
険
な
活
動
」
に
つ
い
て
、
厳
格
責
任
の
一
般
条
項
を
定
め
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
は
、
事
例
類
型
ご

と
の
個
別
ル
ー
ル
を
置
い
て
い
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
法
的
安
定
性
や
予
測
可
能
性
を
重
視
す
れ
ば
、
個
別
的
な
ル
ー
ル
を
置
く
べ
き

だ
と
い
う
方
向
に
傾
く
で
あ
ろ

（
（12
（

う
。
も
と
よ
り
、
個
別
ル
ー
ル
の
形
で
必
要
な
準
則
を
整
備
で
き
る
か
ど
う
か
は
問
題
で
あ
る
が
、
Ｄ
Ｃ
Ｆ

Ｒ
の
無
過
失
責
任
に
関
す
る
限
り
、
納
得
の
い
か
な
い
点
は
あ
る
に
せ
よ
、
重
要
な
事
例
群
を
カ
バ
ー
し
て
い
る
点
で
は
承
認
で
き
る
と
い

う
指
摘
も
あ

（
（12
（

る
。

　

他
方
で
、
具
体
的
な
危
険
源
ご
と
に
規
定
を
置
く
Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
と
は
異
な
り
、
よ
り
抽
象
度
の
高
い
類
型
化
を
図
る
可
能
性
も
あ
る
。
そ
の
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（
１
）
以
下
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、松
岡
久
和「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
民
法
典
構
想
の
現
在
」川
角
由
和
ほ
か
編『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
私
法
の
現
在
と
日
本
法
の
課
題
』

（
日
本
評
論
社
、
二
〇
一
一
年
〔
初
出
二
〇
一
〇
年
〕）
三
二
六
頁
以
下
も
参
照
。

（
２
）Christian von Bar/ Eric Clive/ H

ans Schulte-N
ölke (eds.), Principles, D

efinitions and M
odel Rules of European Private 

Law
－

D
raft Com

m
on Fram

e of Reference (D
CFR) O

utline Edition (2009). 

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
委
員
会
の
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
で
閲
覧
可
能
で
あ
る
。（http://ec.europa.eu/justice/policies/civil/docs/D

CFR_outline_edition_en.pdf

）。

（
３
）Christian von Bar/ Eric Clive (eds.), Principles, D

efinitions and M
odel Rules of European Private Law

－
D
raft Com

m
on 

よ
う
な
類
型
化
の
視
点
と
し
て
は
、
例
え
ば
、
①
保
護
法
益
の
重
要
性
（
生
命
・
身
体
の
場
合
）、
②
活
動
の
性
質
（
危
険
な
活
動
の
場
合
）、

③
責
任
主
体
（
事
業
者
が
責
任
を
負
う
場
合
）
と
い
っ
た
も
の
が
考
え
ら
れ

（
（12
（

る
。
こ
の
よ
う
な
方
法
を
と
る
場
合
に
は
、
こ
れ
ら
の
視
点
を

組
み
合
わ
せ
な
が
ら
、
ど
の
よ
う
な
場
合
に
ど
の
よ
う
な
根
拠
か
ら
責
任
の
厳
格
化
が
正
当
化
さ
れ
る
の
か
を
考
慮
し
て
、
ル
ー
ル
の
定
式

化
を
試
み
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ

（
（12
（

う
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
第
Ⅵ
編
や
Ｐ
Ｅ
Ｔ
Ｌ
に
お
い
て
提
案
さ
れ
て
い
る
制
度
・
準
則
は
、
手
放
し
で
賛
成
で
き
る
も
の
で
は
な
い

と
し
て
も
、そ
こ
に
は
、不
法
行
為
制
度
の
構
想
に
あ
た
っ
て
態
度
決
定
が
必
要
と
な
る
重
要
な
論
点
が
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
に
批
判
的
な
考
察
を
加
え
る
こ
と
は
、
不
法
行
為
法
の
あ
り
方
を
多
角
的
に
検
討
す
る
に
あ
た
っ
て
有
用
で
あ
り
、

将
来
に
お
け
る
不
法
行
為
法
の
改
正
作
業
に
と
っ
て
も
重
要
な
参
考
資
料
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
、本
稿
で
示
し
た
内
容
が
、ヨ
ー

ロ
ッ
パ
不
法
行
為
法
の
現
況
を
理
解
す
る
一
助
と
な
る
だ
け
で
な
く
、
わ
が
国
に
お
け
る
不
法
行
為
法
の
改
革
に
と
っ
て
の
基
礎
資
料
と
な

れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
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Fram
e of Reference (D

CFR) Full Edition (2009)（
契
約
外
責
任
の
部
分
は
第
四
巻
所
収
。以
下
で
はFull Edition

と
し
て
引
用
）．な
お
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
委
員
会
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
、
こ
れ
と
ほ
ぼ
同
内
容
の
資
料
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
（http://ec.europa.eu/justice/contract/

background/index_en.htm

の
、“D

raft Com
m
on Fram

e of Reference”

と
い
う
小
見
出
し
の
つ
い
た
部
分
に
リ
ン
ク
が
あ
る
）。

（
４
）
Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
第
Ⅵ
編
に
つ
い
て
言
及
し
た
論
稿
と
し
て
は
、
以
下
の
も
の
が
あ
る
（
な
お
、
筆
者
の
研
究
領
域
と
の
関
連
で
、
本
稿
で

参
照
さ
れ
る
の
が
主
と
し
て
ド
イ
ツ
に
お
け
る
議
論
で
あ
る
こ
と
を
、
あ
ら
か
じ
め
お
断
り
し
て
お
き
た
い
）。H

orst Eidenm
üller/ 

Florian Faust/ H
ans Christoph Grigoleit/ N

ils Jansen/ Gerhard W
agner/Reinhard Zim

m
erm

ann, D
er Gem

einsam
e 

R
eferenzrahm

en für das E
uropäische Privatrecht－

W
ertungsfragen und K

odifikationsproblem
e, JZ 2008, 529; 

Gerhard W
agner, D

eliktsrecht, in: Schulze/v. Bar/Schulte-N
ölke, D

er akadem
ische Entw

urf für einen Gem
einsam

en 
Referenzrahm

en (2008) S.161

（
以
下
で
はD

eliktsrecht

と
し
て
引
用
）; ders., T

he Law
 of T

orts in the D
CFR, in: W

agner (ed.), 
T
he Com

m
on Fram

e of Reference: A
 V

iew
 from

 Law
 &

 Econom
ics (2009) S.225

（
以
下
で
はLaw

 of T
orts

と
し
て
引
用
）; 

Gert Brüggem
eier, Gem

einsam
er Referenzrahm

en (Entw
urf), Buch V

I: „A
ußervertragliche H

aftung für die Schädigung 
anderer“－

eine kritische Stellungnahm
e, FS D

eutsch (2009) S.749; H
elm

ut K
oziol, A

ußervertragliche Schuldverhältnisse 
im

 CFR, in: M
artin Schm

idt-K
essel (H

rsg.), D
er Gem

einsam
e Referenzrahm

en－
Entstehung, Inhalte, A

nw
endung (2009) 

S.93

（
以
下
で
はCFR

と
し
て
引
用
）; Bernhard A

. K
och, D

ie österreichische Schadenersatzreform
 im

 europäischen K
ontext

－
N
ationale und internationale Entw

ürfe im
 V

ergleich, FS K
oziol (2010) S.721.

　
　
　

な
お
、
ア
キ
・
グ
ル
ー
プ
の
作
業
が
契
約
法
に
限
ら
れ
て
い
た
た
め
、
Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
第
Ⅵ
編
は
、
ス
タ
デ
ィ
ー
・
グ
ル
ー
プ
の
草
案
（
Ｐ

Ｅ
Ｌ
）
の
契
約
外
責
任
の
部
分
（PEL Liab. D

am
.

と
略
称
さ
れ
る
）
と
同
じ
内
容
に
な
っ
て
い
る
。PEL Liab. D

am
.

に
言
及
す
る
も

の
と
し
て
、Christian von Bar, K

onturen des D
eliktsrechtskonzeptes der Study Group on a European Civil Code－

Ein 
W

erkstattbericht, ZEuP 2001, 515; 

ク
リ
ス
チ
ァ
ン
・
フ
ォ
ン
・
バ
ー
ル
（
角
田
光
隆
訳
）「
契
約
外
損
害
賠
償
責
任
に
関
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
基
本
原
則
へ
の
道
」
ペ
ー
タ
ー
・
シ
ュ
レ
ヒ
ト
リ
ー
ム
編
（
半
田
吉
信
ほ
か
訳
）『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
債
務
法
の
変
遷
』（
信
山
社
、
二
〇
〇
七

年
）
一
七
九
頁
（
こ
れ
は
、「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
債
務
法
の
変
遷
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
二
〇
〇
一
年
に
ド
イ
ツ
で
開
催
さ
れ
た
大
会
に
お

け
る
諸
報
告
の
翻
訳
で
あ
る
。
以
下
で
は
「
契
約
外
損
害
賠
償
責
任
」
と
し
て
引
用
）; U

lrich M
agnus, V

ergleich der V
orschläge zum

 
Europäischen D

eliktsrecht, ZEuP 2004, 562; M
artin Schm

idt-K
essel, Reform

 des Schadenersatzrechts I－
Europäische 
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V
orgaben und V

orbilder (2006) 

（
以
下
で
はReform

 I

と
し
て
引
用
）
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
文
献
が
書
か
れ
た
時
点
のPEL Liab. D

am
. 

に
は
、
そ
の
最
終
版
な
い
し
Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
第
Ⅵ
編
に
至
る
過
程
で
変
更
さ
れ
た
部
分
も
あ
る
が
、
以
下
で
は
、
共
通
す
る
範
囲
に
お
い
て
、
Ｄ
Ｃ

Ｆ
Ｒ
第
Ⅵ
編
に
対
す
る
批
評
と
し
て
引
用
す
る
。

　
　
　

そ
の
他
の
邦
語
文
献
で
は
、
Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
第
Ⅵ
編
を
め
ぐ
る
議
論
状
況
を
「
法
的
に
重
要
な
損
害
」
要
件
に
焦
点
を
当
て
て
紹
介
し
た
も
の
と

し
て
、
若
林
三
奈
「
共
通
参
照
枠
草
案
に
お
け
る
『
損
害
』
要
件
の
概
観
─
─
ド
イ
ツ
法
圏
に
お
け
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
不
法
行
為
法
原
則
を
め
ぐ

る
議
論
状
況
」
川
角
ほ
か
編
・
前
掲
注
（
１
）（
初
出
二
〇
一
〇
年
）
四
四
九
頁
が
あ
る
。

（
５
）
Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
が
「
不
法
行
為
（tort/D

elikt

）」
と
い
う
言
葉
を
用
い
な
か
っ
た
の
は
、
特
定
の
歴
史
的
経
緯
を
有
し
、
特
定
の
法
体
系
を
連
想

さ
せ
る
よ
う
な
言
葉
は
避
け
、な
る
べ
く
中
立
的
で
記
述
的
な
言
葉
を
用
い
る
べ
き
だ
と
い
う
考
慮
に
よ
る
も
の
で
あ
る
（Full Edition, a.a.O

. 
(Fn.3) S.3083f.

）。

（
６
）
以
下
、
本
稿
で
単
に
「
Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
」
と
い
う
と
き
は
、
Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
第
Ⅵ
編
の
こ
と
を
指
す
も
の
と
す
る
。

（
７
）
内
田
貴
『
民
法
改
正
─
─
契
約
の
ル
ー
ル
が
百
年
ぶ
り
に
変
わ
る
』（
筑
摩
書
房
、
二
〇
一
一
年
）
二
二
三
頁
以
下
お
よ
び
大
村
敦
志
『
民
法

改
正
を
考
え
る
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
一
年
）
一
六
八
頁
以
下
も
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
観
点
か
ら
で
は
あ
る
が
、
不
法
行
為
法
の
改
正
の
必
要

性
を
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、
研
究
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
改
正
提
案
も
す
で
に
行
わ
れ
て
い
る
（
民
法
改
正
研
究
会
（
代
表
・
加
藤
雅
信
）
編
『
民

法
改
正 

国
民
・
法
曹
・
学
会
有
志
案
─
─
仮
案
の
提
示
』
法
律
時
報
増
刊
（
二
〇
〇
九
年
））。

（
８
）
第
五
章
は
、
第
一
節
「
被
害
者
の
同
意
ま
た
は
行
為
」、
第
二
節
「
帰
責
さ
れ
る
者
ま
た
は
第
三
者
の
利
益
」、
第
三
節
「
制
御
の
不
可
能
」、

第
四
節
「
契
約
に
よ
る
責
任
の
免
除
お
よ
び
制
限
」、第
五
節
「
VI.-

二
：
二
〇
二
条
（
人
身
侵
害
ま
た
は
死
亡
に
よ
り
第
三
者
に
生
じ
た
損
失
）

の
定
め
る
損
失
」
の
五
つ
の
節
に
分
か
れ
る
。

（
９
）
第
六
章
は
、
第
一
節
「
損
害
賠
償
総
則
」、
第
二
節
「
金
銭
賠
償
」、
第
三
節
「
差
止
め
」
の
三
つ
の
節
に
分
か
れ
る
。

（
10
）
な
お
、
こ
の
規
定
は
、「
法
的
に
重
要
な
損
害
を
受
け
た
者
は
…
…
損
害
賠
償
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う
よ
う
に
、
被
害
者
の
視

点
か
ら
定
式
化
さ
れ
て
い
る
点
に
一
つ
の
特
徴
が
あ
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
、他
の
多
く
の
立
法
例
と
は
異
な
る
（Full Edition, a.a.O

. (Fn.3) 
S.3084

）。

（
11
）「
法
的
に
重
要
な
損
害
」
の
概
念
の
由
来
に
つ
い
て
は
、von Bar, a.a.O

. (Fn.4) ZEuP 2001, 522; 

フ
ォ
ン
・
バ
ー
ル
・
前
掲
注
（
４
）「
契

約
外
損
害
賠
償
責
任
」
も
参
照
。
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（
12
）Eidenm

üller, u.a., a.a.O
. (Fn.4) JZ 2008, 540

お
よ
びW

agner, a.a.O
. (Fn.4) S.175

は
、「
純
粋
健
康
損
害
（reiner Gesundheitsschaden

）」

と
も
呼
ん
で
い
る
。

（
13
）Full Edition, a.a.O

. (Fn.3) S.3157f., 3197.

（
14
）
こ
の
こ
と
は
、
VI.-

二
：
一
〇
一
条
三
項
に
「
帰
責
の
根
拠
」
と
い
う
要
素
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
も
現
れ
て
い
る
。

（
15
）
以
上
に
つ
き
、Full Edition, a.a.O

. (Fn.3) S.3151

の
ほ
か
、von Bar, a.a.O

. (Fn.4) ZEuP 2001, 522; 

フ
ォ
ン
・
バ
ー
ル
・
前
掲
注
（
４
）

「
契
約
外
損
害
賠
償
責
任
」
一
八
八
頁
以
下
を
参
照
。

（
16
）
な
お
、こ
の
規
定
は
、絶
対
権
と
そ
れ
以
外
の
利
益
で
判
断
枠
組
み
を
異
な
ら
せ
る
と
い
う
考
え
方
を
と
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
VI.-

二
：

一
〇
一
条
一
項
の
ｂ
号
と
ｃ
号
を
見
る
と
、
権
利
と
そ
れ
以
外
の
利
益
を
区
別
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
ｂ
号
の
「
権
利
」
と
ｃ
号
の
「
法

的
保
護
に
値
す
る
利
益
」
の
い
ず
れ
に
つ
い
て
も
二
項
お
よ
び
三
項
が
適
用
さ
れ
る
た
め
、
判
断
枠
組
み
が
異
な
る
わ
け
で
は
な
く
、
こ
の
点

に
お
い
て
両
者
を
区
別
す
る
実
践
的
な
意
義
は
乏
し
い
。
た
だ
、
副
次
的
な
意
義
と
し
て
、
ｃ
号
の
み
に
該
当
す
る
場
合
は
、「
法
的
に
重
要
な

損
害
」
を
認
定
す
る
こ
と
に
慎
重
な
態
度
が
と
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
り
、こ
の
意
味
で
、一
定
の
段
階
づ
け
が
行
わ
れ
る
と
も
さ
れ
て
い
る
（Full 

Edition, a.a.O
. (Fn.3) S.3143. 

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、Schm

idt-K
essel, a.a.O

. (Fn.4) Reform
 I, S.87, 111

も
参
照
）。

（
17
）Full Edition, a.a.O

. (Fn.3) S.3142f.

（
18
）Full Edition, a.a.O

. (Fn.3) S.3143f.

（
19
）Full Edition, a.a.O

. (Fn.3) S.3144.

（
20
）Full Edition, a.a.O
. (Fn.3) S.3144.

（
21
）
VI.-

二
：
一
〇
一
条
一
項
ｃ
号
に
あ
た
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
規
定
の
う
え
で
は
、
ま
ず
「
法
的
保
護
に
値
す
る
利
益
の
侵
害
」
が
あ
っ
た

か
ど
う
か
を
判
断
し
、
そ
れ
が
肯
定
さ
れ
る
場
合
に
、
さ
ら
に
「
公
平
か
つ
合
理
的
」
か
ど
う
か
を
決
定
す
る
と
い
う
二
段
階
の
判
断
枠
組
み

が
と
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
、
VI.-

二
：
一
〇
一
条
三
項
の
考
慮
要
素
は
、
後
者
の
「
公
平
か
つ
合
理
的
」
か
ど
う
か
の
判
断
に
お
い
て

問
題
に
な
る
。
し
か
し
、
こ
の
二
つ
の
段
階
を
明
確
に
区
別
す
べ
き
か
ど
う
か
は
、
定
か
で
な
い
。

（
22
）
こ
れ
ら
の
要
素
に
関
す
る
以
下
の
説
明
は
、Full Edition, a.a.O

. (Fn.3) S.3146ff.

（
23
）
こ
の
こ
と
は
各
則
の
規
定
に
も
現
れ
て
い
る
（
VI.-

二
：
二
一
〇
条
、
VI.-
二
：
二
一
一
条
）。

（
24
）
こ
の
こ
と
が
現
れ
て
い
る
各
則
の
規
定
と
し
て
、VI.-

二
：
二
〇
一
条
二
項
ｂ
号
が
あ
る
。
な
お
、「
救
済
手
段
」の
章
に
は
、「
些
細
な
損
害
は
、
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賠
償
さ
れ
な
い
」
と
い
う
規
定
も
あ
る
（
VI.-

六
：
一
〇
二
条
）。

（
25
）
以
上
の
よ
う
に
、
こ
こ
で
社
会
通
念
や
他
の
制
度
の
目
的
な
ど
が
広
く
考
慮
さ
れ
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、“considerations of public 

policy”

の
訳
は
「
政
策
的
評
価
」
な
ど
と
し
て
も
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。

（
26
）
そ
れ
ぞ
れ
の
規
定
に
関
す
る
個
別
の
問
題
点
に
つ
い
て
は
、若
林
・
前
掲
注
（
４
）
四
六
一
頁
以
下
お
よ
び
そ
こ
に
掲
げ
ら
れ
た
文
献
を
参
照
。

（
27
）
な
お
、生
命
侵
害
そ
れ
自
体
は「
法
的
に
重
要
な
損
害
」と
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
場
合
に
損
害
を
受
け
る
の
は
主
に
近
親
者
で
あ
り
、し
か
も
、

そ
の
損
害
は
生
命
侵
害
そ
れ
自
体
で
は
な
く
、
そ
れ
に
よ
っ
て
生
じ
た
損
失
だ
か
ら
で
あ
る
（
フ
ォ
ン
・
バ
ー
ル
・
前
掲
注
（
４
）「
契
約
外
損

害
賠
償
責
任
」
一
八
九
頁
）。
ま
た
、
死
者
の
損
害
賠
償
請
求
権
の
相
続
も
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。

（
28
）
た
だ
し
、
賠
償
額
の
算
定
に
あ
た
っ
て
は
、
他
の
関
連
す
る
損
害
項
目
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
つ
つ
、
そ
れ
ら
を
総
計
し
て
評
価
す
べ
き

だ
と
も
さ
れ
て
い
る
（Full Edition, a.a.O

. (Fn.3) S.3197

）。

（
29
）
ａ
号
の
場
合
は
相
続
人
の
、
ｂ
号
の
場
合
は
費
用
を
負
担
し
た
者
の
、
Ｃ
号
の
場
合
は
①
死
亡
し
た
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
た
自
然
人
、
②
そ

の
者
が
死
亡
し
な
け
れ
ば
法
律
の
規
定
に
よ
り
扶
養
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
自
然
人
ま
た
は
③
死
亡
し
た
者
か
ら
監
護
も
し
く
は
経
済
的
援
助

を
受
け
て
い
た
自
然
人
の
法
的
に
重
要
な
損
害
と
な
る
と
さ
れ
て
い
る
。

（
30
）von Bar, a.a.O

. (Fn.4) ZEuP 2001, 524
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
を
「
無
形
の
人
格
的
法
益
」
に
関
す
る
も
の
と
し
て
い
る
。
ま
た
、

Schm
idt-K

essel, a.a.O
. (Fn.4) Reform

 I, S.115
も
、こ
れ
ら
の
規
定
を
「
人
格
権
お
よ
び
私
的
領
域
の
保
護
」
の
項
目
に
位
置
づ
け
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
、W

agner, a.a.O
. (Fn.4) D

eliktsrecht, S.170

は
、
VI.-

二
：
二
〇
四
条
お
よ
び
VI.-

二
：
二
〇
五
条
を
「
純
粋
財
産
損
害
」

と
い
う
項
目
に
位
置
づ
け
る
が
、
不
実
の
ま
た
は
秘
匿
さ
れ
る
情
報
の
流
布
に
よ
り
人
格
的
利
益
が
侵
害
さ
れ
る
場
合
と
捉
え
る
ほ
う
が
よ
り

適
切
で
あ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
に
考
え
な
い
と
、
純
粋
経
済
損
失
に
関
す
る
規
定
が
財
産
権
侵
害
に
関
す
る
VI.-

二
：
二
〇
六
条
を
挟
ん
で
分
断

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
体
系
的
な
位
置
づ
け
と
し
て
も
不
自
然
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
こ
と
は
VI.-

二
：
二
一
〇
条
と
VI.-

二
：

二
一
一
条
に
つ
い
て
も
あ
て
は
ま
り
そ
う
で
あ
る
（
環
境
侵
害
に
関
す
る
VI.-

二
：
二
〇
九
条
を
挟
ん
で
後
ろ
に
分
断
さ
れ
て
い
る
）
が
、
こ

の
二
つ
の
規
定
に
つ
い
て
は
、
故
意
に
よ
る
侵
害
に
対
し
て
の
み
「
法
的
に
重
要
な
損
害
」
と
な
る
─
─
そ
の
意
味
で
例
外
的
な
─
─
場
合
で

あ
る
た
め
に
最
後
に
置
か
れ
て
い
る
と
い
う
説
明
が
可
能
で
あ
る
。

（
31
）Full Edition, a.a.O

. (Fn.3) S.3256.

（
32
）Full Edition, a.a.O

. (Fn.3) S.3257. 

な
お
、
こ
こ
で
は
具
体
的
な
事
例
類
型
を
列
挙
す
る
よ
う
な
方
法
は
回
避
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
人
間
の
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尊
厳
の
侵
害
に
あ
た
る
事
例
を
網
羅
的
に
列
挙
す
る
の
は
不
可
能
で
あ
る
こ
と
と
、
継
続
形
成
の
余
地
を
残
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
（Full 

Edition, a.a.O
. (Fn.3) S.3255ff.

）。

（
33
）Full Edition, a.a.O

. (Fn.3) S.3259.

（
34
）Full Edition, a.a.O

. (Fn.3) S.3281.

（
35
）von Bar, a.a.O

. (Fn.4) ZEuP 2001, 525f. 

こ
の
こ
と
は
、
他
の
各
則
規
定
で
も
問
題
と
な
り
う
る
。
注
（
111
）
も
参
照
。

（
36
）Full Edition, a.a.O

. (Fn.3) S.3302.

（
37
）「
財
産
の
損
傷
（property dam

age

）」
と
は
、
財
産
権
の
目
的
物
の
破
壊
ま
た
は
損
傷
を
意
味
す
る
が
、
こ
れ
は
第
三
章
第
二
節
の
無
過

失
責
任
の
規
定
に
お
い
て
も
参
照
さ
れ
て
い
る
（
VI.-

三
：
二
〇
二
条
一
項
、
VI.-

三
：
二
〇
四
条
一
項
、
VI.-

三
：
二
〇
六
条
一
項
）。
そ
こ

で
は
、
賠
償
さ
れ
る
損
害
が
、
人
身
侵
害
に
関
わ
る
損
失
の
ほ
か
、
財
産
の
損
傷
に
よ
っ
て
生
じ
た
損
失
に
限
定
さ
れ
て
お
り
、
あ
ら
ゆ
る
種

類
の
財
産
権
侵
害
が
無
過
失
責
任
の
規
定
に
よ
っ
て
賠
償
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
第

二
章
Ⅳ
．
２
⑶
も
参
照
。

（
38
）
純
粋
経
済
損
失
と
は
、
人
身
・
財
産
権
そ
の
他
の
権
利
の
侵
害
と
は
無
関
係
に
生
じ
る
経
済
的
損
失
の
こ
と
を
い
う
と
さ
れ
る
（Full 

Edition, a.a.O
. (Fn.3) S.3373

）。

（
39
）Full Edition, a.a.O

. (Fn.3) S.3345.

（
40
）Full Edition, a.a.O

. (Fn.3) S.3354f.

（
41
）Full Edition, a.a.O
. (Fn.3) S.3356.

（
42
）Full Edition, a.a.O

. (Fn.3) S.3373.

（
43
）Full Edition, a.a.O

. (Fn.3) S.3373.

（
44
）
な
お
、
こ
の
規
定
は
、
VI.-

二
：
二
〇
七
条
と
適
用
範
囲
が
重
な
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
両
者
の
関
係
が
問
題
と
な
り
う
る
。
VI.-

二
：

二
一
〇
条
は
、
職
務
の
遂
行
や
取
引
の
過
程
に
お
い
て
不
実
表
示
が
行
わ
れ
た
こ
と
は
要
件
と
さ
れ
て
い
な
い
が
、
そ
の
代
わ
り
、
虚
偽
で

あ
る
こ
と
の
認
識
ま
た
は
確
信
と
、
相
手
方
を
誤
ら
せ
る
故
意
が
要
求
さ
れ
て
い
る
点
で
、
VI.-

二
：
二
〇
七
条
と
異
な
る
。
こ
れ
は
、
私

的
生
活
に
お
け
る
誤
っ
た
情
報
の
提
供
は
、
そ
れ
が
詐
欺
的
と
評
価
さ
れ
な
い
限
り
責
任
を
生
じ
さ
せ
な
い
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
（Full 
Edition, a.a.O

. (Fn.3) S.3372

）。
な
お
、
VI.-

二
：
二
〇
四
条
と
の
関
係
も
問
題
と
な
り
う
る
が
、
VI.-

二
：
二
〇
四
条
は
、
被
害
者
自
身
に
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関
す
る
情
報
が
第
三
者
に
伝
達
さ
れ
た
場
合
を
扱
う
も
の
で
あ
り
、
VI.-

二
：
二
一
〇
条
と
の
重
複
が
生
じ
る
こ
と
は
考
え
に
く
い
。

（
45
）Full Edition, a.a.O

. (Fn.3) S.3380.
（
46
）Full Edition, a.a.O

. (Fn.3) S.3381.

（
47
）Full Edition, a.a.O

. (Fn.3) S.3363.

（
48
）
た
だ
し
、ド
イ
ツ
民
法
八
二
三
条
二
項
と
は
異
な
り
、法
規
違
反
に
つ
い
て
さ
ら
に
過
失
を
要
求
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。W

agner, a.a.O
. 

(Fn.4) D
eliktsrecht, S.182f.

に
よ
れ
ば
、
む
し
ろ
こ
れ
は
、
ア
メ
リ
カ
法
に
お
け
る
「
行
為
自
体
で
成
立
す
る
過
失
（negligence per se

）」

に
対
応
す
る
。

（
49
）
以
上
に
つ
き
、Full Edition, a.a.O

. (Fn.3) S.3406f.

（
50
）
こ
の
場
合
に
は
、次
の
三
つ
の
要
件
を
す
べ
て
充
た
す
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、①
第
三
者
の
受
け
た
損
害
が
、人
身
侵
害
、VI.-

二
：

二
〇
二
条
の
規
定
の
対
象
と
さ
れ
る
損
失
ま
た
は
財
産
の
損
傷
で
あ
る
こ
と
（
VI.-

三
：
一
〇
四
条
二
項
ａ
号
）、
②
施
設
そ
の
他
の
団
体
の
監

督
義
務
に
服
す
る
者
が
、
故
意
ま
た
は
過
失
に
よ
っ
て
損
害
を
生
じ
さ
せ
た
こ
と
、
ま
た
は
、
そ
の
者
が
一
八
歳
未
満
で
あ
る
場
合
に
は
、
成

年
者
で
あ
れ
ば
故
意
ま
た
は
過
失
と
さ
れ
る
行
為
に
よ
っ
て
損
害
を
生
じ
さ
せ
た
こ
と
（
ｂ
号
）、
③
施
設
そ
の
他
の
団
体
の
監
督
義
務
に
服
す

る
者
が
、
同
種
の
損
害
を
生
じ
さ
せ
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
（
ｃ
号
）
で
あ
る
。

（
51
）
な
お
、
未
成
年
者
自
身
の
責
任
に
つ
い
て
は
、
一
八
歳
未
満
の
者
は
、
合
理
的
な
注
意
深
さ
を
備
え
た
同
年
齢
の
者
に
期
待
さ
れ
る
注
意
を

尽
く
さ
な
か
っ
た
場
合
に
限
り
責
任
を
負
い
（
VI.-
三
：
一
〇
三
条
一
項
）、
七
歳
未
満
の
者
は
ま
っ
た
く
責
任
を
負
わ
な
い
（
二
項
）
と
さ
れ

て
い
る
が
、
VI.-

三
：
一
〇
四
条
一
項
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
と
は
無
関
係
に
適
用
さ
れ
る
（Full Edition, a.a.O

. (Fn.3) S.3437

）。

（
52
）
な
お
、
VI.-

三
：
二
〇
七
条
は
、
国
内
法
に
よ
る
厳
格
責
任
の
拡
充
を
認
め
る
規
定
で
あ
り
、
VI.-

三
：
二
〇
八
条
は
、
危
険
源
の
所
有
権

を
放
棄
し
て
も
、
そ
れ
だ
け
で
は
責
任
を
免
れ
ら
れ
な
い
こ
と
を
定
め
る
。

（
53
）W

agner, a.a.O
. (Fn.4) D

eliktsrecht, S.192; ders., a.a.O
. (Fn.4) Law

 of T
orts, S.245.

（
54
）W

agner, a.a.O
. (Fn.4) Law

 of T
orts, S.245.

（
55
）
こ
の
よ
う
に
、
Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
に
お
け
る
無
過
失
責
任
規
定
で
は
、
VI.-
三
：
二
〇
一
条
を
除
き
、
賠
償
さ
れ
る
損
害
が
、
主
と
し
て
、
人
身
侵

害
に
よ
り
生
じ
た
損
失
お
よ
び
財
産
の
損
傷
に
よ
り
生
じ
た
損
失
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。

（
56
）
こ
れ
は
、
製
造
物
責
任
に
関
す
る
Ｅ
Ｃ
指
令
を
取
り
込
ん
だ
も
の
で
あ
る
（Full Edition, a.a.O

. (Fn.3) S.3508

）。
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（
57
）
開
発
危
険
の
抗
弁
も
認
め
ら
れ
て
い
る
（
ｅ
号
）。
た
だ
し
、
国
内
法
が
開
発
危
険
の
抗
弁
を
認
め
な
い
旨
を
規
定
す
る
と
き
は
、
そ
れ
に
よ

る
（
VI.-

三
：
二
〇
七
条
ｃ
号
）。

（
58
）Full Edition, a.a.O

. (Fn.3) S.3570.

（
59
）Full Edition, a.a.O

. (Fn.3) S.3569.

（
60
）Full Edition, a.a.O

. (Fn.3) S.3570. 

ま
た
、von Bar, a.a.O

. (Fn.4) ZEuP 2001, 528

も
参
照
。

（
61
）
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
第
二
章
Ⅲ
．
１
も
参
照
。

（
62
）
Ｐ
Ｅ
Ｔ
Ｌ
の
条
文
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
不
法
行
為
法
グ
ル
ー
プ
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
閲
覧
可
能
で
あ
る
（http://w

w
w
.egtl.org/

）。
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
不
法
行
為
法
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
Ｐ
Ｅ
Ｔ
Ｌ
の
逐
条
解
説
と
し
て
、European Group on T

ort Law
, Principles of European T

ort 
Law

－
T
ext and Com

m
entary 

（2005

）（
以
下
で
はEGT

L, Com
m
entary

と
し
て
引
用
）
が
あ
る
。
ま
た
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
Ｌ
の
規
律
を
動
的

シ
ス
テ
ム
論
の
基
本
構
想
に
照
ら
し
て
分
析
し
た
も
の
と
し
て
、山
本
周
平
「
不
法
行
為
法
に
お
け
る
法
的
評
価
の
構
造
と
方
法
（
一
）
～
（
五
・

完
）
─
─
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
不
法
行
為
法
原
則
（
Ｐ
Ｅ
Ｔ
Ｌ
）
と
動
的
シ
ス
テ
ム
論
を
手
が
か
り
と
し
て
」
法
学
論
叢
一
六
九
巻
二
号
二
六
頁
・
三

号
二
五
頁
・
四
号
四
五
頁
・
五
号
三
六
頁
・
六
号
三
六
頁
（
二
〇
一
一
年
）（
以
下
で
は
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
不
法
行
為
法
原
則
」
と
し
て
引
用
）。

そ
の
他
の
文
献
と
し
て
は
、
さ
し
あ
た
り
、
ヘ
ル
ム
ー
ト
・
コ
ツ
ィ
オ
ー
ル
（
山
本
周
平
訳
）「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
損
害
賠
償
法
の
改
革
Ⅰ

（
一
）・（
二
・
完
）
─
─
立
法
の
方
法
と
過
誤
行
為
の
帰
責
要
素
」
民
商
一
四
三
巻
四
＝
五
号
一
頁
・
六
号
一
頁
（
二
〇
一
一
年
）（
以
下
で
は
「
改

革
Ⅰ
」
と
し
て
引
用
）、
ヘ
ル
ム
ー
ト
・
コ
ツ
ィ
オ
ー
ル
（
若
林
三
奈
訳
）「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
損
害
賠
償
法
の
改
革
Ⅱ
（
一
）・（
二
・
完
）

─
─
各
論
」
民
商
一
四
四
巻
四
＝
五
号
一
頁
・
六
号
一
頁
（
二
〇
一
一
年
）（
以
下
で
は
、「
改
革
Ⅱ
」
と
し
て
引
用
）
を
参
照
。
そ
の
ほ
か
、

コ
ツ
ィ
オ
ー
ル
に
よ
る
Ｐ
Ｅ
Ｔ
Ｌ
の
概
説
と
し
て
、H

elm
ut K

oziol, D
ie „Principles of European T

ort Law
“ der „European Group 

on T
ort Law

“, ZEuP 2004, 234

（
邦
訳
と
し
て
、
ヘ
ル
ム
ー
ト
・
コ
ツ
ィ
オ
ル
（
若
林
三
奈
訳
）「『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
不
法
行
為
法
グ
ル
ー
プ
』

に
よ
る『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
不
法
行
為
法
原
則
』」川
角
由
和
ほ
か
編『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
私
法
の
展
開
と
課
題
』（
日
本
評
論
社
、二
〇
〇
八
年
）八
五
頁
）．

（
63
）
Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
第
Ⅵ
編
は
、Ｃ
Ｆ
Ｒ
に
取
り
込
ま
れ
る
こ
と
は
予
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、し
た
が
っ
て
、政
治
的
な
意
味
合
い
を
持
た
な
か
っ
た
た
め
、

純
粋
に
学
術
的
な
観
点
に
出
た
も
の
だ
と
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
点
に
お
い
て
も
、
Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
第
Ⅵ
編
と
Ｐ
Ｅ
Ｔ
Ｌ
は
共
通
し
て
い
る
。

（
64
）K

och, a.a.O
. (Fn.4) S.724.

（
65
）
Ｐ
Ｅ
Ｔ
Ｌ
の
規
律
内
容
（
特
に
、
基
本
規
範
、
損
害
、
帰
責
根
拠
）
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
、
山
本
周
平
・
前
掲
注
（
62
）「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
不
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法
行
為
法
原
則
（
二
）」
法
学
論
叢
一
六
九
巻
三
号
二
六
頁
以
下
を
参
照
。
ま
た
、Schm

idt-K
essel, a.a.O

. (Fn.4) Reform
 I

は
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
Ｌ

とPEL Liab. D
am

の
全
体
を
比
較
対
象
と
し
て
包
括
的
な
分
析
を
加
え
て
い
る
。

（
66
）
こ
こ
で
は
、
規
律
方
法
の
比
較
分
析
に
重
点
を
置
く
こ
と
と
の
関
係
で
、
個
別
の
問
題
と
し
て
は
、
損
害
と
帰
責
根
拠
に
比
較
対
象
を
限
定

す
る
。
な
お
、Ｐ
Ｅ
Ｔ
Ｌ
の
因
果
関
係
お
よ
び
救
済
手
段
に
関
す
る
規
律
を
重
要
な
部
分
に
限
っ
て
紹
介
し
て
お
く
と
、以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　
　

因
果
関
係
に
つ
い
て
は
、「
あ
れ
な
け
れ
ば
こ
れ
な
し
」
の
定
式
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
あ
る
活
動
が
な
け
れ
ば
被
害
者
に
損
害

が
発
生
し
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
そ
の
活
動
は
そ
の
損
害
の
原
因
で
あ
る
（
三
：
一
〇
一
条
）。
た
だ
し
、
あ
る
活
動
を
損
害
と
の
間
に
こ
の
よ

う
な
関
係
が
認
め
ら
れ
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
直
ち
に
後
続
損
害
を
含
む
あ
ら
ゆ
る
損
害
が
賠
償
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら

な
い
。
そ
の
次
に
、責
任
の
範
囲
が
ど
こ
ま
で
及
ぶ
か
と
い
う
問
題
が
生
じ
る
。
こ
の
責
任
の
範
囲
は
、①
活
動
の
時
点
に
お
け
る
合
理
人
に
と
っ

て
の
損
害
の
予
見
可
能
性
、
②
保
護
さ
れ
る
利
益
の
性
質
と
価
値
、
③
責
任
の
根
拠
、
④
通
常
の
生
活
リ
ス
ク
の
程
度
、
⑤
違
反
さ
れ
た
規
範

の
保
護
目
的
な
ど
の
要
素
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
（
三
：
二
〇
一
条
）。

　
　
　

救
済
手
段
の
規
定
に
お
い
て
は
、
ま
ず
、
損
害
賠
償
の
性
質
と
目
的
に
関
す
る
規
定
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
損
害
賠
償
は
、
金
銭
に
よ
っ

て
可
能
な
限
り
で
、
当
該
の
不
法
行
為
が
な
か
っ
た
な
ら
ば
置
か
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
地
位
に
被
害
者
を
回
復
す
る
た
め
の
金
銭
の
支
払
で
あ

る
と
さ
れ
る
が
、
そ
れ
と
同
時
に
、
損
害
賠
償
は
予
防
目
的
に
も
資
す
る
と
定
め
ら
れ
て
い
る
（
一
〇
：
一
〇
一
条
）。
そ
の
う
え
で
、
財
産
的

損
害
と
非
財
産
的
損
害
の
算
定
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
規
定
さ
れ
て
い
る
。
財
産
的
損
害
に
つ
い
て
は
、
加
害
事
件
に
よ
っ
て
生
じ
た
被
害
者
の

財
産
の
減
少
で
あ
る
と
さ
れ
、
そ
れ
は
原
則
と
し
て
具
体
的
に
算
定
さ
れ
る
が
、
適
切
な
場
合
に
は
抽
象
的
な
算
定
も
許
さ
れ
る
（
一
〇
：
二

〇
一
条
）。
さ
ら
に
、
人
身
損
害
と
物
損
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
規
定
を
置
い
て
い
る
（
そ
れ
ぞ
れ
一
〇
：
二
〇
二
条
お
よ
び
一
〇
：
二
〇
三
条
）。

非
財
産
的
損
害
に
つ
い
て
は
、
利
益
の
保
護
領
域
（
二
：
一
〇
二
条
）
を
考
慮
し
て
、
あ
る
利
益
の
侵
害
が
非
財
産
的
損
害
の
賠
償
を
正
当
化

す
る
可
能
性
が
あ
る
と
し
た
う
え
で
、
そ
の
算
定
に
あ
た
っ
て
考
慮
さ
れ
る
べ
き
要
素
な
ど
を
定
め
て
い
る
（
一
〇
：
三
〇
一
条
）。

（
67
）
こ
の
点
に
つ
い
て
、コ
ツ
ィ
オ
ー
ル
（
山
本
訳
）・
前
掲
注
（
62
）「
改
革
Ⅰ
（
一
）」
民
商
一
四
三
巻
四
＝
五
号
二
〇
頁
は
、Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
は
、「
過

失
責
任
を
原
則
的
な
責
任
類
型
と
と
ら
え
た
上
で
、
多
く
の
例
外
を
挙
げ
、
帰
責
根
拠
の
全
体
構
想
を
示
唆
す
ら
し
て
い
な
い
」
と
批
判
す
る
。

（
68
）W
agner, a.a.O

. (Fn.4) D
eliktsrecht, S.165.

（
69
）Brüggem

eier, a.a.O
. (Fn.4) S.762.

（
70
）
と
り
わ
け
、VI.-

二
：
二
〇
二
条
は
、間
接
被
害
者
の
問
題
を
も
含
ん
で
い
る
。こ
の
点
に
つ
い
て
は
、Koziol, a.a.O

. (Fn.4) CFR, S.96

も
参
照
。



論　　　説

北法64（3・62）772

（
71
）Eidenm

üller, u.a., a.a.O
. (Fn.4) JZ 2008, 540; W

agner, a.a.O
. (Fn.4) D

eliktsrecht, S.178; K
oziol, a.a.O

. (Fn.4) CFR, S.99f. 

さ
ら

に
、W

agner, a.a.O
. (Fn.4) Law

 of T
orts, S.239f.

は
、
法
と
経
済
学
の
視
点
か
ら
、
非
財
産
的
損
害
を
二
重
に
算
定
す
る
こ
と
が
潜
在
的

加
害
者
に
対
す
る
過
剰
な
抑
止
と
な
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

（
72
）
こ
の
よ
う
に
、
Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
で
は
、
ま
ず
「
権
利
・
利
益
の
侵
害
」
が
あ
っ
て
、
そ
れ
に
よ
っ
て
「
損
害
」
が
生
じ
る
と
い
う
よ
う
な
区
別
は

さ
れ
て
お
ら
ず
、「
損
害
」
の
中
に
「
損
失
」
と
「
侵
害
」
が
同
列
に
並
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
構
造
を
ど
の
よ
う
に
理
解
す
べ
き
か
は

難
し
い
問
題
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
一
つ
の
理
解
と
し
て
、
や
は
り
基
本
的
に
は
、
ま
ず
権
利
・
利
益
の
「
侵
害
」
が
あ
っ
て
、

そ
れ
に
よ
っ
て
生
じ
た
「
損
失
」
が
賠
償
さ
れ
る
と
い
う
枠
組
み
が
と
ら
れ
て
い
る
と
見
る
こ
と
も
不
可
能
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
　
　

①
ま
ず
、
権
利
・
利
益
の
侵
害
と
い
う
判
断
が
一
応
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
VI.-

二
：
一
〇
一
条
一
項
ｂ
号
・
ｃ
号
に
お
い
て
、「
法
律
上

認
め
ら
れ
た
権
利
」ま
た
は「
法
的
保
護
に
値
す
る
利
益
」の
侵
害
が
あ
る
か
ど
う
か
の
判
断
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
と
、各
則
の
規
定
の
中
に
、

「
侵
害
」
と
、
そ
れ
に
よ
っ
て
生
じ
た
「
損
失
」
を
区
別
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
規
定
が
あ
る
こ
と
（
例
え
ば
、
財
産
権
侵
害
に
関
す
る
VI.-

二
：

二
〇
六
条
は
、「
侵
害
に
よ
っ
て
生
じ
た
損
失
は
」
と
い
う
文
言
に
な
っ
て
い
る
。Full Edition, a.a.O

. (Fn.3) S.3313

も
参
照
）
か
ら
推
測
さ

れ
る
。
仮
に
こ
の
よ
う
に
言
え
る
と
す
る
と
、
権
利
・
利
益
の
侵
害
に
つ
い
て
の
判
断
も
な
お
意
味
を
持
っ
て
お
り
、
Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
は
、
権
利
・

利
益
の
侵
害
を
ひ
と
ま
ず
認
定
し
て
、
そ
の
う
え
で
、
そ
れ
に
よ
っ
て
生
じ
た
経
済
的
ま
た
は
非
経
済
的
損
失
が
賠
償
の
対
象
と
な
る
と
い
う

枠
組
み
を
と
っ
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
（
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、W

agner, a.a.O
. (Fn.4) D

eliktsrecht, S.164

も
参
照
）。

　
　
　

②
仮
に
そ
う
だ
と
す
る
と
、
次
に
問
題
に
な
る
の
は
、「
侵
害
そ
れ
自
体
」
に
つ
い
て
賠
償
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
を
ど
の
よ
う
に
理
解

す
る
か
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
、
各
則
の
規
定
が
手
が
か
り
に
な
る
。
各
則
の
規
定
の
中
で
「
侵
害
そ
れ
自
体
」
の
賠
償
可
能
性
を
明
示

的
に
認
め
る
規
定
は
、
VI.-

二
：
二
〇
一
条
一
項
お
よ
び
VI.-
二
：
二
〇
三
条
一
項
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
、
人
身
侵
害
の
場
合
と
、

人
間
の
尊
厳
に
関
す
る
権
利
の
侵
害
の
場
合
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
は
、「
侵
害
そ
れ
自
体
」
の
賠
償
を
認
め
る
と
い
う
の
は
、
特
に
重
要
な

人
格
的
利
益
が
侵
害
さ
れ
た
場
合
に
、具
体
的
な
損
失
の
証
明
を
要
す
る
こ
と
な
く
賠
償
を
認
め
る
も
の
で
は
な
い
か
と
い
う
推
測
が
成
り
立
つ
。

　
　
　

以
上
よ
り
、原
則
的
に
は
、権
利
・
利
益
の
「
侵
害
」
が
あ
る
場
合
に
、そ
れ
に
よ
っ
て
生
じ
た
「
損
失
」
が
賠
償
の
対
象
と
な
る
が
、例
外
的
に
、

特
に
重
要
な
人
格
的
利
益
の
場
合
に
、「
侵
害
そ
れ
自
体
」
を
賠
償
の
対
象
と
す
る
と
い
う
の
が
、
Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
の
採
用
し
た
枠
組
み
だ
と
考
え
る

こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　

③
た
だ
、
こ
の
よ
う
な
解
釈
に
も
問
題
は
残
る
。
第
一
に
、
Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
で
は
、
非
経
済
的
損
失
に
つ
い
て
の
賠
償
が
広
く
認
め
ら
れ
る
可
能
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性
が
あ
る
以
上
、
そ
れ
と
別
個
に
「
侵
害
そ
れ
自
体
」
の
賠
償
を
認
め
る
必
要
は
な
く
、
こ
の
点
に
対
す
る
批
判
は
や
は
り
当
た
っ
て
い
る
と

い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
第
二
に
、
VI.-

二
：
一
〇
一
条
一
項
の
規
定
の
う
え
で
は
や
は
り
損
失
と
侵
害
は
同
列
に
あ
る
と
い
う
ほ
か
な
く
、
Ｄ

Ｃ
Ｆ
Ｒ
の
規
定
の
解
釈
と
し
て
は
、
上
記
の
よ
う
に
考
え
る
の
は
自
然
と
は
い
い
が
た
い
。

　
　
　

結
局
、
こ
の
点
の
理
論
構
造
に
は
不
明
確
な
点
が
残
る
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
法
体
系
の
中
に
は
、
非
財
産
的
損
害
に
つ

い
て
限
定
的
に
し
か
賠
償
を
認
め
な
か
っ
た
り
、
人
身
侵
害
の
場
合
に
具
体
的
な
金
銭
的
損
失
の
証
明
を
し
な
く
て
も
賠
償
を
認
め
た
り
す
る

制
度
を
と
っ
て
い
る
国
も
あ
る
よ
う
で
あ
る
（Christian von Bar, Gem

eineuropäisches D
eliktsrecht II (1999) S.7ff. 

を
参
照
）。
そ
し

て
、「
侵
害
そ
れ
自
体
」
に
つ
い
て
賠
償
を
認
め
る
の
は
、
そ
の
よ
う
な
法
体
系
に
と
っ
て
は
理
解
で
き
る
し
、
実
践
的
に
も
意
味
を
持
つ
可
能

性
が
あ
る
。
し
か
し
、
そ
う
で
な
い
法
体
系
に
と
っ
て
は
、「
侵
害
そ
れ
自
体
」
と
い
う
概
念
は
、
本
来
不
要
な
は
ず
で
あ
り
、
無
視
す
べ
き
も

の
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

（
73
）von Bar, a.a.O

. (Fn.4) ZEuP 2001, 524.

（
74
）
た
だ
し
、
第
三
者
に
生
じ
た
損
失
（
VI.-

二
：
二
〇
二
条
）
な
ど
は
別
論
で
あ
る
。

（
75
）
た
だ
、
純
粋
経
済
損
失
に
つ
い
て
は
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
Ｌ
と
Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
は
基
本
的
な
態
度
を
異
に
す
る
と
見
ら
れ
る
面
が
あ
る
。
Ｐ
Ｅ
Ｔ
Ｌ
で
は
、

純
粋
経
済
損
失
の
賠
償
を
広
く
認
め
る
と
責
任
リ
ス
ク
が
過
大
な
も
の
に
な
る
と
い
う
理
由
で
、そ
の
包
括
的
な
保
護
は
否
定
さ
れ
て
い
る
（
も

と
よ
り
、Ｐ
Ｅ
Ｔ
Ｌ
二
：
一
〇
二
条
四
項
を
見
れ
ば
分
か
る
よ
う
に
、ま
っ
た
く
保
護
を
認
め
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
コ
ツ
ィ
オ
ー
ル
（
若
林
訳
）・

前
掲
注
（
62
）「
改
革
Ⅱ
（
一
）」
民
商
一
四
四
巻
四
＝
五
号
一
五
頁
以
下
も
参
照
）。
こ
れ
に
対
し
、
Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
の
立
場
で
は
、
純
粋
経
済
損
失

と
い
う
独
立
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
設
け
る
必
要
は
な
く
、
責
任
の
制
限
は
、
そ
の
他
の
事
例
に
あ
て
は
ま
る
の
と
同
じ
手
法
に
よ
れ
ば
足
り
る
と

さ
れ
て
い
る
（von Bar, a.a.O

. (Fn.4) ZEuP 2001, 523
）。

（
76
）
以
上
の
点
に
関
連
し
て
、
コ
ツ
ィ
オ
ー
ル
（
山
本
訳
）・
前
掲
注
（
62
）「
改
革
Ⅰ
（
二
・
完
）」
民
商
一
四
三
巻
六
号
一
二
頁
は
、
Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ

が
、
VI.-

二
：
一
〇
一
条
一
項
ｃ
号
に
お
い
て
、
損
害
が
「
法
的
保
護
に
値
す
る
利
益
の
侵
害
に
よ
っ
て
生
じ
た
」
か
ど
う
か
に
着
目
し
て
い

る
に
す
ぎ
ず
、「
ど
の
よ
う
な
利
益
が
保
護
に
値
す
る
か
と
い
う
こ
と
を
く
わ
し
く
述
べ
る
こ
と
も
、
保
護
の
段
階
化
可
能
性
を
考
慮
に
入
れ
る

こ
と
も
し
て
い
な
い
」
こ
と
を
批
判
し
て
い
る
。
し
か
し
、
Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ 
VI.-
二
：
一
〇
一
条
一
項
ｃ
号
は
、
各
則
規
定
が
適
用
さ
れ
な
い
場
合

の
受
け
皿
と
し
て
補
完
的
に
適
用
さ
れ
る
に
す
ぎ
な
い
し
、
本
文
で
述
べ
た
よ
う
に
、
各
則
の
中
で
保
護
の
段
階
化
可
能
性
は
考
慮
に
入
れ
ら

れ
て
い
る
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
か
ら
、
こ
の
点
は
留
保
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
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（
77
）EGT

L, a.a.O
. (Fn.62) Com

m
entary, S.82.

（
78
）EGT

L, a.a.O
. (Fn.62) Com

m
entary, S.69f.

（
79
）
コ
ツ
ィ
オ
ー
ル
（
山
本
訳
）・
前
掲
注
（
62
）「
改
革
Ⅰ
（
二
・
完
）」
民
商
一
四
三
巻
六
号
一
四
頁
以
下
。

（
80
）
た
だ
、
Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ 

VI.-

三
：
一
〇
二
条
ａ
号
に
い
う
「
法
律
」
は
、
狭
義
の
法
律
に
は
限
ら
れ
な
い
が
、
公
的
機
関
に
よ
り
制
定
さ
れ
た
も

の
を
想
定
し
て
い
る
（Full Edition, a.a.O

. (Fn.3) S.3403

）。
こ
れ
に
対
し
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
Ｌ
で
は
、
よ
り
広
く
、
私
的
団
体
や
専
門
機
関
に
よ
る

も
の
で
も
よ
い
と
さ
れ
て
い
る
（EGT

L, a.a.O
. (Fn.62) Com

m
entary, S.82

）。
こ
の
違
い
は
、
Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
で
は
法
律
に
規
定
さ
れ
た
注
意

水
準
を
充
た
さ
な
い
行
為
が
過
失
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
る
の
に
対
し
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
Ｌ
で
は
そ
の
行
為
規
範
の
違
反
が
直
ち
に
過
失
を
基
礎
づ
け
る

も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
由
来
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
81
）EGT

L, a.a.O
. (Fn.62) Com

m
entary, S.91

（
82
）
コ
ツ
ィ
オ
ー
ル
（
若
林
訳
）・
前
掲
注
（
62
）「
改
革
Ⅱ
（
二
・
完
）」
民
商
一
四
四
巻
六
号
七
頁
以
下
の
ほ
か
、K

oziol, a.a.O
. (Fn.62) 

ZEuP 2004, 250

を
参
照
。

（
83
）
コ
ツ
ィ
オ
ー
ル
（
山
本
訳
）・
前
掲
注
（
62
）「
改
革
Ⅰ
（
一
）」
民
商
一
四
三
巻
四
＝
五
号
一
九
頁
。
こ
れ
は
、
有
責
性
と
危
険
性
と
い
う
二

つ
の
帰
責
原
理
の
協
働
作
用
に
よ
っ
て
責
任
法
の
体
系
が
形
成
さ
れ
て
い
る
と
い
う
考
え
に
基
づ
く（
本
章
第
三
章
Ⅳ
．
１
⑶
を
参
照
）。
ま
た
、

過
失
責
任
と
危
険
責
任
の
流
動
性
は
、
過
失
責
任
に
お
け
る
行
為
基
準
の
判
断
の
際
に
、
行
為
の
危
険
性
が
考
慮
さ
れ
る
と
い
う
点
に
も
現
れ

て
い
る
と
さ
れ
る
。

（
84
）
な
お
、
無
過
失
責
任
の
節
の
規
定
で
は
あ
る
が
、
危
険
な
物
質
ま
た
は
放
出
に
よ
っ
て
生
じ
た
損
害
に
つ
い
て
の
責
任
の
場
合
に
、
物
質
の

保
有
者
ま
た
は
設
備
の
管
理
者
が
、
物
質
の
制
御
ま
た
は
設
備
の
管
理
に
つ
い
て
法
律
上
の
基
準
を
遵
守
し
た
こ
と
を
証
明
し
た
と
き
は
責
任

を
負
わ
な
い
と
す
る
規
定
も
あ
る
（
VI.-

三
：
二
〇
六
条
五
項
ｂ
号
）。

（
85
）EGT

L, a.a.O
. (Fn.62) Com

m
entary, S.101f.

（
86
）EGT
L, a.a.O

. (Fn.62) Com
m
entary, S.106.

（
87
）
た
だ
し
、「
異
常
な
危
険
」
の
場
合
に
限
定
さ
れ
て
い
る
点
で
、「
小
さ
な
一
般
条
項
」
と
い
わ
れ
て
い
る
（K

oziol, a.a.O
. (Fn.62) ZEuP 

2004, 252

）

（
88
）
な
お
、
Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
と
同
様
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
Ｌ
の
厳
格
責
任
も
、
国
内
法
に
よ
る
補
完
を
許
容
す
る
（
五
：
一
〇
二
条
）。
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（
89
）
コ
ツ
ィ
オ
ー
ル
（
若
林
訳
）・
前
掲
注
（
62
）「
改
革
Ⅱ
（
二
・
完
）」
民
商
一
四
四
巻
六
号
九
頁
。
ま
た
、K

oziol, a.a.O
. (Fn.4) CFR, S.97f. 

も
参
照
。

（
90
）W

agner, a.a.O
. (Fn.4) D

eliktsrecht, S.192

は
、施
設
の
操
業
や
物
の
保
有
を
伴
わ
な
い
場
合
を
も
対
象
と
す
る
一
般
条
項
を
定
め
る
の
は
、

法
的
安
定
性
を
害
す
る
程
度
が
大
き
い
こ
と
を
指
摘
す
る
。
ま
た
、
少
な
く
と
も
ド
イ
ツ
の
危
険
責
任
論
に
お
い
て
は
、
物
や
施
設
と
い
っ
た

有
体
的
危
険
源
に
対
す
る
支
配
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
（
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
橋
本
佳
幸
「
環
境
危
険
責
任
の
基
本
構
造
─
─
公
害
無
過
失

責
任
の
再
構
成
へ
向
け
て
」
同
『
責
任
法
の
多
元
的
構
造
─
─
不
作
為
不
法
行
為
・
危
険
責
任
を
め
ぐ
っ
て
』（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
六
年
〔
初
出

二
〇
〇
二
年
〕）
一
七
九
頁
以
下
）。

（
91
）
コ
ツ
ィ
オ
ー
ル
（
若
林
訳
）・
前
掲
注
（
62
）「
改
革
Ⅱ
（
二
・
完
）」
民
商
一
四
四
巻
六
号
一
頁
以
下
。

（
92
）Schm

idt-K
essel, a.a.O

. (Fn.4) Reform
 I, S.138f. 

を
参
照
。

（
93
）EGT

L, a.a.O
. (Fn.62) Com

m
entary, S.114.

（
94
）Schm

idt-K
essel, a.a.O

. (Fn.4) Reform
 I, S.104, 129

は
、
こ
の
欠
缺
は
類
推
に
よ
っ
て
埋
め
ら
れ
る
べ
き
だ
と
す
る
。

（
95
）
わ
が
国
で
動
的
シ
ス
テ
ム
論
に
つ
い
て
包
括
的
な
検
討
を
加
え
た
文
献
と
し
て
、
山
本
敬
三
「
民
法
に
お
け
る
動
的
シ
ス
テ
ム
論
の
検
討
─

─
法
的
評
価
の
構
造
と
方
法
に
関
す
る
序
章
的
考
察
」
法
学
論
叢
一
三
八
巻
一
＝
二
＝
三
号
二
〇
八
頁
（
一
九
九
五
年
）。
ま
た
、
山
本
周
平
・

前
掲
注
（
62
）「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
不
法
行
為
法
原
則
（
三
）」
法
学
論
叢
一
六
九
巻
四
号
五
三
頁
以
下
も
参
照
。

（
96
）
ヴ
ィ
ル
ブ
ル
ク
自
身
の
論
稿
と
し
て
、W

alter W
ilburg, D

ie Elem
ente des Schadensrechts (1941); ders., Entw

icklung eines 
bew

eglichen System
s im

 bürgerlichen Recht (1950); ders., Zusam
m
enspiel der K

räfte im
 A

ufbau des Schuldrechts, A
cP 

163 (1964), 346

な
ど
が
あ
る
。

（
97
）
山
本
敬
三
・
前
掲
注
（
95
）
二
一
三
頁
。

（
98
）EGT

L, a.a.O
. (Fn.62) Com

m
entary, S.15.

（
99
）
動
的
シ
ス
テ
ム
の
理
解
に
つ
い
て
は
、
論
者
に
よ
っ
て
少
な
か
ら
ず
異
な
る
部
分
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
さ
し
あ
た
り
、
コ
ツ
ィ
オ
ー
ル
（
山

本
訳
）・
前
掲
注
（
62
）「
改
革
Ⅰ
（
一
）」
民
商
一
四
三
巻
四
＝
五
号
一
二
頁
以
下
の
説
明
に
依
拠
す
る
。

（
100
）
コ
ツ
ィ
オ
ー
ル
（
山
本
訳
）・
前
掲
注
（
62
）「
改
革
Ⅰ
（
一
）」
民
商
一
四
三
巻
四
＝
五
号
六
頁
以
下
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
山
本
周
平
・

前
掲
注
（
62
）「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
不
法
行
為
法
原
則
（
三
）」
法
学
論
叢
一
六
九
巻
四
号
六
二
頁
以
下
も
参
照
。
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（
101
）
動
的
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
「
要
素
」
に
は
、「
フ
ァ
ク
タ
ー
」
と
「
原
理
」
の
二
種
類
を
観
念
で
き
る
（
山
本
敬
三
・
前
掲
注
（
95
）
二
四
四

頁
以
下
）
と
こ
ろ
、
本
文
の
第
一
点
で
は
フ
ァ
ク
タ
ー
と
し
て
の
要
素
を
、
第
二
点
で
は
原
理
と
し
て
の
要
素
を
念
頭
に
置
い
て
い
る
。
こ
の

点
に
つ
い
て
は
、
山
本
周
平
・
前
掲
注
（
62
）「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
不
法
行
為
法
原
則
（
四
）」
一
六
九
巻
五
号
三
八
頁
以
下
も
参
照
。

（
102
）
山
本
周
平
・
前
掲
注
（
62
）「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
不
法
行
為
法
原
則
（
四
）」
法
学
論
叢
一
六
九
巻
五
号
四
三
頁
以
下
で
は
、ヴ
ィ
ル
ブ
ル
ク
に
倣
い
、

「
瑕
疵
非
難
の
原
理
」
と
呼
ん
で
い
る
。
ま
た
、
コ
ツ
ィ
オ
ー
ル
（
山
本
訳
）・
前
掲
注
（
62
）「
改
革
Ⅰ
」
の
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
に
あ
る
「
過
誤
行

為
の
帰
責
要
素
」
と
い
う
の
も
、
こ
れ
と
同
じ
も
の
を
指
す
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

（
103
）
山
本
周
平
・
前
掲
注
（
62
）「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
不
法
行
為
法
原
則
（
四
）」
法
学
論
叢
一
六
九
巻
五
号
四
一
頁
以
下
。
た
だ
、
こ
の
協
働
作
用
の

結
果
と
し
て
形
成
さ
れ
た
こ
れ
ら
の
規
定
は
、「
あ
る
か
な
い
か
」
と
い
う
オ
ー
ル
・
オ
ア
・
ナ
ッ
シ
ン
グ
の
構
造
を
持
つ
要
件
か
ら
構
成
さ
れ

る
固
定
的
ル
ー
ル
と
も
い
え
る
（Schm

idt-K
essel, a.a.O

. (Fn.4) Reform
 I, S.83f.

）。

（
104
）
山
本
敬
三
・
前
掲
注
（
95
）
二
五
一
頁
以
下
。

（
105
）von Bar, a.a.O

. (Fn.4) ZEuP 2001, 518

も
、
ス
タ
デ
ィ
ー
・
グ
ル
ー
プ
の
草
案
は
、「
全
体
と
し
て
、『
立
法
的
な
』
準
備
作
業
と
裁
判
所

の
自
律
的
判
断
権
を
調
和
さ
せ
よ
う
と
す
る
、
一
種
の
動
的
シ
ス
テ
ム
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
す
る
。

（
106
）W

agner, a.a.O
. (Fn.4) D

eliktsrecht, S.166

は
、
個
別
的
構
成
要
件
の
カ
タ
ロ
グ
と
一
般
条
項
を
組
み
合
わ
せ
る
と
い
う
基
本
構
想
は
正

当
で
あ
る
と
し
つ
つ
、
Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
に
よ
る
そ
の
具
体
的
な
実
現
の
仕
方
を
批
判
し
て
い
る
。

（
107
）W

agner, a.a.O
. (Fn.4) Law

 of T
orts, S.240.

（
108
）
コ
ツ
ィ
オ
ー
ル
（
山
本
訳
）・
前
掲
注
（
62
）「
改
革
Ⅰ
（
一
）」
民
商
一
四
三
巻
四
＝
五
号
九
頁
。

（
109
）
山
本
周
平「『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
損
害
賠
償
法
の
改
革
Ⅰ
』を
め
ぐ
る
議
論
の
概
要
」民
商
一
四
三
巻
六
号
二
五
頁〔
山
本
敬
三
コ
メ
ン
ト
〕

（
二
〇
一
一
年
）。
ま
た
、山
本
周
平
・
前
掲
注（
62
）「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
不
法
行
為
法
原
則（
五
・
完
）」法
学
論
叢
一
六
九
巻
六
号
四
三
頁
以
下
も
参
照
。

（
110
）Schm

idt-K
essel, a.a.O

. (Fn.4) Reform
 I, S.194.

（
111
）
な
お
、
す
で
に
述
べ
た
こ
と
（
第
二
章
Ⅲ
．
３
⑵
⒝
）
の
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
の
「
法
的
に
重
要
な
損
害
」
に
つ
い
て
の
各
則

規
定
は
、
加
害
行
為
者
の
主
観
や
行
為
態
様
を
も
広
く
取
り
込
ん
だ
も
の
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
「
法
的
に
重
要
な
損
害
」

に
つ
い
て
判
断
す
る
も
の
に
す
ぎ
ず
、
責
任
の
成
立
の
た
め
に
は
、
そ
れ
に
加
え
て
、
帰
責
要
件
を
含
め
、
基
本
準
則
に
定
め
ら
れ
た
要
件
が

す
べ
て
充
た
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
だ
と
さ
れ
て
い
る
（von Bar, a.a.O

. (Fn.4) ZEuP 2001, 525f.

）。
た
だ
し
、
こ
の
よ
う
な
区
別
が
本
当
に
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可
能
か
ど
う
か
は
、
疑
問
の
余
地
が
あ
る
。
ま
た
、
損
害
の
要
件
が
帰
責
根
拠
や
因
果
関
係
の
要
件
と
密
接
に
関
連
し
あ
う
と
さ
れ
て
い
る
こ

と
（
第
二
章
Ⅲ
．
２
⑴
を
参
照
）
と
の
整
合
性
も
問
題
と
な
り
う
る
。
こ
れ
は
、
わ
が
国
に
お
け
る
議
論
で
、「
相
関
的
な
権
利
の
場
合
は
、
権

利
侵
害
要
件
と
過
失
要
件
が
融
合
し
て
く
る
」（
山
本
敬
三
「
基
本
権
の
保
護
と
不
法
行
為
法
の
役
割
」
民
法
研
究
五
号
一
三
七
頁
（
二
〇
〇
八

年
））
と
さ
れ
る
こ
と
と
の
関
係
で
も
問
題
と
な
る
。

（
112
）
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
ギ
リ
ス
そ
の
他
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
に
お
け
る
不
法
行
為
制
度
の
違
い
を
考
慮
す
る
と
、
ど
の
法
体
系
に
視
座
を
置

く
か
に
よ
っ
て
、
ま
っ
た
く
異
な
る
見
方
が
な
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

（
113
）
窪
田
充
見
「
要
件
事
実
か
ら
考
え
る
安
全
配
慮
義
務
の
法
的
性
質
」
大
塚
直
ほ
か
編
著
『
要
件
事
実
論
と
民
法
学
の
対
話
』（
商
事
法
務
、
二

〇
〇
五
年
）
三
九
四
頁
。

（
114
）
例
え
ば
、
四
宮
和
夫
『
不
法
行
為
（
事
務
管
理
・
不
当
利
得
・
不
法
行
為 

中
・
下
巻
）』（
青
林
書
院
、
合
本
版
、
一
九
八
七
年
〔
中
巻
一
九

八
三
年
、
下
巻
一
九
八
五
年
〕）
二
七
四
頁
。

（
115
）
一
般
条
項
と
、
そ
れ
に
対
置
さ
れ
る
カ
ズ
イ
ス
テ
ィ
ク
の
意
義
に
つ
い
て
は
、
さ
し
あ
た
り
、
青
井
秀
夫
『
法
理
学
概
説
』（
有
斐
閣
、
二
〇

〇
七
年
）
五
一
八
頁
以
下
を
参
照
。

（
116
）
内
田
・
前
掲
注
（
７
）
一
一
九
頁
以
下
も
、「
判
例
ル
ー
ル
の
明
文
化
と
言
っ
て
も
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
判
例
ル
ー
ル
を
条
文
に
書
き
込
ん
だ

の
で
は
、
か
え
っ
て
煩
わ
し
く
、
わ
か
り
に
く
く
な
り
ま
す
。
条
文
化
す
る
の
に
適
し
た
ル
ー
ル
を
選
択
し
つ
つ
、
適
切
な
表
現
を
考
え
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
」
と
言
う
。

（
117
）
吉
村
良
一
「
不
法
行
為
法
の
改
正
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
」
椿
寿
夫
ほ
か
編
『
民
法
改
正
を
考
え
る
』
法
律
時
報
増
刊
三
三
八
頁
（
二
〇

〇
八
年
）
は
、「
社
会
の
変
化
の
中
で
多
様
に
変
化
す
る
不
法
行
為
規
範
に
求
め
ら
れ
る
ル
ー
ル
群
を
、
個
別
の
規
定
で
受
け
止
め
る
こ
と
は
不

可
能
で
あ
り
、む
し
ろ
、一
般
的
な
規
定
を
置
い
た
上
で
、そ
の
解
釈
・
運
用
の
中
で
多
様
な
ル
ー
ル
群
を
見
出
し
て
い
く
こ
と
の
方
が
ベ
タ
ー
」

で
あ
る
と
す
る
。

（
118
）
例
え
ば
、
内
田
・
前
掲
注
（
７
）
一
一
九
頁
以
下
。

（
119
）
平
井
宜
雄
『
債
権
各
論
Ⅱ 

不
法
行
為
』（
弘
文
堂
、
一
九
九
二
年
）
は
し
が
き
二
頁
。

（
120
）W

agner, a.a.O
. (Fn.4) D

eliktsrecht, S.179f.

は
、
Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ 

VI.-

二
：
一
〇
一
条
三
項
に
挙
げ
ら
れ
た
要
素
が
あ
ま
り
に
曖
昧
で
あ
る

の
は
、
そ
れ
が
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
利
益
を
規
律
対
象
と
し
て
い
る
こ
と
の
帰
結
だ
と
し
た
う
え
で
、
純
粋
財
産
損
害
の
場
合
に
対
象
を
限
定
し
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た
一
般
条
項
を
定
め
る
こ
と
を
提
言
す
る
。

（
121
）
こ
の
よ
う
に
、
仮
に
個
別
ル
ー
ル
を
中
心
に
据
え
る
と
し
て
も
、
純
粋
に
個
別
ル
ー
ル
の
み
で
完
結
す
る
体
系
を
目
指
す
わ
け
で
は
な
く
、

実
際
に
は
、
一
般
条
項
的
な
規
定
と
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

（
122
）
浦
川
道
太
郎
「
一
般
的
不
法
行
為
責
任
の
成
立
要
件
の
見
直
し
は
必
要
か
」
椿
寿
夫
ほ
か
編
・
前
掲
注
（
117
）
三
四
二
頁
以
下
は
、
訴
訟
に

お
い
て
立
証
活
動
の
対
象
に
な
る
実
体
法
的
要
件
の
明
確
化
の
た
め
、「
一
般
的
不
法
行
為
責
任
を
補
充
す
る
下
位
的
な
責
任
ル
ー
ル
を
設
け
る

こ
と
も
考
え
て
よ
い
」
と
し
て
、「
七
〇
九
条
の
要
件
の
具
体
的
な
展
開
と
し
て
判
例
法
の
中
で
事
故
（
事
件
）
類
型
ご
と
に
形
成
さ
れ
て
き
た

訴
訟
上
の
現
実
的
争
点
に
な
る
要
件
事
実
を
条
文
の
形
に
書
き
表
す
こ
と
」
を
提
案
す
る
。
こ
の
見
解
は
、
検
討
に
値
す
る
補
充
的
ル
ー
ル
の

例
と
し
て
、
①
名
誉
毀
損
に
関
す
る
補
充
的
ル
ー
ル
（
免
責
要
件
）、
②
専
門
家
責
任
（
過
失
の
基
準
）、
③
公
害
・
環
境
に
関
す
る
責
任
（
受

忍
限
度
論
）、
④
企
業
に
関
す
る
補
充
的
ル
ー
ル
（
法
人
の
過
失
、
推
定
さ
れ
た
過
失
責
任
）
を
挙
げ
て
い
る
。

（
123
）
な
お
、
一
般
条
項
か
個
別
ル
ー
ル
か
と
い
う
問
題
は
、
不
法
行
為
法
の
背
後
に
あ
る
基
本
思
想
に
も
影
響
さ
れ
う
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て

は
、
Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
第
Ⅵ
編
に
批
判
的
な
立
場
か
ら
、
Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
第
Ⅵ
編
は
、「
過
剰
な
一
般
条
項
と
不
確
定
法
概
念
に
よ
っ
て
裁
判
官
の
権
限
を

拡
大
す
る
Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
の
傾
向
の
確
証
」
と
な
っ
て
お
り
、「
Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
の
不
法
行
為
法
の
理
想
像
は
、
自
己
責
任
を
負
う
主
体
で
は
な
く
、
望

ま
し
い
結
果
を
自
ら
の
判
断
に
よ
っ
て
実
現
し
よ
う
と
す
る
パ
タ
ー
ナ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
裁
判
官
で
あ
る
」
と
い
う
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る

（Eidenm
üller, u.a., a.a.O

. (Fn.4) JZ 2008, 541
）。

　
　
　

こ
の
こ
と
は
、
規
律
方
法
の
問
題
に
も
関
係
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
今
の
言
葉
を
借
り
る
と
、「
自
己
責
任
を
負
う
主
体
」
と
「
パ
タ
ー
ナ
リ

ス
テ
ィ
ッ
ク
な
裁
判
官
」
の
い
ず
れ
を
念
頭
に
置
く
か
に
よ
っ
て
、
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
ど
の
よ
う
な
タ
イ
プ
の
規
定
を
用
意
す
る
か
─

─
個
別
性
を
重
視
し
た
ル
ー
ル
か
、
裁
判
官
が
裁
量
権
を
発
揮
で
き
る
一
般
性
の
高
い
規
定
か
─
─
と
い
う
態
度
決
定
に
影
響
す
る
可
能
性
が

あ
る
。

　
　
　

も
と
よ
り
、
不
法
行
為
制
度
の
基
本
思
想
と
し
て
は
、
種
々
の
考
え
方
が
あ
り
う
る
し
、
対
立
軸
も
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
仮
に
、
前
述
の
よ

う
な
「
自
己
責
任
を
負
う
主
体
」
と
「
パ
タ
ー
ナ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
裁
判
官
」
と
い
う
対
立
軸
で
考
え
る
と
し
て
も
、前
者
な
ら
個
別
ル
ー
ル
、

後
者
な
ら
一
般
条
項
と
い
う
よ
う
な
単
純
な
対
応
関
係
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
（
一
般
条
項
が
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
裁
判
官
が
そ
の
裁
量
を

最
大
限
に
発
揮
し
て
自
由
な
判
断
を
行
お
う
と
す
る
と
は
限
ら
な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
小
粥
太
郎
「
民
法
上
の
一
般
条
項
と
要
件
事
実

論
─
─
裁
判
官
の
法
的
思
考
」
大
塚
ほ
か
編
・
前
掲
（
113
）
一
〇
四
頁
以
下
を
参
照
）。
し
か
し
、
不
法
行
為
制
度
の
設
計
に
あ
た
っ
て
、
規
律
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方
法
の
問
題
の
背
後
に
そ
の
よ
う
な
思
想
面
で
の
対
立
が
あ
り
う
る
と
い
う
こ
と
は
意
識
さ
れ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

（
124
）
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
の
種
の
規
定
を
特
別
法
で
定
め
る
か
、
民
法
典
の
中
に
取
り
込
む
か
と
い
う
問
題
も
あ
る
。
規
定
相
互
の
体
系
的
整

合
性
や
全
体
の
見
通
し
の
良
さ
を
考
慮
す
れ
ば
、
種
々
の
規
定
が
さ
ま
ざ
ま
な
特
別
法
に
分
散
し
て
い
る
状
況
は
望
ま
し
く
な
い
と
思
わ
れ
る

が
、
自
賠
法
の
よ
う
に
、
賠
償
責
任
保
険
と
結
び
つ
い
て
い
る
も
の
を
民
法
に
取
り
込
め
る
か
ど
う
か
は
、
問
題
が
残
る
。

（
125
）
こ
れ
に
対
し
、
浦
川
・
前
掲
注
（
122
）
三
四
三
頁
は
、
危
険
責
任
の
一
般
条
項
を
導
入
す
る
可
能
性
を
示
唆
す
る
。

（
126
）W

agner, a.a.O
. (Fn.4) D

eliktsrecht, S.192.

（
127
）
吉
村
・
前
掲
注
（
117
）
三
三
八
頁
も
参
照
。

（
128
）
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
個
別
ル
ー
ル
と
い
っ
て
も
、
そ
の
抽
象
度
に
よ
っ
て
は
一
般
条
項
に
接
近
す
る
こ
と
が
分
か
る
。
青
井
・
前
掲
注

（
115
）
五
二
〇
頁
以
下
は
、「
カ
ズ
イ
ス
テ
ィ
ク
と
一
般
条
項
の
作
成
法
の
相
違
は
、
絶
対
的
で
は
な
く
、
相
対
的
な
も
の
に
す
ぎ
な
い
」
と
し

た
う
え
で
、
そ
れ
と
は
別
に
、
不
確
定
概
念
と
確
定
的
概
念
、
規
範
的
概
念
と
記
述
的
概
念
と
い
っ
た
異
な
る
レ
ベ
ル
の
対
立
項
が
あ
る
と
す

る
が
、
こ
こ
で
の
問
題
も
、
青
井
の
指
摘
の
枠
内
で
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

※
本
稿
は
、
北
海
道
大
学
お
よ
び
京
都
大
学
で
お
こ
な
っ
た
研
究
報
告
に
、
大
幅
な
加
筆
・
修
正
を
施
し
た
も
の
で
あ
る
。
研
究
会
の
席
上
で
ご
教
示

を
く
だ
さ
っ
た
諸
先
生
方
に
、
こ
の
場
を
借
り
て
お
礼
申
し
上
げ
た
い
。

　

な
お
、
本
研
究
は
、
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
助
成
事
業
（
学
術
研
究
助
成
基
金
助
成
金
）・
若
手
研
究
（
Ｂ
）「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
不
法
行
為
法
に

関
す
る
方
法
論
的
分
析
」（
研
究
課
題
番
号
：
二
四
七
三
〇
〇
六
五
、
研
究
代
表
者
：
山
本
周
平
）
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。


